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～ IT・デジタル人材の育成を通じて地域の情報化推進に貢献 ～ 

 

株式会社北海道ソフトウェア技術開発機構（ＤＥＯＳ）は、地域における高度 IT技術者

の育成と地域情報化の促進を目的として、1991年に国、北海道、札幌市、金融機関、産業

界等の出資を得て設立されました。 

以来、研修事業を通じて高度 IT・デジタル人材の育成などを行ってまいりました。 

当社の研修は、地下鉄菊水駅から徒歩４分の好立地にある自社施設にて実施し、全国各

地の実績ある講師陣による高品質で丁寧な指導が特徴であり、毎年１００講座を開講し、

約５００名程度の方に受講いただいております。 

研修は、個々の習熟度に応じたきめ細かな対応ができる集合型を基本としております

が、遠隔地での受講が可能となる双方向型オンライン研修を拡充しているほか、時間と場

所を選ばないｅラーニング講座も開催しております。 

また、近年発達著しいＡＩの急速な普及により、デジタルトランスフォーメーション

（ＤＸ）の推進は、ＩＴソリューションを担うベンダー企業のみならず、一般企業におい

てもビジネスの可能性を大きく広げる契機となっています。 

本冊をご覧いただき、ベンダー企業における第一線のエンジニアや重要性が高まるプロ

ジェクトリーダー層における人材育成はもとより、一般企業における人手不足対応や新た

な事業へのチャレンジを行うためのデジタル人材育成等に当社の研修をお役立ていただけ

れば幸いです。 

令和７年３月 

株式会社北海道ソフトウェア技術開発機構 

専務取締役 佐藤憲明 
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コーススケジュール

１.新入社員研修（ＩＴエンジニア育成研修䛿、会場/リモート受講いずれか選択可能）

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

TA011
TA012

新入社員ＩＴエンジニア育成研修　短期（システム開発×チーム演習１） 407,000 30 2- 16 8

TA021
TA022

新入社員ＩＴエンジニア育成研修　中期（システム開発×チーム演習３） 594,000 40 2- 30 8

TA031
TA032

新入社員ＩＴエンジニア育成研修　長期（システム開発×チーム演習５） 770,000 50 2- 13 9

TA041
TA042

新入社員営業・総務IT研修 46,200 3 2-4 9

PS062
 -どこに行っても䜂っ䜁りだこ！最強䛾人材になろう-
ビジネス基礎１（マナー編）

38,500 2 10

PS063
 -どこに行っても䜂っ䜁りだこ！最強䛾人材になろう-
ビジネス基礎２（仕事術・文書編）

38,500 2 10

２．アプリケーション開発技術

(１)プログラミング言語

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

TJ001 JavaＩ（プログラミング入門） 60,500 2 14-15 11

TJ002 JavaＩＩ（クラスとインスタンス） 60,500 2 16-17 11

TJ003 JavaＩＩＩ（標準API䛾利用） 60,500 2 20-21 12

TP001 Python入門 78,100 3 25-27 12

XS121
【オンライン】 生成AIと学ぶPythonプログラミング
＝　AIプログラミング䛾こと䛿生成AIに聞くべし　＝

● 40,700 2 22-23 13

TB001 VisualBasic基礎編 49,500 2 31- 1 14

TB002 VisualBasic応用編 73,700 3 4-6 14

(２)Webアプリケーション開発

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

IA023 生成AIを活用したWebシステム開発演習 ● 66,000 2 10-11 15

TK030 PythonとDockerで䛿じめるWebアプリ開発＆運用入門 ● 82,500 3 18-20 15

(３)ノーコード・ローコード開発

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

TD120 データモデリング演習 ● 60,500 2 4-5 16

UA101
DXWebシステム䛾ノーコード構築＝オープンソース䛾
コンテンツ管理システム(CM㻿）を利用して

78,100 3 24-26 2-4 16

UA201 Power PlatformによるローコードAIアプリ開発入門 60,500 2 11-12 17

UA301 生成ＡＩによる事務処理䛾自動化ローコードアプリ入門 ● 55,000 2 10-11 17

(４)開発基盤

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

TK010 開発者䛾ため䛾Git入門 49,500 2 18-19 18

TK020 開発者䛾ため䛾Docker入門 ▲ 49,500 2 6-7 16-17 19

３．システム基盤構築技術

(１)データベース

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

TD001 データベースI（㻿QL編） 47,300 2 3-4 13-14 20

TD002 データベースII（論理設計編） 51,700 2 25-26 2-3 20

TD003 データベースIII（導入／運用編） 51,700 2 16-17 19-20 21

TD004 データベースIV（㻿QLチューニング編） 51,700 2 27-28 3-4 21

(２)ネットワーク

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

TN001 ネットワークテクノロジーI（基礎・セキュリティ） 80,300 3 2-4 22

TN002
ネットワークテクノロジーⅡ
（デモ環境で学ぶLAN WAN 設計基礎編）

62,700 2 2-3 22

TN003
ネットワークテクノロジーIII
（実機で学ぶ 中小規模 LAN 構築編）

62,700 2 27-28 23

TN032
ネットワークテクノロジⅣ
（実機で学ぶ大規模 LAN WAN 構築編）

86,900 3 10-12 23

※区分：●印䛿「新規」、▲印䛿、講座内容に一部変更があった講座です。詳細頁を参照ください。

◎当コースを受講希望する方䛿、リクエストによる開催を承ります。

開催希望䛾３ヶ月前までに、kensyu@deos.co.jp宛以下䛾項目をお知らせ下さい。

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数
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(３)サーバ／ＯＳ

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

TW001 Windows㻿erver基本管理 60,500 2 24

TW002 WindowsActiveDirectoryドメインサービス 66,000 2 24

TL010 開発者䛾ため䛾シェルスクリプト入門 51,700 2 16-17 25

TL020 Linuxシステム管理 55,000 2 21-22 25

(４)クラウド

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

TC030 クラウドサービス入門 57,200 2 21-22 26

TC031 クラウドセキュリティ基礎 77,000 2 27-28 26

TC033 クラウドを利用したセキュリティ䛾管理 154,000 2 29-30 27

TC032 認証基盤䛾統合とクラウド化 110,000 2 23-24 27

TC060 AW㻿によるサーバレスシステム構築演習 66,000 2 9-10 28

TC050 AW㻿で学ぶクラウドネットワーク設計と構築 66,000 2 9-10 29

４．上流工程・テスト

(１)ビジネス変革

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

ST051
システム開発会社䛾未来を考えるマーケティング 
　＝受託から䛾脱却　＝

● 51,700 2 24-25 30

ST052
コンサルティング人材育成研修
　＝受託から䛾脱却　＝

● 66,000 2 15-16 31

ST050 スタートアップに学ぶ変革マネジメント 66,000 2 27-28 32

PM035 変革プロジェクト䛾実行計画 38,500 1 29 33

ST021 エンジニア䛾ため䛾デザイン思考入門 66,000 2 23-24 34

(２)要件定義

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

MD001 DX時代䛾要件定義入門 ▲ 51,700 2 2-3 35

ST010 デジタル(DX)時代䛾事例から学ぶビジネス価値提案 12 66,000 2 10-11 36

ST011
デジタル(DX)時代䛾業務䛾デジタルシフトへ䛾考え
方・進め方　
＝ サービスデザインを踏まえた要件定義　＝

12 66,000 2 27-28 37

(３)テスト

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

MD010 テストエンジニア研修 51,700 2 14-15 38

MD011 テスト設計技法実践ワーク 　 51,700 2 25-26 38

５．AI（人工知能）

(1)AI・データサイエンス

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

IA010 Pythonによる機械学習入門 60,500 2 26-27 39

TD110 Pythonによるデータ分析演習 60,500 2 8-9 39

XS120
【オンライン】 ChatGP㼀とExcelで学ぶビジネスデータ分
析＝生成AI䛾サポートを受けながらExcelで手を動かし学ぶ

● 40,700 2 10-11 40

(２)　AIシステム開発

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

TC071 【オンライン】クラウドネイティブ開発概論 for beginner ● 49,500 1 3 41

TC072 【オンライン】クラウドネイティブ開発基礎（AWS） ● 99,000 2 4-5 41

IA030
【ハイブリッド】事例から学ぶ！生成AI・WebAPIを活用
したアプリケーション開発体験　＝ ファイル検索を例と
して＝

49,500 1 6 42

※区分：●印䛿「新規」、▲印䛿、講座内容に一部変更があった講座です。詳細頁を参照ください。

◎当コースを受講希望する方䛿、リクエストによる開催を承ります。

開催希望䛾３ヶ月前までに、kensyu@deos.co.jp宛以下䛾項目をお知らせ下さい。

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数
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６．マネジメント系

(１)PMBOK準拠　※PMBOK第6版＋PMBOK第7版

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

PM030
I㼀プロジェクトマネジメント入門
　（PMBOK6版＋PMBOK7版対応）

14 66,000 2 8-9 43

PM032
I㼀プロジェクトマネジメント計画
　（PMBOK6版＋PMBOK7版対応）

14 71,500 2 4-5 43

PM033
I㼀プロジェクトマネジメント実行管理
　（PMBOK6版＋PMBOK7版対応）

14 71,500 2 18-19 44

(２)プロジェクトマネジメント実践

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

PM011
上流フェーズレビュー実践
＝プロジェクト・プロダクトリスクを許容範囲に封じ込め
る＝

51,700 2 28-29 45

PM012
サーバントリーダーシップとファシリテーション活用し
たプロジェクトマネジメント

51,700 2 18-19 45

(３)アジャイルプロジェクトマネジメント

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

PM034



９．パーソナル

(１)コミュニケーション

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

XS210
【オンライン】I㼀技術者䛾ため䛾コミュニケーション
= 「論理的」で「伝わる」意思疎通䛾技法 =

55,000 3 1-3 57

PS025
ChatGP㼀を活用したドキュメンテーション研修
 = 生産性10倍！！ =

55,000 2 21-22 58

PS042
プレゼンやミーティングに役立つ図解力
 = 情報を整理し分かり易く伝える技術 =

16,500 1 18 5 58

PS061
 -どこに行っても䜂っ䜁りだこ！最強䛾人材になろう-
人生を変える話し方

38,500 2 28-29 59

PS064
 -どこに行っても䜂っ䜁りだこ！最強䛾人材になろう-
ビジネスに必要な読解力・要約力・想像力向上研修

38,500 2 11-12 59

(２)ネゴシエーション

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

XS220
【オンライン】I㼀技術者䛾ため䛾ネゴシエーション
 = 社外・社内交渉をWin-Winにするために =

▲ 40,700 2 25-26 60

(３)リーダーシップ／ファシリテーション

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

XS230
【オンライン】I㼀技術者䛾ため䛾リーダーシップ
 = 部下育成、動機付け、方針提示について学ぶ =

55,000 3 6-8 61

PS041 ファシリテーションを活用したチーム・マネジメント 55,000 2 13-14 62

(４)コーチング/チームビルディング/問題解決

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

PS040
コーチング・フィードバックを活用した
　「自ら成長する」人材䛾育て方

55,000 2 7-8 63

PS026
チームビルディングとモチベーションアップ
　＝ ５つ教えて、４つ褒め、１つ叱る　＝

55,000 2 19-20 63

XS280
【オンライン】信頼される㻿Eに求められる問題解決力
向上導入編　＝なぜなぜから始める問題解決＝

▲ 22,000 1 14 　 64

１０．メンタルヘルス

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

XS270
【オンライン】I㼀技術者䛾ため䛾
メンタルヘルス・マネジメント　＝心を整える技術 ＝

▲ 40,700 2 　 10-11 65

XS271
【オンライン】アンガーマネジメント×ハラスメント防止
＝怒りをコントロールしてポジティブに活かし、健全な
未来を築くために＝

● 22,000 1 8 66

XS272
【オンライン】アンガーマネジメント×褒め方叱り方ト
レーニング　＝怒りをコントロールし、信頼関係を築く
コミュニケーション術＝

● 22,000 1 15 66

１１．業務アプリケーション

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

XS110
【オンライン】Python＆Excelで業務活用研修
　= Excel業務䛾自動化をじっくり楽しく学ぶ =

● 55,000 3 8-10 67

UD004 業務で活かすアプリケーション！　ExcelVBA編 49,500 2 68

UD005 業務で活かすアプリケーション！　Excel&Access連携編 49,500 2 68

UD011 Accessによる業務DB作成基礎 49,500 2 69

UD012 Accessによる業務DB作成応用 49,500 2 69

※区分：●印䛿「新規」、▲印䛿、講座内容に一部変更があった講座です。詳細頁を参照ください。

◎当コースを受講希望する方䛿、リクエストによる開催を承ります。

開催希望䛾３ヶ月前までに、kensyu@deos.co.jp宛以下䛾項目をお知らせ下さい。

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数
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１２．階層別／担当者別研修

（１）管理職、管理職候補者

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

PS022
新任管理職や管理職候補者䛾ため䛾「メンバー䛾意
欲を上げるかかわり方・考え方と手法」

38,500 1 17 70

PS080
管理職が変われ䜀組織が変わる　
=  成長を加速させるチームビルディング

● 33,000 2 16-17 71

PS050 管理職、リーダー䛾ため䛾メンタルヘルス・マネジメント 27,500 1 24 72

PS051 管理職、リーダー䛾ため䛾アンガー・マネジメント 27,500 1 25 73

PS053 管理職、リーダー䛾ため䛾コミュニケーション ● 27,500 1 23 74

（２）中堅社員、リーダー

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

PS020 中堅社員䛾ため䛾「問題解決」 77,000 2 8-9 　 75

PS021 中堅社員䛾ため䛾「自分らしく働くため䛾自己䛾棚卸し」 38,500 1 18 　 75

（３）人事・総務担当者

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

PS071
面接官力向上研修
= 売り手市場䛾中で選んでもらうために有効なコミュ
ニケーションと心理学に基づいた印象アップ術

● 16,500 1 7 76

PS072
社員が力を発揮しやすい組織作り研修
= 居場所があると感じられる働きやすい幸せな組織を
作る方法・考え方を学ぶ

● 16,500 1 4 77

PS073
相手と䛾理解を深める傾聴力研修
= 個々䛾力を成果に反映させるために

▲ 16,500 1 29 78

XS261
【オンライン】新入社員研修講師・インストラクター養成
研修＝　教える人に教え方を教える　＝

● 40,700 2 6,13 79

（４）営業担当者

コード コース名 区分 PDU
受講料
（税込） 日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

詳細
頁

XS260 【オンライン】I㼀技術者䛾ため䛾営業力強化 55,000 3 6-8 80

※区分：●印䛿「新規」、▲印䛿、講座内容に一部変更があった講座です。詳細頁を参照ください。

※表示䛾金額䛿すべて消費税率10％を含めた金額です。

※講師や使用テキスト䛿都合により変更になる場合がございます。

※記載されている製品名など䛾固有名詞䛿、各社䛾商品商標です。

※記載されているシステム名、製品名などに䛿必ずしも商品表示名（™、®）を付記しておりません。

※記載されているハードウェア／ソフトウェア䛾製品名及䜃会社名䛿、それぞれ䛾各社・各団体䛾商標又䛿登録商標です。

集合形式䛾研修開催場所䛿、特に記載䛾無い場合䛿、当社䛾研修室です。

札幌市白石区菊水１条３丁目１番５号 メディア・ミックス札幌1F

（札幌市営地下鉄東西線 菊水駅4番出口より徒歩4分 東年金事務所隣）

株式会社北海道ソフトウェア技術開発機構 研修室

7
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コース内容 

１． 新入社員研修（ITエンジニア育成研修は、会場/リモート受講いずれか選択可能） 

※10月以降で「新入社員ITエンジニア育成研修」を希望される場合はお問い合わせください。 

 

 

コース名 
新入社員 ITエンジニア育成研修 短期コース 

（システム開発×チーム１）   ※TA012はリモートコースです 

TＡ011 

TA012 
日  程 2025-04-02 (水) ～ 2025-05-16 (金) 30日間 180h 9:30～16：30 

受 講 料 ４０７，０００円（税込） 

到達目標 

・社会人としてすぐに必要なビジネスマナーを身につける 
・初級プログラマの業務に必要なＩＴ基礎知識やプログラミング基礎知識を身につける 
・チーム演習によりシステム開発全体の流れを一通り体験する 

受講対象 

及び前提知識 

新入社員、中途採用者、配置転換者 

WindowsPCの操作を一通りできること、MSOfficeを使用し文書作成ができること 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

自己学習 

3月～7月末 

e-ラーニング講座「SQT」(Windows基本操作、IT基礎、プログラミング入
門、Webコンテンツ作成など) 

1日目 
ビジネス基礎 ビジネスマナー「挨拶（名刺交換）、言葉遣い（敬語）など」、

自己紹介（映像収録）、報・連・相など 

2～3日目 
開発プロジェクト導入 性格調査、ツールの使い方、マークダウン記法、

Excel、PowerPoint、Zoomの使い方、報告料、プレゼン実習 

4～6日目 
Webフロント技術の基礎 

HTMLとCSS、CSSフレームワーク、JavaScript、jQuery 

7～24日目 
プログラミング基礎 Javaプログラミング、データベースとSQL、 
Webプログラミング（Spring Boot）、開発プロジェクト入門 

25～30日目 
チーム演習１ 2～3名の同スキルレベルによるチームで穴埋め実装でプロセ

ス体験  最終日「成果発表会」 

コース名 
新入社員 ITエンジニア育成研修 中期コース 

（システム開発×チーム演習３） ※TA0２2はリモートコースです 
TＡ021 

TA022 
日   程 2025-04-02 (水) ～ 2025-05-30 (金) 40日間 240h 9:30～16：30 

受 講 料 ５９４，０００円（税込） 

到達目標 

・社会人としてすぐに必要なビジネスマナーやビジネスコミュニケーションの知識 

・初級プログラマの業務に必要なＩＴ基礎知識やプログラミング基礎知識を身につける 

・チーム演習によりシステム開発全体の流れを一通り体験し、実装するスキルを身につける 

・実用要件に合った拡張を加えたプログラムを開発実行でき、CI/CD を実践できる 

受講対象 

及び前提知識 

新入社員、中途採用者、配置転換者 

WindowsPCの操作を一通りできること、MSOfficeを使用し文書作成ができること 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

自己学習 

3月～7月末 

e-ラーニング講座「SQT」 (Windows基本操作、IT基礎、プログラミング
入門、Webコンテンツ作成など) 

1日目 
ビジネス基礎 ビジネスマナー「挨拶（名刺交換）、言葉遣い（敬語）など」、

自己紹介（映像収録）、報・連・相など 

2～3日目 
開発プロジェクト導入 性格調査、ツールの使い方、マークダウン記法、

Excel、PowerPoint、Zoomの使い方、報告力、プレゼン実習 

4～6日目 
Webフロント技術の基礎 

HTMLとCSS、CSSフレームワーク、JavaScript、jQuery 

7～24日目 
プログラミング基礎 Javaプログラミング、データベースとSQL、 
Webプログラミング（Spring Boot）、開発プロジェクト入門 

25～38日目 

ソフトウェアテスト 
チーム演習１〜３ 2～3名の同スキルレベルによるチームで反復演習 

最終日 「成果発表会」 

担当講師 （株）シナジークエスト他 
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IT系の企業の営業・総務職配属予定の方のための新入社員研修です。IT技術者配属の方と一緒に受講できます。 

※リモートコース受講の必須条件：御社にて一人１台のＰＣ及びネットワーク環境をご用意下さい。 

 

○e-ラーニング「SQT」で研修開始1か月前から講義部分の範囲を一通り自己学習出来ます。 

○人事担当者向け「研修支援システム」により、会社単位で受講者の研修実施状況をリア

ルタイム把握いただけます。 

○研修終了後「研修評価表」（評価、講師所感、行動分析など）を報告いたします。 

〇「フォローアップ研修（１０月実施予定）」は無料で受講いただけます。 

〇「メンタルタフネス」についても学べます。 

〇 中期と長期のコースでは、チーム演習の間に「ソフトウェアテスト」を学べます。 

 

コース名 
IT技術者のための新入社員研修 長期コース 

（システム開発×ȁーム演習６） ※TA032はリモートコースです 
TＡ031 

TA032 

日  程 2025-04-02 (水) ～ 2025-06-13 (金) 50日間 300h 9:30～16：30 

受 講 料 ７７０，０００円（税込） 

到達目標 

・社会人としてすぐに必要なビジネスマナーやビジネスコミュニケーションの知識 

・初級プログラマの業務に必要なＩＴ基礎知識やプログラミング基礎知識を身につける 

・チーム演習によりシステム開発全体の流れを一通り体験し、実装するスキルを身につける 

・実サーバー上への実装、Web層でのテスト、ブランチとプルリク等CI/CD 環境を前提により実践的な開

発体験ができる 

受講対象 

及び前提知識 

新入社員、中途採用者、配置転換者 

WindowsPCの操作を一通りできること、MSOfficeを使用し文書作成ができること 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

自己学習 
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コース名 
＝ どこに行ってもひっぱりだこ！最強の人材になろう ＝  

ビジネス基礎２（仕事術・文書編） 
PS063 

中途採用は「即戦力」を期待されています。 

基本スキルを再確認した上で、これから働く会社の「仕組み・必要不可欠な知識・プロセス」が何かを早目に理

解することが必要です。自分に何を求められているか、を理解し「自ら考え動くことが出来る」力を身につけま

しょう。人の心を打つ文章のコツを身につけ、メール・文書の達人を目指しましょう。 

日  程 2日間 12h  9:30～16:30  ※リクエストにより開催 

受 講 料 ３８，５００円（税込）  

到達目標 

・即戦力として活躍することが出来るスキルを身につける。 

・作業効率の良い仕事術を身につける。 

・ビジネス文書作成、ビジネスメールのマナーを身につける。 

受講対象 

及び前提知識 

新入社員、中途採用者、若手社員 

作業効率の良い仕事術や文書作成などのビジネススキルを身につけたい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

１日目 ２日目 

【仕事の進め方・指示の受け方】 

・仕事の計画を立てる・報告／連絡／相談 

・タイムマネジメント・行動目標シートの作成 

・会社の利益を考えて行動できる社会人になる

ために 

【ビジネススキル】 

・電話、メール、文書、FAXの使いわけ 

・社内文書と社外文書・封筒、はがきの書方 

・依頼、お礼、謝罪 

・個人情報保護、ＳＮＳ 

担当講師 グレイスマナーズインターナショナル 佐藤 あけみ 

ＰＣ実習あり  演習あり   

備考・注意 

 リクエストにより開催します。 

開催希望の３ヶ月前までに、以下の項目をお知らせ下さい。 

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数 

コース名 
＝ どこに行ってもひっぱりだこ！最強の人材になろう ＝  

ビジネス基礎１（マナー編） 
PS062 

ビジネスマナーについてしっかりと身につけていただきます。敬語の使い方や名刺交換、身だしなみなど、なぜ

それらが必要なのかという理由も含め、丁寧に指導いたします。 

また、学生生活では経験することがない人間関係が社会の中では複雑に絡み合ってきます。その中で自分の立ち

位置をしっかりと認識し、良い人間関係を築いていくことが求められます。人間心理を掴み、豊かな関係性を構

築するためのコツやポイントを学んでいただきます。 

日  程 2日間 12h 9:30～16:30  ※リクエストにより開催 

受 講 料 ３８，５００円（税込）  

到達目標 

・人から好かれ、可愛がられる新人になる。 

・社会人としての意識およびビジネスマナーを身につける。 

・相手の言葉をしっかりと聞き取り、コミュニケーションをとることができる力を身につける。 

受講対象 

及び前提知識 

新入社員、中途採用者、若手社員 

ビジネスマナーやコミュニケーション力を身につけたい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

１日目 ２日目 

【社会人としての第一歩】 

 ・働くということ 

 ・チームワークの大切さ 

 ・情報の集め方 ・人脈の広げ方 

 ・人に好かれ、信頼を得るために心がけたいこと 

【ビジネスマナー】  

・好まれる言葉遣い・正しい敬語の使い方 

・間違えやすい言葉 ・電話応対の基本 

・訪問時の基本マナー・席次、名刺交換 

・来客応対（ご案内・湯茶接待） 
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２．アプリケーション開発技術 

（１）プログラミング言語 

※内容の難易度は前提知識確認テストをご活用ください。（当社Webサイト各講座ページに掲載） 

 

コース名 JavaⅠ（プログラミング入門）        TJ001 

初学者向けのコースとして、ステップバイステップ方式で理解を確認しながら着実にスキルを構築します。 

条件分岐や繰り返しといった基本的な制御構㐀のほか、メソッドを利用して既存の手続き処理を再利用する方法

や、標準 API の汎用メソッドの使用例も示します。 

日  程 2025-10-14 (火) ～ 2025-10-15 (水) 2日間  12H  9:30-16:30 

受 講 料 ６０，５００円（税込）  

到達目標 

・Java言語の概要を知り、その特徴を把握する 

・コマンドラインと統合開発環境の両方でJavaプログラムのソース作成からコンパイル、 

実行までができるようになる 

・mainメソッドだけを含むクラスで簡単な手続き型のプログラムを作成できるようになる 

受講対象 

及び前提知識 
プログラミング初心者、Java言語を基礎から学習したい方、新入社員（文系/非情報系） 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 

Java概要、Javaプログラムの作成方法、Helloサンプル、統合開発環境、 

IDEの使い方、デバッガの使い方、変数、データ型、リテラル、文字と文字列 

演算子、文字列の比較、論理演算,課題演習 

２日目 

アルゴリズム、フローチャート、構㐀化プログラミング、条件分岐、if 文、

switch-case文、反復処理、for文、while文、do-while文 

メソッドの利用、例外処理、課題演習 

担当講師 （株）シナジークエスト  
PC実習あり 

備考・注意 実習環境 ： Adoptium OpenJDK、Eclipse  

コース名 JavaⅡ (クラスとインスǿンス) TJ002 

豊富なサンプルにソースコードを書き換える実習を交えて、Java のクラスやインターフェイスに関する基本的

な仕組みをわかりやすく解説します。共通の題材を段階的に拡張していく演習課題により、オブジェクト指向の

考え方を適用したプログラミングの具体例を示します。 

日  程 2025-10-16 (木) ～ 2025-10-17 (金) 2日間  12H  9:30-16:30 

受 講 料 ６０，５００円（税込）  

到達目標 

・クラスとインスタンスの関係、コンストラクタ、オーバーロード、静的メンバなどJavaのクラスの仕

組みがわかる 

・オブジェクトの型と継承・インターフェイスとの関係を理解し、多態性を利用したプログラミングがで

きるようになる 

受講対象 

及び前提知識 

Javaプログラミング初心者 
クラスとインスタンス、継承・多態性・カプセル化などの考え方をプログラミングで使

いこなしたい方 
内  容 

※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 配列、クラスとインスタンス、カプセル化、静的メンバ、課題演習 

２日目 クラス継承、多態性、インターフェイス、課題演習 

担当講師 （株）シナジークエスト 
PC実習あり 

備考・注意 実習環境 ： Adoptium OpenJDK、Eclipse  
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コース名 JavaⅢ（標準APIの利用） TJ003 

java.lang、java.util の各パッケージで提供される基盤的なAPIの中から特に汎用性が高いと思われるものをピ

ックアップして、前提知識と使い方を紹介します。 

ラムダ式と関数型インターフェイスの概念を理解し、ストリーム API を使ったプログラムを読んだり書いたりで

きるようになります。 

日  程 2025-10-20 (月) ～ 2025-10-21(火)  2日間  12H  9:30-16:30 

受 講 料 ６０，５００円（税込）  

到達目標 
・モジュールとパッケージの関係を理解し、java.lang パッケージの主要クラスを使いこなせる 

・ジェネリクスの考え方を理解し、主要なコレクションクラスを使ったプログラムを読み書きできる 

・ラムダ式、関数型インターフェイスを理解し、ストリームAPIを使ったプログラムを読み書きできる 

受講対象 

及び前提知識 

「Java II (クラスとインスタンス)」の受講者又は同等の知識をお持ちの方 

Javaプログラミング経験者、Javaの汎用的な基本APIの機能と使い方を整理したい方 

ストリームAPIを使いこなせるようになりたい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 
パッケージと標準API、Objectクラス、ラッパーとオートボクシング 

例外と例外処理、課題演習 

２日目 
ジェネリクス、コレクション、ムダ式と関数型インターフェイス 

ストリームAPI、課題演習 

担当講師 （株）シナジークエスト  
PC実習あり 

備考・注意 実習環境  ： Adoptium OpenJDK、Eclipse  

 

コース名 Python入門 TP001 

AIやIoT、データ分析等の分野でPython言語が、多く使用されています。何らかのプログラミング作成経験があ

り、Python とオブジェクト指向が初めての方が理解しやすいように、文法や作り方、操作の仕方の基本編、オブ

ジェクト指向編、、機械学習の初歩へと講義と演習を行いながら３日間かけてじっくりと学んでいきます。 

プログラミング言語Pythonを概念・文法・開発環境の基礎的な内容について、簡単なアプリケーションを通じて

理解することができます。他の言語（Javaなど）との違いを紹介しながら、強み弱みを体感していただきます。 

日  程 2025-06-25 (水) ～ 2025-06-27 (金) 3日間   18h  9:30-16:30 

受 講 料 ７８，１００円（税込） 

到達目標 
Python言語の概念・文法・開発環境の基礎的な内容を理解することができる。 

オブジェクト指向の基礎を理解することができる 

Pythonによる機械学習を簡単な事例を通じて学ぶことできる。 

受講対象 

及び前提知識 

Java言語などなんらかのプログラミング作成経験のある方で初めてPythonを学ぶ方 

オブジェクト指向を初めて学ぶ方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 Python基礎編 

・開発環境について・基本的な文法・リスト、コレクション・演習問題 

２日目 

・関数、スコープ・演習問題 

Pythonオブジェクト指向編 

・オブジェクト指向の基礎・Pythonでのオブジェクト指向１ 

 クラス、コンストラクタ、クラス変数とクラスメソッド 

３日目 

・Pythonでのオブジェクト指向２ カプセル化、継承、モジュール 

・演習問題・文字列と正規表現・ファイルと例外処理、データベース 

Pythonによる機械学習の初歩 

・グラフ作成、機械学習の手順、データの扱い 

担当講師 ITコーディネータ 笠原 俊哉 
PC実習あり 

備考・注意 実習環境 ： Anaconda（リモートの場合Google Colaboratory） 
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コース名 
生成AIと学ぶPythonプログラミング 

＝ AIプログラミングのことは生成AIに聞くべし ＝         

XS121 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。 

今、企業の生産性向上と効率化に欠かせない技術となっている生成AI。特にChatGPTとPythonの組み合わせは、

プログラミングのサポートや業務の自動化において驚異的な効果を発揮します。 

本研修では、この最新技術を使いこなすための実践的なスキルを短期間で習得することを目指します。 

参加者は生成 AI と Python の強力な組み合わせを使いこなし、業務効率を劇的に向上させるスキルを身につける

ことができます。技術の最新トレンドを実際の業務に即座に応用できる力を養いましょう。 

生成AIが作り出すプログラムは、まだ完全とは言えませんし、課題が多いことも事実です。しかし、上手く利用

すれば大きく開発現場の生産性を上げることが実感できるでしょう。 

さらには、生成AIを使った勉強は能動的です。つまり、自分から質問しないと答えが出てきません。したがって

研修終了後も能動的に新しい技術を学び続けることになります。 

日  程 2026-01-22 (木) ～2026-01-23 (金) 2日間 8h 13：00-17：00 

受 講 料 ４０，７００円（税込） 

到達目標 
・最低3つの生成AIの種類を知り使い分けられるようになる 

・プログラミングに有効なプロンプトを知る 

・生成AIが得意なこと、苦手なことを理解することができる 

受講対象 

及び前提知識 

Pythonプログラミング初学者 

特に前提条件はありません。 

内  容 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

1日目 2日目 

1. ChatGPTの紹介 

2. ChatGPTの使い方 

3. Pythonについて最低限知っておきたいこと 

4.基礎演習 

プログラミングに特有のプロンプト7選 

5.ChatGPTとPythonの活用 

6.ChatGPTを使った演習 

7.プロンプトエンジニアリング 

8.応用演習 

発表 

9.まとめと今後の指針 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱ 山崎 有生 

ＰＣ実習あり   演習あり 

備考・注意 

◎実習環境： 

1．Visual Studio Code の最新バージョンをあらかじめインストールしたPCをご用意してご

参加ください。 

https://azure.microsoft.com/ja-jp/products/visual-studio-code 

2. ChatGPTの有料または無料のアカウントを1つ以上、あらかじめ取得してご参加ください。  
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コース名 VisualBasic基礎編 TB001 

プログラミング初心者の方が理解できるように、Visual Basicの文法や作り方、操作の仕方を身に付けていきま

す。また、簡単なアプリケーション作成では、ソフトウェア設計の基本的な考え方を学習することで、理解を深め

ることができます。 

日  程 2025-07-31 (木) ～ 2025-08-01 (金)  2日間 12h 9:30～16：30 

受 講 料 ４９，５００円（税込）  

到達目標 
・Visual Basicのプログラミング概念・文法・開発環境の基礎的な内容について理解し、

簡単なアプリケーションを作成することができる。 

受講対象 

及び前提知識 

Visual Basicの基礎を習得し、ソフトウェア設計の基本的な考え方を理解したい方。 

Visual Basicを初めて学ぶ方で、Windowsの基本的な操作とタッチタイピングができる方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 

はじめてのVisual Basic 

・Visual Basicのプログラムとは 

・開発環境について 

・基本操作 

・Visual Basicの文法１ 

２日目 

簡単なアプリケーションの作成 

・Visual Basicの文法２ 

・ソフトウェア設計の基本的な考え方 

・アプリケーション作成演習 

担当講師 ITコーディネータ 笠原 俊哉 PC実習あり 

備考・注意 実習環境 ：  Visual Studio Community 

コース名 VisualBasic応用編 TB002 

Visual Basic2015応用編では、オブジェクト指向初心者の方が理解できるように、考え方や作り方を身に付けて

いきます。また、簡単なアプリケーション作成では、UMLについても触れていきながら、Visual Basicによるオブ

ジェクト指向の理解を深めることができます。 

日  程 2025-08-04 (月) ～ 2025-08-06 (水) 3日間  18h  9:30～16：30 

受 講 料 ７３，７００円（税込）  

到達目標 
･ Visual Basicのオブジェクト指向の概念を理解し、例題を通じてオブジェクト指向プログ

ラミングの特徴を学び、簡単なアプリケーションを作成することができる。 

受講対象 

及び前提知識 

「Visual Basic基礎編」受講者又は同程度の知識（VisualBasicの基本的なプログラミング

の経験）をお持ちの方、Visual Basicの基礎を理解し、ステップアップを目指している方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 
オブジェクト指向プログラミングの考え方 

・オブジェクト指向の概要、クラス・インスタンスとは、カプセル化 

２日目 

オブジェクト指向プログラミング 

・クラスの継承、多態性、・アプリケーション作成演習１ 

ＤＢを使ったアプリケーションの作成１ 

・仕様の理解とクラス設計、プログラミング 

３日目 
ＤＢを使ったアプリケーションの作成２ 

・アプリケーション作成演習２・アプリケーション作成演習３ 

担当講師 ITコーディネータ 笠原 俊哉 
PC実習あり 

備考・注意 実習環境 ： Visual Studio Community 
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（２）Webアプリケーション開発 

コース名 生成AIを活用したWebシステム開発演習 IA023 

PCを用いたハンズオン研修です。生成 AIの技術はめまぐるしく進歩しており、生成 AIをシステム開発に活用する

ことで、大幅に生産性を向上することができます。本講座では、生成AIの仕組みを理解し、生成AIをシステム開発

に活用する方法を学びます。演習に使用する環境は、講座実施時に最適な環境を選択します。 

日  程 2025-07-10 (木) ～ 2025-07-11 (金)  2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６６，０００円（税込） 

到達目標 
・生成AIの仕組みを理解する 

・生成AＩをシステム開発に活用できる 

受講対象 

及び前提知識 

生成AIを業務に活用したい方、生成AIを活用してWebシステムを構築したい方 

ＰＣの操作ができる方、Webシステムの基本的な知識があることが望ましい 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 

１．生成AI概要 

２．要件定義、設計支援 

３．コード生成、テスト、デバッグ、リファクタリング 

２日目 

４．Webシステム開発演習（要件定義・設計） 

５．Webシステム開発演習（コード生成） 

６．Webシステム開発演習（テスト、リファクタリング） 

担当講師 TITC合同会社 富田良治 
ＰＣ実習あり 

備考・注意 実習環境：開催時点で最適な生成AIが使える環境で演習を行う 

コース名 PythonとDockerではじめる 

Webアプリ開発＆運用入門 
TK030 

FlaskはPythonのWebアプリを開発するためのフレームワークで、そのシンプルさからWebアプリケーションの仕

組みを段階的に理解しやすく、Pythonの基本的な知識を持っている方が Webアプリケーション開発の知識を習得す

る最適なフレームワークです。また近年 Web システムはマイクロサービスアーキテクチャに注目が集まっており、

Flaskはその軽量さと柔軟性からマイクロサービスアーキテクチャに非常に適したフレームワークでもあります。 

次にDockerは、開発環境や運用環境などさまざまな環境で実行できる柔軟性を生み、DevOpsやマイクロサービスア

ーキテクチャと非常に相性が良い技術です。PythonのFlaskとDockerという２つの技術を効率よく学習できる研修

です。 

日  程 2025-11-18 (火) ～ 2025-11-20 (木)  3日間 18h 9:30～16:30 

受 講 料 ８２，５００円（税込） 

到達目標 

・PythonのフレームワークであるFlaskを使ってWebシステム開発の基本を習得できる 

・Dockerを使ってクリーンな「開発環境」を構築する知識を習得できる 

・Dockerを使ってWebシステム「運用環境」を構築する知識を習得できる 

受講対象 

及び前提知識 

これからPythonでWebシステムの開発をはじめる方、チームで開発する環境を効率よく共

通化したい方、システム環境の変化に対応しやすい運用環境を構築したい方 

Pythonのデータ（リスト型、辞書型）操作と基本的な文法についての知識のある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 １．Dockerで開発環境の構築１ ２．Flaskを使ったWebアプリ開発１ 

２日目 
２．Flaskを使ったWebアプリ開発１のつづき 

３．Dockerで開発環境の構築２ ４．Flaskを使ったWebアプリ開発２ 

３日目 
４．Flaskを使ったWebアプリ開発２のつづき 

５．Docker運用管理 

担当講師  セイ・コンサルティング・グループ(株) 山田篤彦 
ＰＣ実習あり 

備考・注意 実習環境：Windows11（WLS2）、Docker、VisualStudioCode、Flask 
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（３）ノーコード・ローコード開発 

 

コース名 デーǿモデリング演習 TD120 

PCを用いたハンズオン研修です。ノーコード/ローコード開発ツールの進展により、誰もが簡単にアプリケーショ

ンを開発できるようになりました。しかし、データモデリングを考慮せずに各自が勝手にアプリケーションを開発す

ると、各所にデータが点在し、データ活用のできない非効率なシステムとなってしまいます。本講座では、アプリケ

ーション開発におけるデータモデリングの基本的な概念と効果的な設計方法を学ぶことで、ノーコード/ローコード

開発ツールで業務効率化やデータ活用につなげられるアプリケーション開発を可能とします。 

日  程 2025-08-04 (月) ～ 2025-08-05 (火) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６０，５００円（税込） 

到達目標 
・データデリングのポイントを理解する  

・最適なデータモデリングができるようになる  

受講対象 

及び前提知識 

データモデリングの基本を理解したい方 

ノーコード/ローコード開発ツールを使ったアプリケーション開発を行う方 

ＰＣの操作ができる方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 

１．データモデリング基礎 

２．正規化 

３．データモデリングのテクニック 

２日目 
４．データモデリング演習 

５．データモデリング演習（追加） 

担当講師 TITC合同会社 富田良治 
ＰＣ実習あり 

備考・注意  

コース名 DX Webシステムのノーコード構築   UA101 

「会場」と「オンライン（Zoom）」での受講が選べるハイブリッド形式のハンズオン研修です。 

デジタル技術による業務変革（DX）には、業務部門のユーザーが主体的にシステム構築に関与すること、すなわち内

製の重要性が認識されつつあります。こうした背景から、プログラミング言語の知識や専用の開発環境を必要としな

いノーコード開発が注目されています。この講座では、ノーコード開発環境としての機能を備えたDrupal CMSを使

って、簡単なWebアプリケーションを構築し、ホームページ管理システムをそのままDX基盤として活用できる例を

示します。 

日  程 
第1クール 2025-09-24 (水) ～ 2025-09-26 (金)  

第２クール 2026-02-02（月）～ 2026-02-04（水） 3日間 18ｈ 9:30～16:30 

受 講 料 ７８，１００円（税込） 

到達目標 

・Drupalが提供するWebシステムの基盤環境を理解して使いこなせるようになる。 

・CMS上でデータ構造を定義し記録されたデータを検索する具体的な方法がわかる。 

・送信ﾌｫｰﾑと送信ﾃﾞｰﾀの処理をノーコードで定義し独自の機能を実現する方法がわかる。 

受講対象 

及び前提知識 

Webシステムの内製を検討している方、Webシステムのノーコード開発に興味がある方 

WordPress以外のCMSを使ってみたい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 ２日目 ３日目 

導入、実習環境、ｺﾝﾃﾝﾂ管理 

テーマとブロックシステム 

コンテンツのデータ構㐀定義 

エンティティ参照 

コンテンツの一覧表示 

静的な抽出条件 

コンテキストに基づく条件指定 

フォームによる検索機能 

問い合わせフォームの例 

種々のフォーム定義 

プラグインの利用 

総合演習 

担当講師 (株)シナジークエスト 
PC実習あり 

備考・注意 実習環境：Linux仮想環境、Docker 
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コース名 
 Power Platformによる 

ローコードAIアプリ開発入門 
UA201 

この研修では、まず、Power AutomateとPower Appsの基本について学びます。そのうえで、AI Builderを利用

し、学習済みのAIモデルの使い方を学び、簡易なAIアプリの開発に挑戦します。この研修を受講することで、AIの

機能を活用するローコードアプリ開発の理解を深め、実際の業務改善に役立てるためのヒントを得ることが期待で

きます。 

日  程 2025-09-11 (木) ～ 2025-09-12 (金)  2日間 12h 9:30～16：30 

受 講 料 ６０，５００円（税込）  

到達目標 

Power AutomateとPower Appsについて理解できるようになる 

AI Builderを利用し、画像認識や文字認識(OCR）などのAIモデルの使い方を理解し、簡易なAI

アプリの開発ができるようになる 

受講対象 

及び前提知識 

Power Platform やAIを活用して業務改善に役立てたい方 

なんらかのプログラミング経験者 

内  容 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

１日目 ２日目 

Power Platformの概要、開発・実行環境の構

築、Power Automateによるプロセス自動化の

基本、Power Appsによるアプリ開発の基本 

AI Builderの利用、AIモデルの種別 

Power Automate上での利用、Power Apps上で

の利用、自作AIアプリの開発 

担当講師 株式会社イワテシガ 田中 充 
ＰＣ実習あり 

コース名 
生成ＡＩによる事務処理の自動化 

ローコードアプリ入門 
UA301 

これまでやむを得ず Excel の複雑な数式や関数などを駆使して事務処理をしてきた方向けに、プログラミング未

経験者でもできる生成AIによるプログラムコード作成を通じて、事務処理を自動化する方法について講義と演習

を交えて体感していただきます。 

今回のアプリ開発のソースコードはPythonですが、初心者の方でも分かりやすく説明していきます。 

作成したアプリは、Pythonの開発環境がなくても実行できるファイル形式で動作可能です。 

日  程 2025-11-10 (月) ～ 2025-11-11 (火) 2日間 12h 9:30～16:30   

受 講 料 ５５，０００円（税込） 

到達目標 
・生成AIによる業務効率化のアプリ作成について、基礎的なことを理解することができる。 

・生成AIを使ったアプリ作成を通じて、簡単なプロンプト作成、自動化するための段取りを

学ぶことができる。 

受講対象 

及び前提知識 

生成AIを活用し簡単なアプリを作成して、事務処理を自動化したい方 

複雑なExcel数式や関数などで苦労しているプログラミング未経験の方 

Excelをある程度操作できる知識のある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

1日目 

はじめよう生成AIでのアプリ作成 

・生成AIと開発環境の準備 

・生成AIでアプリを作るための心構え 

・簡単なアプリの作成 

2日目 

作ってみよう業務に役立つアプリ 

・操作の自動化 

・ファイルやフォルダの整理 

・アプリの作成演習 

担当講師 ITコーディネータ 笠原俊哉 
ＰＣ実習あり 

備考・注意 実習環境： Anaconda、生成AI：ChatGPT（アカウント登録） 
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（４）開発基盤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース名 開発者のための Git 入門 TK010 

Gitや構成管理の初心者を前提に、リポジトリ、ワークツリー、インデックスなどの基本用語から解説します。 

Gitの主要操作の意味と対応コマンドを実習を通じて理解し、Gitコマンドを使った基本的なバージョン管理作業

ができるようになります。 チーム開発に必要な、Git の基本コマンド・ブランチやマージ・Git ホスティング、

Gitクライアントを活用した開発フローなど、仕組みを理解した上で、擬似的なグループ演習を通じて学びます。 

日  程 2025-08-18 (月) ～ 2025-08-19 (火)  2日間 12h 9:30～16：30 

受 講 料 ４９，５００円（税込）  

到達目標 

・Gitの背景となる分散型の構成管理の基本的な考え方を理解すること 

・Gitの主要コマンドの意味と使い方をマスターすること 

・リモートリポジトリを使って複数人でファイルを管理する実際の方法と注意点を理解

すること 

受講対象 

及び前提知識 

Gitをこれから学ぼうと考えている方、Gitを使ってみたいが使い方がよくわからない方 

使っているが仕組みを理解できていない方、仕組みはわかるが業務での運用方法がつか

めない方、eラーニング講座SQT「Linuxコマンド入門」受講者または同等の知識

（Linuxの操作と基本コマンド）のある方 

内  容 

 

※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 

構成管理、Git、関連サービス、実習環境の確認 

リポジトリ、作業領域、ステージング、コミット実習 

ブランチ、タグ、マージ、コンフリクト、リバート、リベース、スカッ

シュ、スタッシュ、Gitホスティング・Gitクライアントの使い方 

２日目 

リモートリポジトリ、サービスの例、GitBucket 

プッシュ、フェッチ、プル、git flow、プルリクエスト 

グループ実習：複数人によるファイル管理 

担当講師 株式会社シナジークエスト 
ＰＣ実習あり 

備考・注意 実習環境：Git for Windows、GitBucket 
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コース名 開発者のための Docker入門 TK020 

Dockerの初心者むけに環境構築から実際開発時に利用するときのポイントなどをあわせて解説します。 

座学と実際に手を動かしていただいてより理解を深めていただく事で、実習後は業務に活用できるような内容で

進めます。CMS 開発のローカル環境を構築し、開発業務における Docker 活用の実践例を示します。 

日  程 
第1クール 2025-11-06 (木) ～ 2025-11-07 (金)  

第2クール 2026-02-16 (月) ～ 2026-02-17 (火) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ４９，５００円（税込） 

到達目標 
CMS 環境構築を目標に、Docker基礎と、一連の流れを習得し、開発業務に活用できるように

する事 

受講対象 

及び前提知識 

Dockerをこれから学ぼうと考えている方、Dockerを使ってみたいが使い方がよくわからな

い方、使っているが仕組みを理解できていない方、仕組みはわかるが業務での運用方法がつ

かめない方 

eラーニング講座SQT「Linuxコマンド入門」受講者または同等の知識（Linuxの操作と基本

コマンド）のある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 ２日目 

サーバ仮想化について 

Dockerの基礎技術～Linuxコンテナー～ 

Dockerとは？ 

Dockerの基礎技術～Dockerイメージ～ 

Dockerのインストール 

Docker Hubからコンテナーイメージのpull 

コンテナーの起動・停止・削除 

コンテナーとホストLinuxとの切替 

DockerfileからWordPress環境作成 

コンテナーのcommit 

コンテナーのライフサイクル 

複数コンテナー 

Docker Compose 

docker-compose.ymlの内容 

.envファイルの内容 

Docker-compose のカスタマイズ 

担当講師 株式会社シナジークエスト 

ＰＣ実習あり 

備考・注意 実習環境：Windows、Linux仮想環境、Docker 
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３．システム基盤構築技術 

（１）データベース 

 

 

 

コース名 デーǿベースⅠ（SQL編）            TD00１ 

リレーショナルデータベースの概念の理解、SQLのSELECT文とDML文(INSERT/UPDATE/DELETE)を習得します。 

RDBMS製品に依存しない内容となっています。 

日  程 
第１クール 2025-07-03 (木) ～ 2025-07-04 (金) 

第２クール 2025-11-13 (木) ～ 2025-11-14 (金)  2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ４７，３００円（税込）  

到達目標 
・リレーショナルデータベースの概念が理解できる 

・SQLのSELECT文とDML文が使用できる 

受講対象 

及び前提知識 
コンピュータに関する基本的な知識を持ち、SQLをこれから学ぶ方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 ２日目 

・リレーショナルデータベースについて 

・SELECT文の基礎 ・行の制限と並びかえ 

・SQL関数  

・集約関数 ・表の結合 ・副問合せ 

・DML文とトランザクション 

・集合演算子（オプション） 

・相関副問い合わせ（オプション） 

担当講師 ㈱シーズ・ネクスト 吉川 奈予子 

ＰＣ実習あり 

備考・注意 実習環境： Windows、PostgreSQL 

コース名 デーǿベースⅡ（論理設計編）          TD00２ 

データベースオブジェクトの作成や制約の基本を押さえて、そのオブジェクトを作成するためのデータベース設計の

基本を習得します。 

RDBMS製品に依存しない内容となっています。 

日  程 
第１クール 2025-08-25 (月) ～ 2025-08-26 (火) 

第２クール 2025-12-02 (火) ～ 2025-12-03 (水) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ５１，７００円（税込）  

到達目標 ・E-R図の読み書き、正規化の作成、設計を元にした表の作成まで習得する 

受講対象 

及び前提知識 

データベース管理者 

データベースシステムの構築、管理をする予定の方 

「データベースⅠ」の受講者又は同等の知識をお持ちの方 

リレーショナルデータベースの仕組みを理解していること。 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 ２日目 

・表の作成、変更、削除 

・制約の種類と作成 

・データベース設計の概要 

・E-Rモデルの作成（概念設計） 

・正規化(概念設計） 

・論理設計(非正規化） 

・エンティティ定義書(表への変換) 

担当講師 ㈱シーズ・ネクスト 吉川 奈予子 

ＰＣ実習あり 

備考・注意 実習環境： Windows、PostgreSQL 
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コース名 デーǿベースⅣ（SQLȁューニング編）        TD00４ 

統計情報を収集し、実行計画を表示しその内容について学習します。また効率のよいSELECT文を作成するためのノ

ウハウを習得します。 

RDBMSの製品に依存しない内容も多く扱っています。 

日  程 
第１クール 2025-10-27 (月) ～ 2025-10-28 (火) 

第２クール 2026-02-03 (火) ～ 2026-02-04 (水)   2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ５１，７００円（税込）  

到達目標 
データベース内の SQL文のアクセス方法を理解し、また SQL文の記述方法や索引の設定を理解

することにより、より高いパフォーマンスを得ることができる。 

受講対象 

及び前提知識 

アプリケーション開発者、データベース管理者 

「データベースⅠ」の受講者又は同等の知識をお持ちの方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 ２日目 

データベースの構㐀 

 SELECT文の処理フロー 

チューニングの概要 

 チューニングの検討、SQL文の記述方法 

EXPLAIN機能 実行プランの表示/読み方 

索引の管理 

 索引を使用した実行プランの見方 

 索引のチューニング 

表の結合 

 結合を使用した実行プランの見方 

 結合のチューニング 

副問合せ 

 副問合せを使用した実行プランの見方 

 EXISTS演算子とIN演算子のパフォーマンス 

ビュー ビューを使用した実行プランの見方 

 CASE式、 集合演算子のチューニング 

担当講師 ㈱シーズ・ネクスト 吉川 奈予子 

ＰＣ実習あり 

備考・注意 ◎実習環境：Windows、OracleXE 

コース名 デーǿベースⅢ（導入/運用編）          TD00３ 

PostgreSQLをインストールし、データベースを作成します。ユーザーの作成・管理やSQL文の実行、障害対応など習

得します。 ○2024年度カリキュラムから、 IPアドレスを用いたクライアント・サーバー接続をおこないます。 

日  程 
第１クール 2025-09-16 (火) ～ 2025-09-17 (水)  

第２クール 2026-01-19 (月) ～ 2026-01-20 (火) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ５１，７００円（税込）  

到達目標 ・PostgreSQLを使用したデータベースの作成、使用、基本的な運用ができる 

受講対象 

及び前提知識 

PostgreSQLについて学びたい方、「OSS-DB Silver」の受験を考えている方 

「データベースⅠ」「データベースⅡ」の受講者又は同等の知識をお持ちの方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります 

１日目 ２日目 

・オープンソースデータベースのライセンス 

・DBMSインストールと設定 

・設定ファイル(パラメータ)について 

・サーバーとクライアントでのネットワーク接続 

・PostgreSQLのツール 

・トランザクションの分離性について 

・障害に対するバックアップとリカバリ 

・データの移動(COPY) 

・セキュリティ管理（認証、権限） 

・運用管理（VACCUM) 

担当講師 ㈱シーズ・ネクスト 吉川 奈予子 

ＰＣ実習あり 

備考・注意 実習環境： Linux、PostgreSQL 
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（２）ネットワーク 

コース名 ネットワークテクノロジーⅠ（基礎・ｾｷｭﾘﾃｨ）     TN001 

ネットワーク技術者が知っているべきネットワーク基礎知識とセキュリティ基礎知識を実機を用いて学習します。 

ＩＰ／ＴＣＰ／ＵＤＰなどのネットワーク基礎知識、ネットワーク設計、トラブルシューティング技術など実際に利用

する上で押さえておかなければならない知識を実機のルータを使った演習を通して身につけます。さらに暗号技術／認

証技術に関する基礎知識を普段の生活や業務に関連させて理解します。 

日  程 2025-07-02 (水) ～ 2025-07-04 (金) 3日間 18h 9:30～16：30 

受 講 料 ８０，３００円（税込） 

到達目標 

・ネットワークの基本的知識を習得しネットワークの設計ができるようになる 

・ネットワーク利用者のセキュリティリスクを認識する 

・ネットワークトラブルの原因を解析できるようになる 

・セキュリティを保つための技術を習得し、行動と心構えを身につける 

受講対象 

及び前提知識 

入社2～3年目までのエンジニアで、 

システム構築においてシステム全体的な提案・営業活動等に携わる方 

内  容 

 
※進捗状況により変更となる場

合があります 

１日目 ネットワークとは、セキュリティとは 、ネットワーク層プロトコル 

２日目 
ネットワーク層プロトコル、データリンク層プロトコル、トランスポート層プロトコ 

ル、暗号技術と認証技術 

３日目 暗号技術と認証技術、アプリケーション層プロトコルとセキュリティ 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱ 山田 篤彦 

PC実習あり   演習あり 

備考・注意  

 

コース名 
ネットワークテクノロジーⅡ 

（デモ環境で学ぶLAN WAN 設計 基礎編）  
TN002 

適切な LAN WAN 設計を行うためには、使用する機能の特徴や適用ポイントを理解しておくことが大切です。 

このコースでは、ネットワーク設計の手順と各設計フェーズで押えておくべき機能を、講義とグループ演習を通

じて理解していただきます。さらに、実機によるデモ環境を見ていただくことで、具体的なネットワークの構成イメ

ージも持っていただくことができます。設計フェーズの業務をこれから担当する方、および設計の基礎や LAN WAN 

技術の具体的なイメージを持ちたい方にも最適なコースです。 

日  程 2025-10-02 (木) ～ 2025-10-03 (金) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６２，７００円（税込） 

到達目標 
・ネットワーク設計の手順と考慮点を理解する。 

・ネットワーク設計に必要となる技術を理解する。 

・LAN WAN 設計時に適用すべき機能とポイントを理解する。 

受講対象 

及び前提知識 

ネットワーク設計担当予定の方、ネットワーク設計初級担当者、又はユーザ企業システム部門

のネットワーク担当者の方 

「ネットワークテクノロジーⅠ（基礎・セキュリティ）」の受講者又は同等の知識をお持ちの方 

内  容 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ネットワーク設計の流れ（要件定義演習）、レイヤ２LAN設計 レイヤ３ LAN 設計 

２日目 レイヤ３LAN設計（レイヤ３設計演習）、拠点間接続の設計 

担当講師 ＩＴトレーニング・インストラクター 大竹口 隆 

デモあり   演習あり 
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コース名 
ネットワークテクノロジーⅢ 

（実機で学ぶ 中小規模 LAN 構築編） 
TN003 

このコースでは、L2/L3 スイッチをひとり１台の環境で使用していただき、中小規模 LAN 環境構築に必要な技術を

学んでいただきます。クライアント PC から L2/L3 スイッチに至る LAN 環境を実際に構築しながら、業務に必要

な技術を実習を通じて理解していただけます。実習では、Cisco 社の L2/L3 スイッチを使用します。初めての方も

参加いただけるように基本操作からご説明し、手順書に沿って実習をしていただきます。 

日  程 2025-11-27 (木) ～ 2025-11-28 (金)  2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６２，７００円（税込） 

到達目標 
・中小規模 LAN 環境に必要な技術を理解する。 

・中小規模 LAN 環境を実際に構築できるようになる。 

・レイヤ２およびレイヤ３における冗長化機能を理解する。 

受講対象 

及び前提知識 

ネットワーク構築担当またはこれから担当予定の方、ユーザ企業システム部門のネットワーク

担当者の方、または、外部に構築を依頼するシステム担当者の方。 

ネットワークテクノロジーⅠ（基礎・セキュリティ）受講者又は同等の知識をお持ちの方 

内  容 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 LAN構築に必要な技術、LANスイッチ基本設定、トランク制御 

２日目 ルーティング基礎、デフォルトゲートウェイの冗長化 

  

コース名 
ネットワークテクノロジーⅣ 

（実機で学ぶ 大規模 LAN WAN 構築編） 
TN032 

このコースでは、大規模な LAN WAN ネットワークに必要な機能を実習を通じて理解していただきます。 

レイヤ２環境：高㏿ STP、リンクアグリゲーションによる帯域拡大、スタッキングなどの大規模環境で有効な技術

を学びます。 

レイヤ３環境：大規模環境で使用される OSPF、経路情報やデータトラフィック制御によるセキュリティ向上で有効

な技術を学びます。 

WAN環境：VPN機能を理解していただき安全なWAN環境が構築できることを目指します。 

技術的な前提知識をお持ちの方を対象にしていますが、ネットワーク機器操作が初めての方も、参加いただけるよ

う基本操作も最初にご説明いたします。 

実習では、Cisco 社の L3 スイッチをひとり１台環境で実習いたします。 

日  程 2025-12-10 (水) ～ 2025-12-12 (金)   3日間  18h 9:30～16:30 

受 講 料 ８６，９００円（税込） 

到達目標 
・大規模ネットワーク環境に必要な技術を理解する。 

・大規模 LAN WAN 環境を実際に構築できるようになる。 

・セキュアな大規模 LAN WAN 環境に必要な機能を理解する。 

受講対象 

及び前提知識 

ネットワーク構築担当またはこれから担当予定の方。 

ユーザ企業システム部門のネットワーク担当者の方。 

外部に構築を依頼するシステム担当者の方 

ネットワークテクノロジーI（基礎・セキュリティ）を受講者又は同等の知識をお持ちの方 

ネットワークテクノロジーIII（実機で学ぶ 中小規模 LAN 構築編）を受講済であると望まし

いが必須ではありません。 

内  容 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 LAN 構築に必要な技術（復習）、大規模 LAN 環境に必要な機能 

2日目 大規模ルーティング環境に必要な機能 

3日目 大規模ルーティング環境に必要な機能、インターネット環境との接続 

担当講師 ＩＴトレーニング・インストラクター 大竹口 隆 

PC実習あり   演習あり 

 



24 

（３）サーバ／ＯＳ 

コース名 Windows Server基本管理 TW001 

Windows Serverを基礎から学びたい方を対象に、Windows Serverを使用する上で基本となるユーザー管理、ディスク

管理、アクセス権管理について学習します。Active Directoryドメインサービスについても基本的な構成や概念をご

紹介します。演習はHyper-Vにより簡易的な検証環境を構築し進めます。 

日  程  2日間 12h  9:30～16：30 リクエスト研修 

受 講 料 ６０，５００円（税込） 

到達目標 
・Windows Serverをイントラネット内のファイルサーバとして構成し、適切に管理できる  

・Active Directoryドメインサービスの機能概要を把握し、基本的な構成ができる 

受講対象 

及び前提知識 

Windows Serverの基礎を学びたい方 

TCP/IP基礎知識（IPアドレス、DNS等）及びWindowsOSの基本的な操作スキルのある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更となる

場合があります。 

１日目 ２日目 
・Windows Serverの基礎知識 
・Hyper-Vの概要 
・Windows Serverの導入 
・Active Directoryドメインサービスの導入 

・ユーザー管理 
・ディスク管理 
・ファイル共有とアクセス許可 

担当講師 デバイドコンカー 部坂 征司 

ＰＣ実習あり  演習あり 

備考・注意 

リクエストにより開催します。 

開催希望の３ヶ月前までに、以下の項目をお知らせ下さい。 

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数 

 

コース名 Windows ActiveDirectoryドメインサービス TW00２ 

Windows Serverの特徴的な機能である、Active Directoryを中心として概要を確認します。 

Active Directoryドメインサービスについてサイトやツリードメインといった大規模向け概念をご紹介し、構成を演

習によって確認します。演習は Hyper-V により簡易的な検証環境を構築し進め、受講者が自力で検証環境を構築でき

るようアドバイスします。※演習中心のコースです 

日  程  2日間 12h  9:30～16：30 リクエスト研修 

受 講 料 ６６，０００円（税込） 

到達目標 
・Active Directoryドメインサービスでの複数サイトやツリードメイン構成を構築できる 

・Hyper-Vを構成し、上記を構築するための簡易的な検証環境を構築できる 

受講対象 

及び前提知識 

Windows のActive Directoryドメインサービスについて、マルチサイト構成等の応用的な

構成を確認したい方 

TCP/IP基礎知識（IPアドレス、DNS等）、WindowsOSの基本的な操作スキルのある方 

※事前に「Windows Server基本管理」の受講をお勧めします。 

内  容 

 
※進捗状況により変更となる

場合があります。 

１日目 ２日目 
・Windows Serverの基礎知識 
・Hyper-Vの概要 
・Windows Serverの導入 
・Active Directoryドメインサービスの導入 

・オブジェクト管理 
・ポリシーの適用 
・リソース管理 
・メンテナンスと移行 

担当講師 デバイドコンカー 部坂 征司 

ＰＣ実習あり  演習あり 

備考・注意 

リクエストにより開催します。 

開催希望の３ヶ月前までに、以下の項目をお知らせ下さい。 

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数 
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コース名 開発者のためのシェルスクリプト入門 TL010 

bash を使う上でポイントとなる仕組みや内部コマンドを整理することができます。 

bashと内部/外部コマンドを組み合わせて種々の処理を自動化するスクリプトを書けるようになります。 

他の人の書いたシェルスクリプトを読んで内容を理解できるようになります。 

日  程 2025-07-16 (水) ～ 2025-07-17 (木) 2日間  12h  9:30-16:30 

受 講 料 ５１，７００円（税込）  

到達目標 

・bashの基本文法をマスターすること 

・複数のコマンドを組み合わせた処理を自動化するスクリプトを記述できるようになること 

・既存の bash スクリプトを読んで内容を理解できる、またはその足掛りが得られるように

なること 

受講対象 

及び前提知識 

bashでスクリプトを書けるようになりたい方/定型処理を自動化する方法を知りたい方 

【eラーニング】Linuxコマンド入門受講者または同等の知識（Linuxの操作と基本コマン

ド）のあり、何らかのプログラミング言語経験のある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

シェルとbash、シェルスクリプト 

 シェル変数の使い方 

 文字列処理、算術式と条件式 

 複合コマンドと流れ制御 

 シェル関数 

内部コマンドの利用 

 パラメータと値の受け渡し 

 式の展開と評価 

 開発実務でよく使うコマンドと処理例 

 課題演習 

担当講師 株式会社シナジークエスト 

ＰＣ実習あり  演習あり 

備考・注意 実習環境：Vagrant、VirtualBox、Ubuntu 

コース名 Linuxシステム管理 TL020 

Linux システムの日常的な管理項目として、ユーザー/グループアカウント管理、ネットワーク構成管理、サービ

スやファイルシステムの管理を学習するとともに、システムのメンテナンスに使用する一般的なコマンド等につ

いても学習します。 

日  程 2025-10-21 (火) ～ 2025-10-22 (水) 2日間 12h  9:30～16：30  

受 講 料 ５５，０００円（税込）  

到達目標 
・Linuxシステム管理者としての日常的な管理項目を理解し実践できる 

・システムの保守およびトラブル発生時の対処に使うべきコマンドやツールを把握できる 

受講対象 

及び前提知識 

TCP/IP基礎知識（IPアドレス、DNS等）がありLinuxのコマンドライン操作をしたことがあ

る、またはWindowsコマンドプロンプト操作を支障なく行える方 

※Linuxコマンドを学びたい方は【eラーニング】Linuxコマンド入門をおススメします 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

・Linuxの概要 

・Linuxのインストール 

・基本的なコマンド 

・viエディタ 

・ユーザーとグループの管理 

・ネットワークの管理 

・サービスの管理 

・ファイルシステムの管理 

・システムのメンテナンス 

担当講師 デバイド・コンカー 部坂 征司 

ＰＣ実習あり  演習あり 

備考・注意 実習環境：Alma Linux 



26 

（４）クラウド 

 

 

 

コース名 クラウドサービス入門 TC030 

クラウドサービスの概念と用語を確認するとともに、クラウドサービスを実現する技術や、主要なクラウドサービ

スプロバイダーについても概要をご紹介します。 

クラウドサービスを実現するための重要な要素技術であるサーバー仮想化を体験する実習や、講師によるデモも

盛り込んでおります。（CompTIA Cloud Essentials+相当の内容となります） 

日  程 2025-08-21 (木) ～ 2025-08-22 (金) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ５７，２００円（税込）  

到達目標 
・クラウドの概念と用語を理解し、説明できる 

・主要なクラウドサービスプロバイダーを列挙できる 

・クラウドサービスの導入に際し、適切なサービスモデルの選定ができる 

受講対象 

及び前提知識 

クラウドサービスと技術の概要を幅広く学びたい方 

WindowsOSの基本的な操作スキルとTCP/IP基礎知識（IPアドレス、DNS等）がある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

・クラウドの特徴 

・クラウドを実現する技術 

・クラウドサービスプロバイダー 

・クラウドサービスの導入 

・クラウドのリスクと影響 

担当講師 デバイド・コンカー 部坂 征司 

ＰＣ実習あり  演習あり 

備考・注意 実習環境：Microsoft Azureは、講師が用意した環境上で実施します。 

コース名  クラウドセキュリティ基礎 TC031 

クラウドの利用者や管理者がクラウド利用時に気にしてほしいセキュリティの基礎部分を学びます。特に、利用

開始時の認証に焦点を当てたシングルサインオンの重要性について学びます。また、クラウド選定時の気にすべ

きセキュリティ事項も確認をして、クラウド選定の材料と出来るようにします。※多要素認証演習で SMS（ショ

ートメール等）を利用するため可能であればメッセージを受信できる携帯電話をお持ちください。 

日  程 2025-10-27 (月) ～ 2025-10-28 (火)  2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ７７，０００円（税込）  

到達目標 

・クラウドセキュリティの重要性を理解する 

・クラウド利用時の注意点を理解し実践できる 

・クラウドセキュリティの実践（多要素認証） 

・クラウド管理者が気にすべきセキュリティのポイントを理解する 

受講対象 

及び前提知識 

クラウドのセキュリティに携わる方全般、クラウドの利用者、管理者 

WindowsOSの基本的な操作スキルとクラウドサービスの利用経験のある方 

※クラウドサービスMicrosoft365やAzureの利用経験があるとなおよい 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

・クラウドセキュリティの重要性 

・マルチクラウド 

・選定時のポイント 

・認証と認可 

・演習 SSOの確認とポリシー制御 

・多要素認証   ・演習 多要素認証 

・ゼロトラストアーキテクチャ（ゼロトラストセ

キュリティ・ゼロトラストネットワーク） 

担当講師 エルボスケ株式会社 神谷 正 

ＰＣ実習あり  演習あり 

備考・注意  実習環境：Windows、Microsoft Azureは、講師が用意した環境上で実施します、 
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コース名 認証基盤の統合とクラウド化 TC032 

クラウドバイデフォルト時代に求められる、認証基盤の統合とクラウド化について、オンプレミスの認証基盤とし

て用いられることの多いActive Directoryの移行をテーマとしてご紹介します。 

クラウドネイティブの認証基盤としてMicrosoft Entra IDを中心として確認するとともに、複数の移行パターン

のメリット、デメリットについてもご紹介します。 

日  程 2025-10-23 (木) ～ 2025-10-24 (金) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 １１０，０００円（税込）  

到達目標 
・認証基盤の役割と重要性を説明できる 

・Azure Active Directoryの概要を説明できる 

・認証基盤の統合とクラウド化について、適切なパターンを選択できる 

受講対象 

及び前提知識 

認証基盤の統合・クラウド化をご検討中の方 

・TCP/IP基礎知識（IPアドレス、DNS等） 

・WindowsOSの基本的な操作スキル 

・Active Directoryドメインサービスの概要理解 

※前提コースとして「Windows Server基本管理」の受講をお勧めします 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

・認証基盤の概要 

・Azure Active Directoryの概要 

・Azure ADのユーザ管理 

・Azure ADのデバイス管理 

・Microsoft Azureの関連サービス 

・オンプレミス認証基盤のクラウド移行パターン 

担当講師 デバイド・コンカー 部坂 征司 

ＰＣ実習あり  演習あり 

備考・注意 実習環境：Microsoft Azureは、講師が用意した環境上で実施します。 

 

コース名 クラウドを利用したセキュリティの管理 TC033 

ICT 環境のエンドポイントセキュリティに主眼を当て、セキュリティの理解を深めます。また、インシデントレ

スポンスに必要不可欠であるログ取得と分析を学習します。 

特に、クラウドセキュリティの理解を深めるために、具体的なクラウド上に集積されたセキュリティログの確認

をする方法を学習します。また、実際のログを分析を行い、分析方法のポイントや確認方法を体験します。 

日  程 2025-10-29 (水) ～ 2025-10-30 (木)  2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 １５４，０００円（税込）  

到達目標 
クラウドを利用したセキュリティ管理の重要性の理解 

クラウドを利用したインシデントレスポンスの為の情報収集 

SIMEを利用した情報収集方法の体験とポイントの理解 

受講対象 

及び前提知識 

セキュリティ管理者、クラウドセキュリティの管理者 

「クラウドセキュリティ基礎」受講者又は同等の知識のある方 

セキュリティの基礎知識及びクラウド管理の経験のある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

・エンドポイントセキュリティの理解 

・インシデントレスポンスの基礎 

・ログの基本的な確認方法 

・演習 ログ分析の基本 

・演習 ログ分析から問題点の分析 

・演習 ログ分析から今後の対応策のまとめ 

担当講師 エルボスケ株式会社 神谷 正 

ＰＣ実習あり  演習あり 

備考・注意  実習環境：Microsoft Azure、Microsoft365は、講師が用意した環境上で実施します。 
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コース名 AWSによるサーバレスシステム構築演習 TC060 

PC を用いたハンズオン研修です。世界的にクラウドサービスの利用が広がり、自身でサーバを管理しない「サー

バレス」なシステム構築が主流となっています。 

本講座ではAmazonが提供するクラウドサービス「AWS」を使用して、AWSの基礎から主要なサービス、システム構

築や運用の留意点を学び、演習を通じてゼロからサーバレスWebアプリケーションを構築します。 

日  程 2025-10-09 (木) ～ 2025-10-10 (金) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６６，０００円（税込）  

到達目標 
・AWSの主要なサービスと使い方を習得すること 

・AWSを活用してサーバレスアプリケーションを構築できること 

受講対象 

及び前提知識 

クラウドエンジニアを目指す方 

AWSの利用方法を学習したい方 

ノーコード開発基本ですが、AWSのサーバレスに必要なコードはサンプルをお渡ししますの

で、コードが書けない方も参加可能です。 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

１．AWS概要 

２．仮想サーバ・ストレージ・DB 

３．運用・監視・セキュリティ 

４．サーバレスWebアプリケーションの構

築演習（静的サイト） 

５．サーバレス Web アプリケーションの構

築演習（WebAPI） 

担当講師 TITC合同会社 富田良治 

ＰＣ実習あり  演習あり 

備考・注意 実習環境：AWSは、講師が用意した環境上で実施します 
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コース名 AWSで学ぶクラウドネットワーク設計と構築 TC050 

このコースでは、クラウドネットワークに必要な機能を適切に選択して設計、AWS 環境で実際に仮想ネットワ

ークを構築ができるようになることを目指します。さらに、冗長化を実現するためのマルチリージョンやAZ、デ

ィザスタリカバリ環境を理解していただきます。 

・クラウド環境の理解：仮想化技術の復習からクラウド特性の理解、仮想サーバーを実際に作成してサーバー

冗長化機能を理解します。 

・クラウドネットワーク環境の理解：クラウドネットワークの構成を理解した上で、適切なサービスが選択で

きることを目指します。ネットワーク間接続、従来環境（オンプレミス）との接続やインターネット経由でのア

クセス機能を理解します。 

・冗長化：マルチリージョン、アベイラビリティゾーンなど、基本的な冗長化技術を理解した上で、BCP計画

に基づいたディザスタリカバリ環境まで検討できることを目指します。 

TCP/IP基礎を前提としておりますが、クラウド操作が初めての方も参加いただけるように、操作手順書にもと

づいて演習を進めます。 

日  程 2025-09-09（火）～2025-09-10（水） 2日間  12h 9:30～16：30 

受 講 料 ６６，０００円（税込） 

到達目標 

・クラウドネットワーク環境を理解した上で、必要なサービス設計ができるようになる。 

・仮想サーバー環境での、ネットワーク設計と構築ができるようになる。 

・冗長化仮想ネットワークの設計と構築ができるようになる。 

受講対象 

及び前提知識 

クラウドネットワーク設計担当予定の方、クラウドネットワーク構築初級担当者、又はユーザ

企業システム部門や外部に設計構築を依頼するシステム担当者の方。 

「AWSで学ぶネットワークとTCP/IPの基礎」を受講、又はAWSやTCP/IPに関する同等の知識

をお持ちの方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

１日目 ２日目 

１．クラウドコンピューティングとは 

（復習） 

２．仮想マシン冗長化の基礎 

仮想サーバーの作成とアクセス、Elastic 

IP アドレス、仮想サーバにおける冗長

化、データーバックアップ概要 ～ スナッ

プショット 

 （演習）仮想サーバーの生成 

３．クラウドネットワークの設計と構成 

４．クラウドネットワークによる冗長化 

目標復旧時点 (RPO)と目標復旧時間 (RTO)、 

マルチリージョンによる冗長化、アベイラビリテ

ィーゾーン（AZ）による冗長化（デモ）AZによる

冗長化他 

５．地理的冗長化概要 

事業継続計画（BCP）、ディザスタリカバリ（災害

復旧）とは、ディザスタリカバリの手法 

担当講師 ITトレーニング・インストラクター  大竹口 隆 
PC実習あり     演習あり 

備考・注意 実習環境：AWSは、講師が用意した環境上で実施します。 
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４．上流工程・テスト 

（１）ビジネス変革 

 

コース名 
システム開発会社の未来を考える 

マーケティング    = 受託からの脱却 = 
ST051 

受託開発会社の経営層、経営企画・新規事業開発室、管理職を対象とした、受け身体質の「組織」から、顧客に

先回りして提案ができる「未来共創パートナー」へと転換を目指す午後2日間の集中講座です。 

生成AIなどの登場により、ノーコード、ローコードへとシステム開発会社も変革が求められる時代です。 

システム開発会社に求められることが以前とは変わってきています。「要件定義以前に求められていること」に

応えられるか否か。「社員が働き甲斐」を感じながら働き続けられるか否か。顧客を知り、顧客と共に成長し、顧

客の未来を共に創るパートナーになるためのマーケティング力、戦略とマインドを醸成して頂ける内容です。 

日  程 2025-07-24 (木) ～ 2025-07-25 (金) 2日間 8h 13:00～17:00  

受 講 料 ５１，７００円（税込）  

到達目標 
・「受け身」体質から「攻め」のマインドに転換できる 

・自社の現状と顧客を理解し、マーケティングを思考できるようになる 

・顧客への提案、顧客と共に歩む成長を志向できるようになる 

受講対象 
及び前提知識 

受託開発会社の経営層、経営企画・新規事業開発室、管理職 
・受託開発ビジネスの今後に危機感を持っていらっしゃる方 
・採用難や離職により恒常的な人材の不足にお悩みの方 
・生成AIなどの登場により、ノーコード、ローコードへと変わっていく開発現場や取引先
の状況を踏まえて経営を見つめ直したい方 
・既存顧客の維持・関係強化や新規顧客の開拓に取り組みたい方 
・新規事業や新しいビジネスモデルの探索に取り組みたい方 
ビジネス経験が数年以上あること、複数の自社の顧客についてある程度把握していること
が望ましい。 

内  容 
 

※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 

システム開発会社と未来志向のマーケティング 

１.システム開発会社とマーケティング 

  ・マーケティングのないシステム開発会社、高まるマーケティングの重要性 

  ・現代に求められるマーケティング戦略とは？ 

２.自社の顧客を知る①：「顧客把握力・変化対応力」のチェック 

《ワークショップ》テーマ「自社の顧客とその変化」 

・「我が社の顧客はどう変わったのか？」「我が社はそれに対応できているのか？」 

３.自社の顧客を知る②：顧客の構成と取引の寿命 

《ワークショップ》テーマ「顧客ポートフォリオとライフサイクル」 

「それぞれの顧客はどう位置づけられるか？」「取引はいつまで可能なのか？」、「我が社

の優良顧客とはどのようなものか？」 

２日目 システム開発会社の未来構想と成長戦略 

１.未来を構想する①：システム開発会社の未来づくり 

・未来創出のヒント 

《ワークショップ》テーマ「強みと機会の把握」 

「我が社の強みは何か？」「ビジネスチャンスはどこにあるか？」 

２.未来を構想する②：システム開発会社の成長戦略 

・成長戦略を考える際のポイント、道筋と着手手順 

《ワークショップ》テーマ「我が社の成長戦略」 

「優良顧客の寿命はどのように伸ばせるか？」「新たな優良顧客をどう開拓するか？」 

３.未来を構想する③：ビジョンとロードマップ 

・未来像と道筋を考える 

《ワークショップ》テーマ「我が社の未来構想」 

・「我が社の未来像は？」「事業や収益のモデルは？」 

・「その時に必要な人材とは？スキルとは？」 

担当講師 T&Iアソシエイツ 田中 薫 
演習あり 
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コース名 コンサルティング人材育成研修 
= 受託からの脱却 = 

ST052 

受け身の「受託開発エンジニア」から、主体的に顧客の問題解決や提案に臨める「コンサルタント」へと転換を
目指す研修です。システム開発会社に求められることが変わってきました。開発エンジニアのキャリア選択も多
様化してきました。顧客の見えない困り事、言語化できていない隠れた要求や要望を可視化して提案できるか否
か。短期的・部分的な IT 導入に留まらず、顧客の持続的成長を支援できるコンサルタントになれるか否か。顧
客を知り、顧客と共に成長し、顧客の未来を共に創るパートナーになるためのコンサルティング力、マインドを
醸成して頂くコースです。 

日  程 2025-10-15 (水) ～ 2025-10-16 (木) 2日間 12h 9:30～16:30  

受 講 料 ６６，０００円（税込）  

到達目標 

顧客をより深く理解し、顧客の問題解決に意欲的に取り組めるようになる 

顧客が抱える問題を理解し、顧客への提案力を高めることができるようになる 

顧客の抱える幅広い問題にITをどう役立てられるか、視野を広げて助言ができるようになる 

「受け身」の開発エンジニアから、「顧客と共創」するコンサルタントを志向できるようになる 

受講対象 
及び前提知識 

システム受託開発会社の管理職や現場リーダー、中堅～若手エンジニア 
・受託内容の精度向上、新領域へのチャレンジを必要と感じている方 
・コンサルティングの重要性を感じている方 
・顧客をさらに理解し、顧客への提案力を強化したい方 
・受託開発ビジネスの今後に危機感を持っていらっしゃる方 
・既存顧客の維持・関係強化や新規顧客の開拓に取り組みたい方 
ビジネス経験が数年以上あることが望ましい 

内  容 
 

※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 

システム開発会社とコンサルティング 

１.コンサルティングが求められる背景 

 受託開発会社を取り巻く環境の変化、高まるコンサルティングの重要性 

２.「問題把握力」のチェック 

《ワークショップ》テーマ「顧客の問題は何か？」 

「顧客は何を言っているか？」「顧客は何に困っているのか？」 

３.コンサルティングで求められる「きくチカラ」  

３つの「きく」の活用、関係性の構築～解決策の提案まで 

４.コンサルティングとは何か？ 

その種類、そのプロセス、現代に求められるコンサルティングとは？ 

５.「顧客対応力」のチェック 

《ワークショップ》テーマ「即興コンサルティング」 

・「Ａ社長の相談にどう応えるか？」、「Ｂ社長の相談にどう応えるか？」 

２日目 「コンサルティングの多様性」、ワークで勘所を掴む、経験知を上げる 

１.コンサルティングの第一歩：業務改善コンサルティング 

《ワークショップ》テーマ「Ａ社の問題解決」 

・「Ａ社の問題は何か？」「問題をどう解決するか？」 

２.「問題」とは何か？ 

・問題の整理と分離、問題と課題の違い 

３.攻めに繋がるコンサルティング：戦略コンサルティング 

《ワークショップ》テーマ「Ｂ社の問題解決」 

・「Ｂ社の問題は何か？」「問題をどう解決するか？」 

４.コンサルティングと提案力 

《ワークショップ》テーマ「自社のクライアントへコンサルティングをどう提案する

か？」 

・「自社のクライアントの現況は？」「どんな未来を顧客と共創したいか？」 

５.コンサルタントという仕事 

・コンサルタントの果たす役割と意義、外部コンサルタントとの共創 

担当講師 T&Iアソシエイツ 田中 薫 

演習あり 

備考・注意  
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コース名  スǿートアップに学ぶ変革マネジメント ST050 

変革には、既存の思考・習慣から脱却すること、"ワクワクする未来"を描き、それを共に実現する仲間を増やすこ

とが不可欠です。既存の枠組みに囚われず、自由に未来を思い描き、世界を変えていく「スタートアップの思考・

行動」を豊富な事例で紹介しながら、変革に必要なスキルとマインドを醸成して頂くコースです。 

日  程 2025-08-27 (水) ～ 2025-08-28 (木)  2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６６，０００円（税込） 

到達目標 
・デジタルトランスフォーメーション（DX）に必要とされる「変革構想」の立案、新規事業、ビジネスモ

デルの創出に必要な考え方を習得できる。 

・不確実で複雑で曖昧なカオスの状況下でも「変革マインド」を持ち、チームをリードする準備ができる。 

受講対象 

及び前提知識 

経営者、管理者、リーダー、一般社員、DX推進担当の方 

変革が進まないとお悩みの方、業務効率化や既存事業における改善といった従来の延長線上

の取組に終始してしまっていると感じている方、新規事業やビジネスモデル、スタートアッ

プ、起業等に関心のある方に適したコースです。 

ビジネス経験が数年以上あることが望ましい 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 

１．変革とは何か 

改善・改革との違い、DX時代の変革とは？ 

変革、DXはなぜ進まないのか？、変革、DXに必要な要素 

《ワークショップ》テーマ：「自社を取り巻く環境の変化」 

２．スタートアップに学ぶ変革マネジメント 

変革マネジメントとは？、日常のマネジメントと変革マネジメントの違い 

スタートアップとは？、スタートアップの変革構想 

スタートアップの変革マネジメント（イノベーションとリスクのマネジメント） 

スタートアップと伝統的企業における変革マネジメントの違い 

《ワークショップ》テーマ：「未来から考える変革構想」 

２日目 

３．変革におけるリーダーシップ 

 変革にカリスマは必要か？、スタートアップのリーダーシップ 

 変革する組織に必要な要素、変革リーダーのコミュニケーション 

《ワークショップ》テーマ：「カオスから道筋を見出す」（変革疑似体験） 

４．変革チームと変革ムードのつくり方 

変革をリードするプロジェクトチームのつくり方、 変革ムードのつくり方 

スタートアップのチームとムードのつくり方、社外協力者のつくり方と活用法 

 オープンイノベーションの成否を分けるポイント 

《ワークショップ》テーマ：「自社の変革における障害と対策」 

担当講師 T&Iアソシエイツ 田中 薫 

演習あり 

備考・注意 
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コース名 変革プロジェクトの実行計画 PM035 

DX推進担当と任命されたが、何をどうすればよいか、よくわからず、困っている、という声が聞こえてきます。 

では、実際に変革プロジェクトを企画し、プロジェクトを一つずつ確実に前に進ませるためにはどうすればいいの

でしょうか？ 

この研修はワークショップのテーマに沿って自ら考えながら、企画から計画、実行、振り返りまでのプロジェクト

マネジメント全体のプロセスを理解し、プロジェクトを一歩前に進ませることができるスキルを身に付けること

ができるコースです。 

日  程 2026-01-29 (木) 1日間 6h 9:30～16:30 

受 講 料 ３８，５００円（税込） 

到達目標 
・デジタルによる変革プロジェクトの進め方を理解する。 

・企画から、計画、実行そして振り返りの繰り返しというマネジメントを自分で描けるようになる。 

受講対象 

及び前提知識 

中小企業・団体で情報部門・デジタル変革推進リーダ又は担当予定の方 

ITに苦手意識のある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１．デジタル時代の変革 

 ・今おこっていること、これから起こること 

 ・デジタル時代は価値を早く出す 

２．デジタル時代のプロジェクトマネジメント 

 ・誰にどんな価値を届けるか、誰を巻き込むか 

 ・企画から計画、実行から振り返りのプロセス 

３．初めから完璧を求めない 

 ・小さく始める・振り返る 

 ・変革プロジェクトの注意点 

＜実践ワークショップ：プロジェクトの全体像を描く＞ 

４．変化を楽しむ 

 ・小さな達成を喜ぶチームの文化 

担当講師 (有)ボランチ２１ 大橋知子 

演習あり 

備考・注意 
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コース名 エンジニアのためのデザイン思考入門 ST021 

スタンフォード大学やデザインコンサルティング会社IDEOが提唱する「デザイン思考」は、デザイナーだけでな

く、ビジネスパーソンやエンジニアも身につけるべき基礎的なスキルとなってきました。 

本コースでは、東京工業大学エンジニアリングデザインプロジェクトが執筆した『エンジニアのためのデザイン思

考入門』を使いながら、革新的な思考法を学びます。 

日  程 2025-10-23 (木) ～ 2025-10-24 (金)  2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６６，０００円（税込） 

到達目標 
解決する価値のある課題を発見するために、デザイン思考の手法を習得し、新しい発想からイノベーショ

ンのヒントを創造する。 

受講対象 

及び前提知識 

デザイン思考について知りたい方（エンジニア以外でも構いません）、 

新規事業開発の担当者 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

・デザイン思考とは何か 

・インタビューの練習 

・POVの作成 

・発想を刺激する「問い」を作る 

・アイデア発想 

・プロトタイプ 

・テスト 

・デザイン思考の導入 

・リーンスタートアップとの接続 

担当講師 ワイクル株式会社 角 征典 

演習あり 

備考・注意 
 

 

  「エンジニアのためのデザイン思考入門」参加者の声 

● 今までの型にはまった考え方を見つめ直せる内容でした。デザイン思考は多くの

場面で取り入れられる内容だと思われます。 

● 普段、図に描いて表したり、会話して要望を汲み取るということをしていないの

で、今回の研修で得たインタビューの方法は、今後活用できると思います。 

特に話すことが苦手なので今回の演習で体験できて良かったです。 

● デザイン思考はどのようなものなのかよくわからないまま受講しましたが、非常

に興味深い内容でした。 現在の業務にすぐに活きる内容ではなかったのですが、考え

方、トライ＆エラーのやり方等内部プレゼンに活かせる点もあると思いました。  
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（２）要件定義 

コース名 DX時代の要件定義入門 MD00１ 

これまで1日で開催しておりましたが、今年は2日間で開催します。 

演習を通じて、価値/要求から業務設計を経てシステム化の要件を決めていくシステマティックな要件定義を実践

できます。新たな変革や変化を伴う DX 時代の要求を、高い精度で網羅的にシステム要件に反映する手法を学ぶこ

とができます。 

日  程 2025-09-02 (火)～2025-09-03(水) 2日間 12h 9:30～16:30  

受 講 料 ５１，７００円（税込）  

到達目標 
ビジネス価値をもたらす要求を、精度よく網羅的にシステム化要件に落とし込む手法を習得

することができる 

受講対象 

及び前提知識 

実践的な要件定義の手法を学びたい方 

DXのように業務変革を伴う新たな価値を、要件に落とし込む手法を知りたい方 

システム開発の経験がありシステム開発の一般的な用語を理解している方 

内  容 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

1日目 

導入と要件定義の全体像 

ビジネスコンセプト、ステークホルダ 

要求の分析、データモデル 

ビジネスプロセス、相互作用モデル 

網羅性の確認 

2日目 

インターフェイスの確認と実現性の検証 

機能とデータとの整合性を検証する 

非機能要求について 

ビジネス要求の変化への対応 

担当講師 (株)シナジークエスト 
演習あり 

備考・注意 
 

 

 

 

  「DX時代の要件定義入門」参加者の声 

● 要件定義の具体的なポイントや過程を学ぶことができとてもためになりました。 

実際の業務でも学習した内容を実践し、漏れがなく使いやすいシステムを開発できれば

と思います。 

●要件定義の考え方について社内で学べる機会はないためテキストを通して一般的な構

造を知れたことがよかった。 
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※１ カスタマージャーニーマップ：顧客が自社の製品やサービスを検討・購入・利用する一連の流れを、マップ形式で可視化したもの 

※２ バリュープロポジション・キャンバス：顧客ニーズと自社製品・サービスとの関係を可視化するためのフレームワーク。 

※３ ビジネスモデル・キャンバス: 企業が利益を生み出すための仕組みであるビジネスモデルを可視化するフレームワーク 

コース名 デジǿル(DX)時代の事例から学ぶビジネス価値提案 ST010 

デジタル時代において、ITエンジニアは、プロジェクト以前に、顧客（ユーザ部門）とともに、新しいビジネス

モデルを構想し、変革することが求められています。働き方改革がなかなか「改善」の域から出られないように、

要求にこたえる価値提案を行うためには、本質的な課題に向き合う必要があります。そうしたビジネスモデルの

価値を多くの事例から考えることにより、ビジネスの本質に迫る発想と、見える化するスキルを習得するコース

です。 

日  程 2025-07-10 (木) ～ 2025-07-11 (金) 2日間 12h 9:30～16:30  

受 講 料 ６６，０００円（税込）  

到達目標 

・デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の時代に必要とされる「顧客に寄り添うビジ

ネス価値提案」ができるようになる。 

・事例の本質を理解することにより、イノベーションを起こすプロジェクト企画時に、新し

いビジネスモデルと必要な要素を含んだプランが作成できるようになる。 

受講対象 
及び前提知識 

DXを推進する部門においてリーダー、マネージャの役割を担っている、または将来プロジ
ェクトを担う方、デジタル推進部門の方、DX時代の提案を担う方 
プロジェクトマネジメントの基礎知識。 
ビジネス上の経験が１年以上あることが望ましい。 

内  容 
 

※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

１．デジタルトランスフォーメーション(DX)時代

の価値を考える 

  ・事例からビジネスモデルを考える （デジタル

事例の紹介） 

  ・顧客視点からビジネス上の価値を考える 

２．ステークホルダと価値の分析 

 [質問力演習] 顧客視点のヒアリング 

 [ステークホルダの価値分析] 

 ＜実践ワークショップ＞：価値から考える 

※1カスタマージャーニーマップ作成、 

※2バリュープロポジション・キャンバス作成 

 

３．超上流工程の考え方（案件・プロジェクト企

画）  

 ・ポートフォリオ・プログラム・プロジェクト 

 ・デザイン思考的発想 

  ～未知へのチャレンジプロジェクト 

 ・IT組織としての方向性 

 ・データからの価値創出 

４.ビジネスモデルの見える化  

 ・ビジネスモデルの分析 

 ・複数テーマの分析（優先度、変更管理） 

 ・エンタープライズアナリシス 

＜実践ワークショップ＞：価値の分析 

バリュープロポジション・キャンバスから 

※3ビジネスモデル・キャンバス へ 

担当講師 (有)ボランチ２１ 大橋 知子 PMP® 

演習あり 

備考・注意 12PDUs PMIタレント・トライアングル：働き方1、パワースキル4、ビジネス感覚７ 

 「デジǿル(DX)時代の事例から学ぶビジネス価値提案」参加者の声 

● 期待より多くのことを学べました。DXの考え方は理解できました。 

大変満足できる研修でした 



37 

※サービスブループリント：あるサービス提供のプロセスにおける、ユーザー体験・サービス提供者双方の動きを時系列で表したツール 

 

コース名 

デジǿル(DX)時代の 

業務のデジǿルシフトへの考え方・進め方 

     = サービスデザインを踏まえた要件定義 = 

ST011 

デジタルの時代では、人を中心に考えて、オンラインで業務が完結します。 
この研修では、その本質的な考え方、本質的な違い、注意点を理解し、内製化を含め、既存業務をスムーズにデ
ジタルにシフトするための進め方を習得することができます。 
デジタルシフトとは、ツールを導入することではなく、組織の一人一人が自分事として、自律的に仕事をすると
いうマインドセットと合わせて変えていく必要があることも、ビジネス分析のワークショップ「カスタマージャ
ーニーマップ」作成やビジネス企画のワークショップ「サービスブループリント」作成等を通じて楽しく学べる
コースです。 

日  程 2026-01-27 (火) ～ 2026-01-28 (水) 2日間 12h 9:30～16:30  

受 講 料 ６６，０００円（税込）  

到達目標 
・デジタル化に際し、これからの業務のやり方を見える化できるようになる。 

・本質的にやりたいことを整理して、価値を表す要件を定義できるようになる。 

・使う人（顧客）目線で、デザインできるようになる。 

受講対象 
及び前提知識 

デジタル対応と言われてクラウドサービス活用のために要件を定義することになった情報
部門の方、デジタル推進部の方 
要件定義をゼロから学びたい方 

内  容 
 

※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

0.デジタルの時代とは 

1.DX時代のビジネス価値（デジタル時代の

仕事） 

・ビジネスモデルの変化とワークシフト 

 ～ビジネス常識が変わってきた！ 

・求められるスピード感 

２．業務の見える化ではなく、人間中心に考

える要件定義 

・デジタルで完結するビジネスプロセスを人

間中心に考える 

・価値の見える化 

・全体から考える(全体最適） 

・ユーザ主体のストーリー（要件）の定義 

 ～なぜから考える・習慣化 

 ＜実践ワークショップ：ビジネスの分析＞ 

・引出しワークショップのファシリテーショ

ンスキル 

・ジャーニーからデータを抽出（引出し・ワ

ークショップ） 

３．変化に強いモデリング 

・複数テーマの分析（優先度、変更管理） 

・ビジネス分析とプロジェクトの関係 

・文書ではなく”データ”から本質的に必

要なことを見える化～アプリの民主化・デ

ータの民主化 

・データは社外からも持ってくる  

・テストファーストの考え方 

・機能の要件定義と非機能の要件定義 

 ～本当に使いやすいか？（使いにくいは

生産性を落とす） 

・自分たちでどこまでやるか、外に依頼す

るか（外部委託のポイント） 

４. 現場の変革 

・作ると使う（開発と運用）はセット 

・立ちはだかる壁 

・将来的にビジネス変化とともに必ず変更

する～マニュアルは、最初しか見ない 

・他の業務への影響を分析する～後工程は

お客様 

・ツールに頼る”落とし穴” 

<実践ワークショップ：プロジェクト企画> 

・サービスブループリントからストーリー

レビューへ 

 ◎まとめ / 現場での実践にむけて 

担当講師 (有)ボランチ２１ 大橋 知子 PMP® 

演習あり 

備考・注意 12PDUs PMIタレント・トライアングル：働き方1、パワースキル4、ビジネス感覚７ 
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（３）テスト 

コース名 テストエンジニア研修 MD010 

ソフトウェアテストの目的や全体像を把握したうえで、基本的なテスト技法のポイント、開発全体における実施

タイミングなどを解説と一部演習を交えて習得します。 

日  程 2025-07-14 (月) ～ 2025-07-15 (火) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ５１，７００円（税込） 

到達目標 
ソフトウェアテストの目的や全体像を把握する。基本的なテスト技法のポイント、開発全体

における実施タイミングなどを習得する 

受講対象 

及び前提知識 

初級～中級レベルの技術者を想定 

ＩＴ関連の開発・保守業務に携わっていて、テスト実施経験はあるが、体系的にテスト設計

を学んだことがない技術者 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

テストの目的とソフトウェア開発の現状 

 ・テストの全体像とテスト運営 

 ・テスト設計 

 ・テスト技法 

  同値クラス、境界値テスト、制御パステ

スト、データフローパステスト、デシジョン

テーブルテスト 

テスト技法（続き）、 

状態遷移テスト、全ペアテス 状態遷移テスト、全ペアテスト、ユースケ

ーステスト、システムテスト、シナリオテ

スト、性能テスト、負荷テスト、回帰テス

ト、Webアプリのセキュリティテスト、経験

ベースのテスト技法 

・不具合管理 

・サマリ 

担当講師 NPO法人ソフトウェアテスト技術振興協会（ASTER） 

演習あり 

 

コース名 テスト設計技法実践ワーク MD011 

基本的なソフトウェアテスト設計技法それそれの特徴や実践方法、注意事項、適用タイミングなどを解説と演習

を交えて習得します。 

日  程 2025-08-25 (月) ～ 2025-08-26 (火) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ５１，７００円（税込） 

到達目標 
基本的なソフトウェアテスト設計技法それぞれの特徴や実践方法、実践時の注意事項、適用

対象などを習得する 

受講対象 

及び前提知識 

初級～中級レベルの技術者を想定  

ＩＴ関連の開発・保守業務におけるテストケース作成の経験はあるが、体系的にテスト設計

技法を学んだことがない技術者 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

・テスト設計技法の全体像 

・同値クラス／境界値テスト 

・制御パステスト 

・デシジョンテーブルテスト 

・状態遷移テスト 

・テスト設計ツール 

・クラシフィケーションツリー法 

・CFD・組合せテスト 

・ユースケーステスト 

・シナリオテスト・サマリ 

担当講師 NPO法人ソフトウェアテスト技術振興協会（ASTER） 

演習あり 

備考・注意  
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５．AI（人工知能） 

（１）AI・データサイエンス 

コース名 Pythonによる機械学習入門 IA010 

PC を用いたハンズオン研修です。本講座ではオープンソースのプログラミング言語「Pyhton」を用いて、実際に

プログラムを動かしながら主要な機械学習手法を一通り学びます。これから機械学習やAIに取り組みたいと思っ

ている方に最適な機械学習入門講座です。 

日  程 2025-11-26 (水) ～ 2025-11-27 (木) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６０，５００円（税込）  

到達目標 
・Pythonのプログラミング基礎を習得する 

・Pythonによるデータの扱いを習得する   

・様々な機械分析手法を理解して活用できるようになる 

受講対象 

及び前提知識 

機械学習に興味のある方 

Pythonによるプログラミングの基礎を学び、Pythonによる機械学習を習得したい方 

何らかのプログラミング言語の経験がある方、PCの操作ができる方 

内  容 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

AIと機械学習の基礎 

Python基礎 

教師あり学習１ 

(続き）教師あり学習２ 

教師なし学習 

クラウドサービス活用 

担当講師 TITC合同会社 富田良治 

ＰＣ実習あり 

備考・注意 実習環境：AWSは、講師が用意した環境上で実施します。 

 

コース名 Pythonによるデーǿ分析演習 TD110 

PCを用いたハンズオン研修です。 

本講座ではオープンソースのプログラミング言語「Pyhton」を用いて、Pythonのプログラミング基礎からPython

による主要なデータ分析手法を学びます。さらには、学んだデータ分析手法を駆使したデータ分析演習を通して、

実際のビジネスの現場でのデータ分析活用方法を学びます。 

日  程 2025-07-08 (火) ～ 2025-07-09 (水)  2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６０，５００円（税込）  

到達目標 
・Pythonのプログラミング基礎を習得すること 

・Pythonによるデータ分析を修得すること   

・様々な分析手法を駆使したデータ分析を行えること 

受講対象 

及び前提知識 

マーケティング、企画担当者など、データ分析をビジネスに活用したい方。 

Excelを超えたデータ分析を習得したい方。 

Pythonによるプログラミングの基礎を学び、Pythonによるデータ分析を習得したい方。 

何らかのプログラミング言語経験があることが望ましい。 

内  容 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

Pythonチュートリアル 

Pythonによる主要な解析手法 

データ分析演習 

データ分析事例 

担当講師 TITC合同会社 富田良治 

ＰＣ実習あり 

備考・注意 実習環境：AWSは、講師が用意した環境上で実施します。 
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コース名 
ChatGPTとExcelで学ぶビジネスデーǿ分析 

= 生成AIのサポートを受けながらExcelで手を動かし学ぶ = 

XS120 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。 

これからは、AI が進化することで、プログラミング以外の分野が重要になるかもしれません。その中でも特に

注目されるのが、統計を使ったデータ分析です。 

なぜなら、今の時代は毎日たくさんのデータが作られていて、そのデータを集めて分析し、役立つ情報を見つけ

ることが企業の強さを決めるからです。ChatGPTのような AIのおかげで、プログラミングをしなくてもデータ分

析ができるようになりました。例えば、重回帰分析やロジスティック回帰分析、T検定、χ二乗検定などの方法が

あります。 

でも、AI を使うと分析の過程が見えにくくなり、結果の数値をどう理解すればいいのか、なぜその結果になっ

たのか、どうすれば改善できるのかが分からないことがあります。そこで、この講座ではエクセルを使って手作業

で計算することで、分析結果の成り立ちを学び、納得できる説明ができるデータ分析のスキルを身につけます。 

 

どれだけAIが進化しても、どの変数を選べば良い分析になるのか、結果をどう解釈すればいいのかは、現実の

世界に生きる私たち人間の仕事です。また、統計の知識はAIの仕組みを理解するためにも重要です。 

さらに、AI を使った勉強は自分から質問しないと答えが出てこないので、積極的に学ぶことができます。だか

ら、研修が終わった後も新しい技術を学び続けることができるのです。 

 

研修では、皆さんが店舗の経営者となり、様々な経営課題をビジネスデータ分析の力で解決していくというストー

リーで進めていきます。 

日  程 2025-7-10 (木) ～2025-7-11 (金) 2日間 8h 13：00-17：00 

受 講 料 ４０，７００円（税込） 

到達目標 
・重回帰分析により自社の利益に直結する要因を見つけることができる 

・仮説検定により、打ち手の効果を判定できる 

・生成AIを使って統計手法の学習を続けることができる 

受講対象 

及び前提知識 

統計解析の初心者 

特に前提条件はありませんが、実務経験１年以上あると望ましい。 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

1日目 2日目 

1．オープニング 

2．ChatGPTの使い方 

3．基本統計量の理解 

4．データの見える化 

5．T検定の理論と実践 

6．ディスカッションとQ&A( 

7．オープニング 

8．カイ二乗検定の理論と実践 

9．回帰分析の理論と実践 

10．ロジスティック回帰分析の理論と実践 

11．参加者の事例を使ったデータ分析シミュ

レーション 

12．まとめとディスカッション 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱ 山崎 有生 

ＰＣ実習あり    演習あり 

備考・注意 
◎実習環境：Excelがインストールされた、OS：Windowsのパソコンをご用意ください。 

ChatGPTの有料または無料のアカウントを1つ以上、あらかじめ取得してご参加ください。 
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（２）AIシステム開発 

 

 

コース名 クラウドネイティブ開発概論 for beginner TC071 

「オンライン（Zoom）、ハンズオン開催研修」です。 

AI アプリ開発の前提となる、サーバーとクライアント、仮想化技術といったクラウドコンピューティングに関す

る基礎知識を、AWSを用いたハンズオンを通して学びます。 

また、演習を通して、要件からシステムの構成を定める手順を体験します。 

日  程 2025-07-03 (木) 1日間 6h 9:30～16:30 

受 講 料 ４９，５００円（税込）  

到達目標 
・AIアプリ開発の前提となる、クラウドの概要と特性を理解する 

・AWSマネジメントコンソールの基礎的な操作手順を知る 

受講対象 

及び前提知識 
これからクラウドを活用したアプリケーション開発に携わる、ITエンジニアの初級者 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

・サーバーとクライアント 

・Webアプリケーションの構成 

・AWS EC2の立ち上げ 

・仮想化とクラウド 

・AWS RDSの立ち上げ 

・システム要件の確認 

・システム構成図、ER図の作成 

担当講師 株式会社dott 谷口 泰大 

ＰＣ実習あり   

備考・注意 
実習環境：講座の中での利用予定のツール   MySQL Workbench 

AWSクラウドサービスの体験は、講師が用意した環境上で実施します。 

コース名 クラウドネイティブ開発基礎（AWS） TC072 

「オンライン（Zoom）、ハンズオン開催研修」です。 

AIアプリ開発でも用いられる「クラウドネイティブ」の考え方に基づき、AWSの活用事例について学びます。 

AWS Lambdaなどのサーバーレスコンピューティングサービスや、スケーラブルなストレージであるAmazon S3、

Amazon RDSなどのマネージド・データベースを実際に使いながら、どのように動作するのかを理解します。 

日  程 2025-08-04 (月) ～ 2025-08-05 (火) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ９９，０００円（税込）  

到達目標 

AIアプリ開発でも用いられる、クラウドネイティブの考え方が分かる 

AWSの基礎が分かる 

クラウドネイティブなインフラの構成が分かる 

実際にクラウドサービスを使用してシステムを構築するイメージができる 

受講対象 

及び前提知識 
クラウドネイティブなアプリケーション開発に必要となる、AWSの要素技術を学習したい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

・AWSの概要 

・AWS Lambdaによるサーバレスアプリケー

ションの開発 

・リージョンとレスポンスの関係 

・AWS RDSの立ち上げとLambdaとの連携 

・WebAPIとHTTPメソッド 

・PostmanによるWebAPIの実行 

・Amazon S3の活用とフロントエンドアプリ

のホスト 

・コンピューティング、データベース、スト

レージの使い分けとクラウドネイティブの考

え方 

担当講師 株式会社dott 谷口 泰大 

ＰＣ実習あり   

備考・注意 
実習環境：講座の中での利用予定のツール MySQL Workbench,Postman,VSCode 

AWSクラウドサービスの体験は、講師が用意した環境上で実施します。 
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コース名 
事例から学ぶ！生成AI・WebAPIを活用した 

アプリケーション開発体験 
IA030 

「会場」と「オンライン（Zoom）」での受講が選べるハイブリッド形式のハンズオン研修です。 

基礎的なWebアプリ開発やChatGPTなどの利用経験がある方向けに、生成AI技術の中でも注目を集めるRAGを活

用したアプリ開発について、事例やハンズオンを交えつつ、基礎から全体像を学びます。 

事例を通して、LLMおよびRAGを活用したアプリケーション開発に必要な技術の全体像を習得できます。 

PC演習で実際に手を動かしながら学習することで、より理解を深められます。 

日  程 2025-10-06 (月) １日間 8h 9:30～16:30 

受 講 料 ４９，５００円（税込）  

到達目標 
・RAG（Retrieval Augmented Generation：検索拡張生成）の仕組みを理解する 

・LLM を活用したタグマッチング形式のファイル検索アプリケーションを開発する方法が分

かる 

受講対象 

及び前提知識 

PC演習を通して、Web APIによるLLM（Large language Models：大規模言語モデル）を活用

したアプリケーション開発を体験したい方 

PythonやSQLのコード記述経験がある方 

ChatGPTなどの生成AIを利用した経験がある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

・従来のファイル検索の問題点 

・RAG、LLMの活用事例 

・LLMを利用したタグマッチング形式のファイル検索の開発 

・LLMを用いた回答の生成 

担当講師 株式会社dott 太田 洋輔 

ＰＣ実習あり   

備考・注意 

実習環境：AWSクラウドサービスの体験は、講師が用意した環境上で実施します。 

◎オンラインで受講の方は、ご自身でPC（Chrome、Zoom）、ネットワーク環境をご用意くださ

い。 
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６．マネジメント系 

（１）ＰＭＢＯＫ準拠 ※PMBOK®第6版+PMBOK®第 7版 

コース名 ITプロジェクトマネジメント入門  PM030 

デジタル時代は、プロジェクトは「価値から考える」時代となりました。開発業務で初めてプロジェクトに従事す

るとき何をすべきか、基本用語、基本行動、マインドセットを理解することができます。 

日  程 2025-07-08 (火) ～ 2025-07-09 (水) 2日間 14h 9:30～17:30 

受 講 料 ６６，０００円（税込） 

到達目標 プロジェクトとは何か、メンバーはどのような活動を行うのかを理解し説明できる 

受講対象 

及び前提知識 
開発業務初心者またはプロジェクトマネジメントを基礎から体系的に学びたい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 

デジタルの時代とは 

プロジェクトとは、プロジェクトの全体像、ITプロジェクトのマネジメントプ

ロセス概要、プロジェクトメンバの役割と責任、プロジェクト計画の流れ 

＜実践ワークショップ＞計画立案：「顧客の価値から考える」とは 

２日目 

プロジェクト計画の流れ(続き)、プロジェクト実行・コントロールの考え方 

＜実践ワークショップ＞「リスクを盛り込んだ計画立案」 

プロジェクト終結（学んだ教訓、振り返り） 

担当講師 (有)ボランチ２１ 大橋 知子 PMP® 

演習あり 

備考・注意 14PDUs ◎PMIタレント・トライアングル ： 働き方7、パワースキル４、ビジネス感覚３ 

 

 

コース名 ITプロジェクトマネジメント計画 PM032 

計画なくして管理なし！！プロジェクトマネジメント計画で、プロジェクト成功は８割くらい決まっていると言

われています。スピード感をもって変化に適応することが求められる時代、開発プロジェクトの難しさを踏まえて

理解し、具体的に「実現可能な」プロジェクト計画を実践的なワークショップを通してじっくり立案していきま

す。 

日  程 2025-09-04 (木) ～ 2025-09-05 (金) 2日間 14h 9:30～17:30 

受 講 料 ７１，５００円（税込）  

到達目標 システム開発において、実現可能なプロジェクト計画が立案できるようになる 

受講対象 

及び前提知識 

ITプロジェクトにおいてリーダー、マネージャの役割を担っている、または将来プロジェク

トを担う方、開発プロジェクトの経験が３年以上程度あることが望ましい。 

「ITプロジェクトマネジメント入門」受講者またはプロジェクトマネジメントの基礎知識

（PMBOK概要、SCRUM）があることが望ましい。 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 

デジタルの時代とは、ＩＴプロジェクト計画策定プロセス概要、プロジェクト

の立ち上げ、スコープ定義、 ＜実践ワークショップ＞「ステークホルダ分析

(Influence Map)」、プロジェクト実施計画の策定、 ＜実践ワークショップ＞

「計画の立案（論理計画）」 

２日目 プロジェクト実施計画の策定(続き)、 ＜実践ワークショップ＞「物理計画」 

担当講師 (有)ボランチ２１ 大橋 知子 PMP® 

演習あり 

備考・注意 14PDUs ◎PMIタレント・トライアングル： 働き方6、パワースキル4、ビジネス感覚4 
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コース名 ITプロジェクトマネジメント実行管理     PM033 

実現可能なプロジェクトマネジメント計画を立案しても、キックオフ後の現場でのプロジェクトの運営、管理、コ

ントロールは、プロジェクトリーダー、マネージャのアンテナと判断力、行動力によって、問題を最小限に抑えて

進めることができます。実際によくある問題を実践的にワークショップを通して、判断力を鍛え、現場での実践力

を向上させます。 

日  程 2025-11-18 (火) ～ 2025-11-19 (水)   2日間 14h 9:30～17:30 

受 講 料 ７１，５００円（税込）  

到達目標 
システム開発において、立案したプロジェクト計画に沿って、プロジェクトを遂行し、成功裡に 

プロジェクトを完了までマネジメントできるようになる 

受講対象 

及び前提知識 

ITプロジェクトにおいてリーダー、マネージャの役割を担っている、または将来プロジェク

トを担う方 

開発プロジェクトの経験が３年以上程度あることが望ましい。 

「ITプロジェクトマネジメント計画」受講者又は同程度の知識があることが望ましい。 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 

デジタルの時代とは、プロジェクトマネジメントの動向、ＩＴプロジェクト実

行・コントロールプロセス概要、プロジェクト実行管理 

＜実践ワークショップ＞：フェーズごとの進捗管理、シナリオ１ 

２日目 

プロジェクトコントロール ＜実践ワークショップ＞：具体的な問題解決 シ

ナリオ２、プロジェクト完了評価と終結、＜実践ワークショップ＞：フェーズ

ごとのクロージング、シナリオ３ 

担当講師 (有)ボランチ２１ 大橋 知子  PMP® 

演習あり 

備考・注意 14PDUs ◎PMIタレント・トライアングル： 働き方4、パワースキル6、ビジネス感覚4 

●PMI®資格の更新手順について 

詳細は、PMI日本支部のサイトをご覧ください。 

https://www.pmi-japan.org/pmp_license/renewal/ 

2022 年5 月にPMP®等の更新に関連する「CCR」がアップデートされました。 

この中で「PMI タレントトライアングル」の改訂が併せてございました。 

変更内容は以下の通りです。 

（旧）Technical Project Management → （新）Ways of Working（働き方） 

（旧）Leadership →（新）Power Skills（パワースキル） 

（旧）Strategic and Business Management →（新）Business Acumen（ビジネス感覚） 

現在まで取得されていたPDUカテゴリは、そのまま新カテゴリでお使いいただけます。 

 ※詳しくは、PMI日本支部のサイトよりPMI CCR ハンドブックをご参照ください。 
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（２）プロジェクトマネジメント実践 

 

 

コース名 
上流フェーズレビュー実践 

＝ プロジェクト／プロȀクトリスクを許容範囲に封じ込める ＝ 
PM011 

限られたリソース・時間の中で実施するレビューで重要な問題を検出するには、戦略的なレビュー実践が欠かせま

せん。ソフトウェア開発に関するレビューに必要な運営要件、観点設定方法を演習を通じて学びます。 

日  程 2025-07-28 (月) ～ 2025-07-29 (火) 2日間  12h  9:30～16:30 

受 講 料 ５１，７００円（税込）  

到達目標 
システム/ソフトウェア開発における上流フェーズでのプロジェクト／プロダクトリスクの見

極め方、およびリスクを低減するレビュー観点の設定・レビュー実践方法を把握する 

受講対象 

及び前提知識 
IT開発プロジェクト・レビューに関する一般的な知識のある方又は実務経験のある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

ソフトウェアレビューとは 

レビューの全体像と個別詳細 

レビューの問題点と原因 

レビュープロセス解説 

プロジェクト/プロダクトリスクの特定の評価 

レビュー観点とは 

レビュー観点はどこから来るのか 

レビュー観点導出方法（概要） 

レビュー観点導出演習 

・題材と背景の説明・観点設定 

レビュー観点とは 

レビュー観点導出方法（概要） 

レビュー観点導出演習 

・題材と背景の説明・観点設定 

・設定した観点の評価・講評とまとめ 

レビュー汎用観点リストとその活用方法 

レビュー汎用観点リストと活用方法設定演習 

・汎用観点リストの形状と粒度設定 

・汎用観点リストの活用方法設定 

・結果評価と講評・まとめ全体まとめ 

担当講師 Software Quasol 安達賢二 
演習あり 

備考・注意  

コース名 
サーバントリーȀシップとファシリテーションを活用し

たプロジェクトマネジメント 
PM012 

IT開発プロジェクトや継続改修対応は、多くのリスクと問題に翻弄されますが、その対応リソースはほとんどない

のが実情です。リスク、問題を早期に発見し、「対応する必要がある要因」を特定してリソースを集中投下するため

には、メンバー全員の協調と連携、そして成長が必要です。これらを実践するためにリーダーシップスタイルとプ

ロジェクトファシリテーションを解説とワークを通して学びます。 

日  程 2025-09-18 (木) ～ 2025-09-19 (金) 2日間  12h  9:30～16:30 

受 講 料 ５１，７００円（税込）  

到達目標 

IT開発プロジェクトにおいてリーダーシップスタイル×ファシリテーションにより、メンバー

が持つチカラを発揮し、先読みしながら運営する、そしてメンバーが成長する場を作る方法を

把握する。 

受講対象 

及び前提知識 
IT開発プロジェクトに関する一般的な知識のある方又は実務経験のある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

・ITプロジェクトの実態 

・リスク、問題マネジメント 

・リーダーシップスタイルと使い分け 

・プロジェクトファシリテーション 

・ファシリテーションスキルと実施事項 

・単発ふりかえりと継続的ふりかえり 

・ふりかえり実践ワーク 

・リスク、問題管理表作成ワーク 

・リスク・問題モデル構築ワーク 

・結果考察・まとめ 

担当講師 Software Quasol 安達賢二 演習あり 

備考・注意  
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（３）アジャイルプロジェクトマネジメント 

 

コース名 デジǿル時代に適応するアジャイルシフト PM034 

デジタル（DX）時代において、アジャイル案件が増えてくる中、アジャイルでの開発を従来通りの階層型の組織・

請負契約のままアジャイルプロジェクトをやろうとして失敗しているケースが見受けられます。 

アジャイルプロジェクトの判例も増えていることから、時代の潮流とはいえ発注側、受注側 も中途半端な知識で

アジャイルに向かうのは危険です。こうした失敗アジャイルにならないためにアジャイルの本来の特徴を理解し、

ウオーターフォールの良いところと使い分けながら、今後のプロジェクトをスムーズにシフトする、デジタル時代

のマネジメントスキルを習得しましょう。 

日  程 2025-11-20 (木) 1日間 6h 9:30～16:30 

受 講 料 ３８，５００円（税込） 

到達目標 
ウオーターフォールの開発の経験を活かしながら、アジャイルプロジェクトの「よくはまる落とし穴」を

理解し、単納期少数開発プロジェクトにノウハウを活かす道しるべを描けるようになる 

受講対象 

及び前提知識 

短納期、少人数で進める開発プロジェクトのリーダー向け 

ウオーターフォールで進めてきたが、変化への対応を求められるプロジェクトリーダー 

プロジェクトマネジメントの基礎知識（PMBOK概要,）があることが望ましい。ウオーターフ

ォールの開発プロジェクトの経験があることが望ましい。 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

・デジタルの時代とは 

・デジタル時代のプロジェクトマネジメント 

・アジャイルの誤解と落とし穴 

・マインドセットを変える 

担当講師 (有)ボランチ２１ 大橋 知子  PMP® 

演習あり 

備考・注意 6PDUs ◎PMIタレント・トライアングル： 働き方3、パワースキル1、ビジネス感覚2 

コース名 アジャイルプロジェクトマネジメント PM120 

「アジャイル」という言葉を聞いたことはあるが、実際にどのようにすればよいかわからないという方がいらっし

ゃるのではないでしょうか。本コースでは、そのような方のために、アジャイル開発の文献を数多く翻訳している

講師が、前提となる知識や手法をゼロから学ぶ環境を提供します。コースが終わった頃には、最初の一歩を踏み出

すことができるでしょう。 

日  程 2025-10-20 (月) ～ 2025-10-21 (火)  2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６６，０００円（税込） 

到達目標 
これからアジャイル開発を実施するために、前提となる概念、価値と原則、チームマネジメント、コーチ

ング、開発手法、見積手法などを身につける。 

受講対象 

及び前提知識 

アジャイル開発について知りたい方（職種は問いません）、開発を担当するエンジニアやリ

ーダー 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

・アジャイル開発とは何か 

・アジャイルの原則とマインドセット 

・チームのパフォーマンス 

・アジャイルな見積りと計画づくり 

・問題発見と継続的改善 

・アジャイルプロジェクトの構想設計 

・カンバンゲーム 

・これから組織に広めるには 

・アジャイルレトロスペクティブ 

担当講師 ワイクル株式会社 角 征典 

演習あり 

備考・注意  
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７．セキュリティ 

（１）セキュリティ対策 

 

 

コース名 攻撃手法から学ぶセキュリティ対策 TS002 

企業において働き方の多様化の主要な役割を担うものとして「リモートワーク」は大きな注目を集めています。し

かし、不十分なセキュリティ対策のまま VPN やリモートアクセスを運用することによるセキュリティ被害の増加

も報告されています。 

不正アクセス攻撃の仕組みを実機を通して体験し、その技術的背景を踏み込んで理解し、脅威について適切な理解

をするとともに、対策方法とその限界、さらに被害にあった場合の対処方法について学習します。 

日  程 2025-10-16 (木) ～ 2025-10-17 (金) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ６０，５００円（税込）  

到達目標 

・不正アクセス攻撃の具体的な技術を理解する 

・不正アクセス攻撃に対する対策の効果と限界を理解する 

・不正アクセス攻撃を体験し、その脅威を正確に理解する 

受講対象 

及び前提知識 

ネットワークセキュリティ技術者 

「ネットワークテクノロジーⅠ(基礎・ｾｷｭﾘﾃｨ)」受講者又は同等の知識をお持ちの方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

プロファイリング、侵入 

DoS攻撃、侵入調査、不正アクセスに備える、 

Webサーバーのセキュリティ対策 

DNSサーバーのセキュリティ対策 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱ 山田 篤彦 

PC実習あり   演習あり 

コース名 
ファイアウォールで学ぶネットワークセキュリティ 

＝ リモートワーク時代のセキュリティ ＝ 
TS003 

リモートワークを導入することによって企業のネットワークセキュリティは脅威と脆弱性の見直しが必要となり

ます。この研修ではファイアウォールを中心として、さまざまなネットワークサービスのセキュリティ課題とその

対策技術を学習します。 

ファイアウォールのルール設計の演習によりセキュリティ設計の知識を身につけ、実機を設定する演習によりネ

ットワークとセキュリティのスキルを高めます。 

日  程 2025-12-01 (月) ～ 2025-12-03 (水) 3日間 18h 9:30～16：30 

受 講 料 ８０，３００円（税込）  

到達目標 

・ファイアウォールのパケットフィルタリング動作とそのルール設計・構築スキルを身につける 

・リモートアクセスVPNの仕組みと、その運用における注意点を理解する 

・代表的なネットワークサービスのセキュリティ課題とその対策をネットワークの視点から

理解する 

受講対象 

及び前提知識 

ネットワーク運用管理者／ネットワーク設計者で、「ネットワークテクノロジーⅠ 

(基礎・ｾｷｭﾘﾃｨ)」の受講者又は同等の知識をお持ちの方 

内  容 

 
※進捗状況により変更となる

場合があります。 

１日目 ２日目 ３日目 

最新セキュリティ事情 

社内のネットワーク設計 

ファイアウォール 

ファイアウォール 

Webサービスのセキュリティ 

メールサービスのセキュリティ 

VPN 

リモートアクセスVPN 

ファイアウォール総合演習 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱ 山田 篤彦 

PC実習あり  演習あり 
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 (２)サイバーセキュリティ人材育成 

国内外にかかわらず、サイバー攻撃によるセキュリティインシデントの発生が年々増加し、とどまるところを知

りません。事業継続のためにも、被害を極力少なくしていくためにも、すべての組織内にサイバーセキュリティ

人材の育成が急務です。このコースの演習は、Webシステム開発経験及び管理経験２～３年の方向けのサイバー

セキュリティ対策に特化した総合演習です。演習では各種開発言語やOSの基本機能のみ使用しますが、それぞれ

の詳しい解説は実施しません。必ず事前に前提知識をご確認の上、お申し込みください。 

 

 

コース名 Webセキュリティとハードニング演習 CS001 

演習を通じてXSSとSQLインジェクションの仕組みと対策について学習できます。 

またハードニング演習では各自に管理用 Web アプリケーションが配布され、攻撃を受けながら対策を考えていき

ます。 

日  程 2025-07-22 (火) ～ 2025-07-23 (水) 2日間 12h 9:30～16：30 

受 講 料 １１０，０００円（税込）  

到達目標 

・XSSの動作原理と対応方法を理解できる 

・SQLインジェクションの動作原理と対応方法を理解できる 

・Webアプリに不正アクセスを体験し、それらの発見から対策の流れを理解できる 

受講対象 

及び前提知識 

Webシステム開発経験および管理経験2～3年以上の方 

・HTML/Javascript/Python等の基礎知識 

 各言語で「hello world」を書ける、関数等の書式を自力で調べることが出来る事 

・SQLの基礎知識 

 select や union を実行できる事 

・「Linuxコマンド入門」の受講者又は同等の知識を持っている方 

・コマンドラインでの操作経験（コマンドラインでの操作が中心の演習のためterminal の

操作が出来る事） 

・Webサーバのコマンドやログに関する基礎知識（起動終了コマンド、ログを確認できる） 

・TCP/IPの基礎知識（IPアドレス、ポート番号がわかる事） 

本演習では各種開発言語やOSの基本機能のみ使用しますが、それぞれの詳しい解説は実施

しません。 

内  容 

 
※進捗状況により変更となる

場合があります。 

１日目 

XSS座学と演習 

・クロスサイトスクリプティングとは、XSSの3つの種類と特徴、XSSの対策 

・演習 

SQLインジェクション座学と演習 

・SQLインジェクションの原理、SQLインジェクションの実際、SQLインジェ

クションの対策 

・演習 

２日目 

ハードニング演習 

・環境確認、機密ファイルの漏えい 

・SQLインジェクションによる個人情報漏洩、SQLインジェクションによる DB

改ざん、OSコマンドインジェクションによる改ざん 

・Webアプリケーションへの不正ログイン、SSH不正ログイン 

・バックドア経由での攻撃 

担当講師 
(株)澄川工作所 齋藤 聖悟 

（CISSP、公認情報セキュリティ監査人） 

PC実習あり  演習あり 

備考・注意 ◎実習環境：Webブラウザ経由クラウド接続 
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コース名 マルウェアの挙動およびその防御対策 CS010 

マルウェアは多くのシステムにとってきわめて重大な外的脅威となっています。広範囲にわたって損害や混乱を

引き起こし、多くの組織で大規模な復旧作業を強いられています。 

本演習では仮想環境においてマルウェアを実行および組織ネットワークへの侵入を受講者自身に行っていただき

攻撃者の動きを体験します。後半ではそれらへの対処をどうすべきかを考えていきます。 

日  程 2025-9-05 (金) 1日間 6h 9:30～16：30 

受 講 料 １３２，０００円（税込）  

到達目標 
・マルウェアの感染、その後の内部システムへの拡大の流れを理解できる 

・マルウエアに感染しないようなシステムの設計方法について理解できる 

受講対象 

及び前提知識 

システム管理経験2～3年以上の方 

・コマンドラインでの操作経験、コマンドラインでの操作が中心の演習のためterminal の

操作が出来る事、「Linuxコマンド入門」「Windows server基本管理」の受講者又は同等の知

識を持っている方 

・サーバのコマンドやログに関する基礎知識、起動終了コマンド、ログを確認できる事 

・TCP/IPの基礎知識、IPアドレス、ポート番号がわかる事 

本演習では各種開発言語やOSの基本機能のみ使用しますが、それぞれの詳しい解説は実施

しません。 

内  容 

 
※進捗状況により変更となる

場合があります。 

マルウェアの基礎 

・マルウェアとは 

演 習 

・マルウェアの実行 

・防御策 

担当講師 
(株)澄川工作所 齋藤 聖悟 

（CISSP、公認情報セキュリティ監査人） 

PC実習あり  演習あり 

備考・注意 ◎実習環境：Webブラウザ経由クラウド接続 

 「Webセキュリティとハードニング演習」参加者の声 

● 大変勉強になりました。研修で学んだことを業務や自社システムにも 

活かしたいと思います。 
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コース名 ペネトレーションテスト演習 CS100 

国内外にかかわらず、サイバー攻撃によるセキュリティインシデントの発生が年々増加し、とどまるところを知り

ません。事業継続のためにも、被害を極力少なくしていくためにも、すべての組織内にサイバーセキュリティ人材

の育成が急務です。 

ペネトレーションテスト（Penetration Test）とは、インターネットなどの外部ネットワークに接続された擬似的

にサイバー攻撃を仕掛け、コンピュータやシステム、サーバなどの安全性について調べるテストです。 

既に知られているサイバー攻撃手法を使って実際にシステムに侵入や攻撃を試みることから「侵入テスト」「侵入

実験」「疑似アタックテスト」などと言われることもあります。 

公開サーバや ActiveDirectoryサーバへのペネトレーションテスト演習を通じて、各種ツールの使用方法や、ロ

グの確認方法などからペネトレーションテストの手順を学習できます。 

日  程  1日間 6h 9:30～16：30  リクエスト研修 

受 講 料 １３２，０００円（税込）  

到達目標 

・ペネトレーションテストの手順を理解できる 

・公開サーバに対する攻撃の検知防御について理解できる 

・ActiveDirectoryサーバに対する攻撃の検知防御について理解できる 

受講対象 

及び前提知識 

Webシステム開発経験および管理経験2～3年以上の方 

サイバーセキュリティに特化した総合演習です。以下の前提知識を必須とします。 

・HTML/CSS、JavaScript、Python等の基礎知識 

 各言語で「hello world」を書ける、関数等の書式を自力で調べることが出来る事 

・SQLの基礎知識（select や union を実行できる事） 

・「Linuxコマンド入門」の受講者又は同等の知識を持っている方 

・コマンドラインでの操作経験（コマンドラインでの操作が中心の演習のためterminal の

操作が出来る事） 

・Webサーバのコマンドやログに関する基礎知識（起動終了コマンド、ログを確認できる

事） 

・TCP/IPの基礎知識（IPアドレス、ポート番号がわかる事） 

・WindowsActiveDirectoryサーバの基本操作（実際に操作したことがある事） 

内  容 

 
※進捗状況により変更となる

場合があります。 

ペネトレーションテスト概要 

公開サーバへのペネトレーションテスト 

・ペネトレーションテストの手法と防御 

・グループ演習 

ActiveDirectoryへのペネトレーションテスト 

・ペネトレーションテストの手法と防御 

・グループ演習 

※進捗状況により変更となる場合があります。 

担当講師 
(株)澄川工作所 齋藤 聖悟 

（CISSP、公認情報セキュリティ監査人） 

PC実習あり  演習あり 

備考・注意 

◎実習環境：Webブラウザ経由クラウド接続 

 

リクエストにより開催します。 

開催希望の３ヶ月前までに、以下の項目をお知らせ下さい。 

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数 
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（３）情報セキュリティ 

 

 

 

  

コース名 セキュリティキャッȁアップ  US200 

セキュリティインシデントは毎年色々な形で顕在化するため最新の事例を確認することで自身・自社のセキュリティ

対策に活かすことが可能です。また、セキュリティ対策は、システムや設備だけでなくそれに関わる人の意識が非常

に重要であるためその意識向上にも大きく役立ちます。セキュリティ対策を専門的に行う方でなくても、企業に携わ

る全ての方に受講することをお勧めできます。 

開催時間 3h～6h程度  ※オーダーメイド研修により開催 

受 講 料 別途お見積りを致しますので、お問い合わせください 

到達目標 
・IPA発行の10大脅威を元に近年流行している脅威を知り対策を考えれるようになる 

・セキュリティの脅威を伝えることができるようになり危機管理の重要性を理解できる 

・実際の脅威を試して危険性を体験する 

受講対象 

及び前提知識 

セキュリティに携わる方全般 

特にありませんが、セキュリティの基礎知識があると理解度が高まる 

内  容 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

以下のテーマからご希望の内容で開催します。 

・その年の10大脅威            ・トップ３の分析 

・近年のセキュリティインシデント実例   ・各種セキュリティ対策と効果的な対策方法 

・演習：危険な脅威の体験 

担当講師 エルボスケ株式会社 神谷 正 

演習あり 

備考・注意 

◎当コースを受講希望する方は、オーダーメイドによる開催を承ります。 

開催希望の３ヶ月前までに、以下の項目をkensyu@deos.co.jp宛 お知らせ下さい 

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数 
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８． eラーニング 「ＳＱＴ」 

運営：株式会社シナジークエスト 販売：株式会社北海道ソフトウェア技術開発機構 

 

 

 

 

 

●「SQT」の特徴 

１．マイクロラーニング 

 SQTでは、マイクロラーニングの考え方を取り入れ、通常研修の１コマで扱う情報量を上限とする小講座の集

合として全体のコースを構成しています。 

 短時間で完結できる小講座を単元として、その積み重ねで知識とスキルを構築します。 

 

２．見る・聞く・読むの３要素 

 新しい知識を取り入れる活動において、要点や図から得られる直感が重要な人、耳から入る声が届きやすい

人、文章を読むことで理解や記憶が促進される人など、効果が上がりやすい学習スタイルは人によってさまざ

まです。 

 SQTでは、異なる学習スタイルに対応できるよう、次の３つの要素を盛り込んだ教材を提供します。 

 ・要点をまとめた説明スライド（視覚要素） 

 ・解説音声（聴覚要素） 

 ・同じ内容を文章として読める解説ページ（読解要素） 

 

３．確認テストで知識と理解度をチェック 

 さらに、脳にインプットした知識や理解を 

   ・多肢選択 

   ・キーワード入力 

   ・語句と語句との対応づけ 

 などの設問でチェックするクイズ形式のオンライン試験を単元ごとに提供します。 

 試験結果は個人の学習履歴としてシステム上に記録され、ログインすればいつでも過去の結果を振り返るこ

とができます。 

 間違えたり理解や記憶があいまいだったポイントは、対応する教材で復習することができます。 

 このように SQTのeラーニングは、３通りの経路によるインプットと、知識と理解をチェックするテストの

相乗効果で、リモート時代の自己学習をサポートします。 

※SQT とは？ 

 SQTは、株式会社シナジークエストが独自に構築した 

オンライン学習サイトです。 

Synergy Quest Tech-learning の頭文字３つをとって

「SQT」と名付けました。 
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⚫ 提供中のeラーニング講座：            ※順次コンテンツを増やす予定 

 
コース名 利用期間 

受講料 

※1名分の料金 

１ JDBCプログラミング入門 

開始日から30日間 

3,300円(税込) 

２ Spring Boot Web プログミング（基礎編） 6,600円(税込) 

３ HTML／CSS 入門 7,150円(税込) 

４ Linuxコマンド入門 5,500円(税込) 

５ ITパスポート取得講座 

共催：株式会社浜名湖国際頭脳センター 

開始日から90日間 9,900円(税込) 

 

⚫ 質問方法：Ｑ＆Ａは、各講座のコメント欄で対応します。 

⚫ 学習環境：各自で PC、スマホやタブレットをご用意ください。ブラウザ(推奨：Chrome）

から受講いただけます。 

⚫ LMS 進捗管理： 

受講者ご本人以外に、会社／団体の育成担当者用ユーザーアカウントを発行することも

可能です。このユーザーからは、自社受講者の各単元ごとの学習状況（単元テストの実施

状況や結果）を通じて進捗を把握することができます。 

⚫ お申し込みから受講開始まで： 

 

 

※１ Step2 利用案内の通り「SQT」ユーザ登録をし、アカウントとご希望の利用開始日をご連絡ください。 

※２ Step3「利用開始メール受信」後は、キャンセル出来ませんのでご了承ください。 

 

⚫ 受講料について： 

基本利用開始月の末締めで申込書の宛先に、請求書を発行いたしますので、期日までにお

振込みをお願いします。 
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コース名 JDBC プログラミング入門 TJ010 

「eラーニング(SQT)」です。 

JDBC（Java DataBase Connectivity）は、Java からデータベースにアクセスするための標準 API です。Java アプ

リケーションのデータアクセスを実現するには、その基礎となる  JDBC の API や動作の仕組みの理解が重要です。

この講座では、JDBC API とドライバの関係、主要 API の使い方、および DAO パターンについて解説し、サンプル

プログラムの実習を通じて理解を深めます。JDBC API による基本的なデータアクセスを実装できるようになるほ

か、より高度なフレームワークを使いこなすための前提知識を身につけることができます。 

ご注意：Windows 上の Eclipse（Pleiades）と MariaDB を使用して実習を行う前提の内容となっております。 

受 講 料 ３，３００円（税込）  利用可能期間：受講開始日から３０日間 

到達目標 

JDBC の API とドライバ実装との関係を理解する 

Connection、ResultSet、PreparedStatement 等の主要 API を使用して、基本的なデータアク

セス処理を実装できるようになる 

DAO パターンの効用、DTO の目的を理解する 

受講対象 

及び前提知識 

新入社員（ソフトウェア開発者）の方、Java の Web アプリケーション開発の基礎知識を習得

したい方 

パソコンの基本操作、テキストエディタによる編集等ができること、基本的な Java プログラ

ミングの知識を持っていること 

内  容 

実習環境のセットアップ 

JDBCの基礎 

パラメータの事前設定 

トランザクション（JDBC） 

日時データの扱いと自動採番 

DAOパターン 

JDBC 演習 

コース名 Spring Boot Web プログラミング（基礎編） TJ022 

「eラーニング(SQT)」です。 

Spring Boot フレームワークを使った Web アプリケーション開発を始めるための導入講座です。Spring MVC を使

って、HTML フォームから送信されたリクエストを処理する簡単なプログラムを作成できるようになります。この講

座ではデータベースを使ったデータの永続化は扱わず、その前段階の基本的な画面周りの動作を実装するための基

礎知識を整理します。 

受 講 料 ６，６００円（税込）  利用可能期間：受講開始日から３０日間 

到達目標 

STS4（Eclipse）の Spring スタータープロジェクトで開発を始められるようになる 

HTTP や URL 等、Web 開発の基礎知識を整理する 

Spring Boot で GET／POST リクエストを処理する方法がわかる 

Thymeleaf を利用した MVC 構成のアプリケーションの動作原理を理解する 

受講対象 

及び前提知識 

新入社員（ソフトウェア開発者）の方 

Java の Web アプリケーション開発の基礎知識を習得したい方 

パソコンの基本操作（Windowsの基礎、テキストエディタによる編集等）ができかつ基本的

な Java プログラミングの知識を持っていること 

内  容 

Spring Boot の導入 

Lombok の利用 

HTTP と静的ファイル 

GET リクエストの処理 

フォームと POST リクエスト 

MVC と Thymeleaf 

Model による値の受け渡し 

ビューの実装 

MVC アプリケーション実習 

リダイレクトと PRG 
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コース名 HTML／CSS 入門 TF011 

「eラーニング(SQT)」です。 

インターネットのあらゆるシーンで Web コンテンツが重要な役割を果たします。それを記述するための標準規格が 

HTML と CSS です。 この講座では、HTML、CSS による Web コンテンツの記述に最低限必要な基礎知識を整理しま

す。Web サイト制作のほか、ブログや CMS 上でのコンテンツ作成、専門業者への依頼/指示など、HTML と CSS が

関わる多様な場面で役立つ共通の基礎知識を習得することができます 

受 講 料 ７，１５０円（税込）  利用可能期間：受講開始日から３０日間 

到達目標 
HTML、CSS の基本的な使い方を把握する 

SE として最低限必要なWebコンテンツ作成に関する知識をマスターする 

受講対象 

及び前提知識 

Web コンテンツ作成の基礎知識を習得したい方 

新入社員（ソフトウェア開発者）の方 

パソコンの基本操作（Windowsの基礎、テキストエディタによる編集等）ができること 

内  容 

WebとHTMLの概要 

HTML文書の作成 

文字コンテンツの記述 

画像とリンク 

リストとテーブル 

フォーム 

汎用の要素と属性 

HTML演習 

スタイルシートとCSS 

セレクタの使い方 

文字のスタイル 

ボックスモデル 

ボックスの色と背景 

要素の配置と表示 

Bootstrapの概要 

グリッドシステム 

テーブル、枠線、画像 

総合演習 

コース名 Linuxコマンド入門 TL011 

「eラーニング(SQT)」です。 

コマンドラインに苦手意識を感じている方を対象に、Linux のターミナルを使った開発実務で最低限必要な知識

を整理します。Linux なら共通して使える基本コマンドをマスターし、汎用性の高い基礎力を身につけることがで

きます。また、標準入出力、リダイレクト、パイプといった共通概念についても解説し、ワンライナー（複数の処

理を１行のコマンドラインで組み立てるもの）の解読や構築にも対応できるスキルを構築します。 

受 講 料 ５，５００円（税込）  利用可能期間：受講開始日から３０日間 

到達目標 
・ターミナルの便利さと有用性を認識できるようになる 

・一般に広く使用されている Linux の基本コマンドの機能と使い方を習得すること 

・リダイレクトやパイプを使ってデータの加工や閲覧ができるようになること 

受講対象 

及び前提知識 

ターミナル（黒い画面）へのアレルギーを克服したい方、Linux上の開発作業で必要な基本

コマンドを覚えたい方、ワンライナーを解読したり自分で組み立てるための基礎知識を整理

したい方 

内  容 

UNIXの生い立ちと哲学 

GNU/Linuxの誕生とﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭ

ｰｼｮﾝ 

仮想化技術と VirtualBox 

Vagrant と実習環境 

CLI とシェル 

コマンドの実行 

Bash の利用 

エイリアス 

ファイルとディレクトリの

基礎 

ファイル関連コマンド 

ユーザとグループ 

パーミッション 

特殊なアクセス権 

ストリームとリダイレクト 

複数コマンドの実行 

フィルタコマンドの利用 

vi エディタの使い方 

付録：よくある処理とコマン

ド 
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コース名 ITパスポート取得講座 
共催：株式会社浜名湖国際頭脳センター 

VJ010 

「 eラーニング(SQT)」です。 

本講座は、コンピュータやネットワーク、セキュリティなどIT に関する理解（IT リテラシ）を高め、DX やデジ

タル化に対応できる人材となる（リスキリング）ことを目的とするもので、IT を業務へ効果的に活用するための

国家試験「ITパスポート」の取得を目指すものです。 

視聴期間中は「どこでも」、「いつでも」、「何度でも」 時間を問わず、パソコン・タブレット・スマートフォンの

いずれからでも繰り返しご視聴いただけます。 

受 講 料 ９，９００円（税込）  利用可能期間：受講開始日から９０日間 

到達目標 国家試験「ITパスポート」合格できる知識を身に付けることが出来る 

受講対象 

及び前提知識 

IT パスポートを取得したい方 

IT への理解を深め、業務に役立てたい方 

DX 人材を育てたい企業様 

DX 推進のため社員のリスキリングに取り組んでいる企業様 

内  容 

動画配信による第 1章～第 10章までの解説動画、テキストと理解度確認テスト（過去問）が

セットされておりますので合格に向けての日々の学習にぴったりです。 

第1章 コンピュータの基本  

第2章 計算知識とディジタル化 

第3章 ネットワークとインターネット 

第4章 データベース 

第5章 システムの開発 

第6章 プロジェクトマネジメントとサービスマネージメント 

第7章 セキュリティ技術とセキュリティ管理 

第8章 企業活動と戦略 

第9章 情報システム戦略とＩＴの活用 

第10章 守るべき法令とルール 



57 

９．パーソナル 

（１）コミュニケーション 

コース名 
IT技術者のためのコミュニケーション 

=「論理的」で「伝わる」意思疎通の技法 = 
XS210 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。 

IT人財に必要不可欠な論理的に考えるスキル、口頭表現のスキル等を理論と実践を通じて身につけます。 

各種チャレンジやプレゼンコンテスト等により参加者の方々と交流でき、楽しく身に付けることができます。 

講師、他者、ビデオ等様々なフィードバックにより自己のコミュニケーションの特性が把握でき、受講者が強み 

を生かし、弱みを意味のないものにする方策を自ら見いだしていける内容です。 

日  程 2025-09-01 (月) ～ 2025-09-03 (水) 3日間 12h 13:00～17:00 

受 講 料 ５５，０００円（税込）  

到達目標 

・自分だけの力でロジカルに考えることができる 

・読みやすく分かりやすい文章が作成できる 

・他者と協力してプレゼンテーションが実施できる 

受講対象 

及び前提知識 
業務上意思疎通の力を必要としている方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

１日目 ２日目 ３日目 

コミュニケーション概論 

～ロジカルシンキング編～ 

０．はじめに 

１．ロジカルコミュニケーション 

２．誰でもできる、ロジカルシンキ

ング 

３．より強固なロジカルシンキング 

プレゼンテーション概論 

～プレゼン準備編～ 

４．プレゼンテーション  

５．プレゼンテーションの導入 

６．プレゼンテーションの本論 

７．実践、プレゼンテーション企画 

ドキュメント作成 

プレゼンテーションの実践-プレ

ゼン発表編 

７．の続き 

・ドキュメント作成見直し 

・講師からの個別指導 

・リハーサルと相互フィードバック 

８．プレゼンテーションの実践 

・個別発表とフィードバック 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱ 田渕真理子 

演習あり 

備考・注意 
◎実習環境：オンラインホワイトボード「MIRO」使用します。ご自身の PC に文章作成ソフト

（例：OfficeWord、メモ帳など）をご用意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  オンライン「コミュニケーション」参加者の声 
 

● コミュニケーションのポイントとして挙げられていることが、研修の中でも 

講師の方が実践されていて説得力があった。 

● 対面ではないが、質疑応答・発表の機会を多くいただき良かった。 

● 普段できないプレゼンの研修が受けられてよかった。普段の会話にも使ってみたい

内容が多くて良かった。 
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コース名 
生産性10倍！※作成時間5分の1・アウトプットの質2倍（講師所感） 

ChatGPTを活用したドキュメンテーション研修 
PS025 

IT 技術者に不可欠な文書表現と情報作成のスキルを身につける革新的なプログラムです。ChatGPT のプロンプト

エンジニアリングを通じて文章作成能力を身につけます。 

この研修では、IT分野で欠かせないドキュメンテーションスキルの獲得を目指します。ChatGPTを活用し、理論と

実践を通じて、参加者が優れた文章作成能力を磨きます。 

講師やグループメンバーからの的確なフィードバックを受けながら、個人およびグループ作業を通じてドキュメ

ント作成能力を向上させます。文書作成のスペシャリストとしての能力を高め、ChatGPTを活用する上での手法を習

得します。※演習はChatGPT4.0を使用予定 

日  程 2025-08-21（木）～2025-08-22（金） 2日間 12h 9:30～16：30 

受 講 料 ５５，０００円（税込）  

到達目標 

ChatGPTについて自社に戻って周囲に説明ができる。 

適切なプロンプトで仕事で使うドキュメントを独力で作成できる 

ChatGPTの限界を理解し、人間の力と組み合わせることができる 

受講対象 

及び前提知識 

ChatGPT未経験者、ChatGPT3.5は使っていて 4.0に興味のある方 

対象ＩＴ業界経験３年以上 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

１日目 ２日目 

オリエンテーション 

ChatGPTの概要と歴史 

ChatGPTの基本的な使用方法 

実践: ドキュメント作成の基礎 

実践: 複雑なドキュメントの作成 

ChatGPTの応用例 

グループワーク: ドキュメント作成チャレンジ 

フィードバックとQ&Aセッション 

研修のまとめと次のステップ 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱ 田渕真理子 
PC実習あり     演習あり 

備考・注意 
実習環境：ChatGPTの無料アカウントを各自作成して、研修にご参加下さい。 

また、事前準備としてChatGPTで作成したいドキュメントのテーマを考えて来てください。 

コース名 
プレゼンやミーティングに役立つ図解力 

= 情報を整理し分かり易く伝える技術 = 
PS042 

ビジネスの場面において、言葉・文章だけのコミュニケーションは、十分に意図が伝わらなかったり、相手に誤

解を生んだりする場合があります。プレゼンテーションやミーティングの場面において効果的に図解を活用する

方法を習得すると、コミュニケーションが円滑になるだけでなく、自身の思考を整理することができるので、仕事

の効率も向上させることができます。 

日  程 
第１クール 2025-07-18 (金) 

第２クール 2025-12-05 (金) 1日間 4h 13:00～17:00 

受 講 料 １６，５００円（税込）  

到達目標 

・右脳と左脳を使い分けながら、自身の思考を整理すると共に、相手に伝わりやすいコミュニ

ケーションを行えるようになる 

・相手の発言を要約・構造化することで、面談やミーティングを効率的・効果的に行うことが

できるようになる 

受講対象 

及び前提知識 

論理的思考スキルを向上させたい方、プレゼンテーションスキルを向上させたい方 

ミーティングを効率的・効果的に運営したい方 

内  容 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 
構㐀化のスキル／要約のスキル、プレゼンテーション力の向上、ミーティングでの板書の活用 

担当講師 ジーンズ北海道㈱ 高田 豊 
演習あり 
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コース名 
= どこに行ってもひっぱりだこ！最強の人材になろう =  

人生を変える話し方 
PS061 

正しい話し方を身につけるとあなたの話を聞く人の気持ちが良くなります。あなたともっと話したいと思い、

あなたに話をきいてもらいたいと思います。良い話し方と悪い話し方の差はどこにあるのか、事例をふんだんに

盛り込みながら進めますので、わかりやすく楽しく学ぶことができます。 

発声練習から始まり、堂々と見える立ち居振る舞いを含めた実践的な内容で、人前で話す自信がつきます。 

実際にラジオショッピングの場面を用いて、説得力のある話し方を身に着けていただく時間を持ちます。 

一人ひとりが持つ強みを引き出します。話し方のみならず、聞き方、文章の作り方を学びます。ナレータ、司会

として番組に多数出演した経験をもとに、皆さんに「伝える楽しさ」を知っていただくことが出来る内容です。 

日  程  2025-07-28 (月) ～ 2025-07-29 (火)  2日間 12h  9:30～16:30  

受 講 料 ３８，５００円（税込）  

到達目標 

・短い言葉で的確に伝えることができる     ・報連相上手になる 

・一目おかれるプレゼンテーション能力が身につく 

・様々なラジオ番組から情報や知識を得るために聴く力を身に付けることが出来る 

受講対象 

及び前提知識 

話し方、聞き方を基本から見直し、ビジネス、プライベートすべてに役立つ伝える技術を身に

つけたい方、相手の意図を聴き取る力を付けたい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

１日目 ２日目 

・人に好かれ、信頼を得るために心がけたいこと 

【聴く】こと【伝えること】を磨く 

・第一印象の大切さ、 

・発声練習、・正しい敬語の使い方 

・何を伝えたいか、を知る、・ナレーション、イン

タビューを体験する、・朗読のコツ 

・プレゼンテーションスキルを磨く 

・発表 

コース名 
= どこに行ってもひっぱりだこ！最強の人材になろう =  

ビジネスに必要な読解力・要約力・想像力向上研修 
PS064 

現代社会において読解力を身につけることはビジネスを円滑に進めるうえで最も大切なことの一つです。相手

が何を求めているのかを正しく理解し、次に行うべきことに素早く気づくことができるようになります。難解な

文章を読み解いたり、わかりやすい文章が書けるよう、長い文章を短くする、省略された言葉が何かを探ってい

くなどのワークを多く取り入れます。また、最近の流行語を年代別に読み解いたり、コピーライティングは、ど

のように作成されるのかなど、楽しく学ぶことができる内容になっています。文章を正しく理解する力が身につ

くことで、ビジネスのみならずプライベートでも必要なメールの読み書き、コミュニケーション力をアップさせ

ることができます。講師が著書出版に際し苦心して身につけた要約力・想像力・文章校正力スキルを丁寧にお伝

えします。 

日  程  2025-09-11 (木) ～ 2025-09-12 (金) 2日間 12h  9:30～16:30  

受 講 料 ３８，５００円（税込）  

到達目標 

・わかりやすい報告書が書けるようになる 

・人に説明するのがうまくなる 

・読みづらい文章を読み解くコツが身につく 

・論理的な文章が書けるようになる 

・新聞記事を読み比べ、世の中で起こっていること

を正しく理解するがつく 

・テレビやラジオ番組を様々な角度から視聴する力

が身につく 

受講対象 

及び前提知識 

本質を見抜く力を持ち、社内でのコミュニケーションをよりよくしたい方 

社説や小説を読み解き、教養を身につけたい方 

わかりやすい文章を書けるようになりたい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

１日目 ２日目 

語彙力を鍛える 

要約力を鍛える 

仮説思考を身に付ける 

読解力を鍛える 

文章力を磨く 

担当講師 グレイスマナーズインターナショナル 佐藤 あけみ 

演習あり 
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（２）ネゴシエーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース名 
IT技術者のためのネゴシエーション 

= 社外・社内交渉をWin-Winにするために = 
XS220 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。これまでの3日間開催を2日間に短縮し、より受講しやすくなりました。 

研修受講者が業務で経験する実際の交渉事例（クレーム対応、トラブル対応、新たな受注チャンスを見つけ、提案

や営業活動につなぐなど）を元にネゴシエーションスキルを理論と実践により身につけます。実際の事例を使った ネ

ゴシエーションゲームやロールプレイにより他の方々と交流でき、楽しく身に付けることができます。 

講師、他者、ビデオ等様々なフィードバックにより自己のネゴシエーションの特性が把握でき、受講者が強みを生

かし、弱みを意味のないものにする方策を自ら見いだしていける内容です。 

日  程 2025-08-25 (月) ～ 2025-08-26 (水) 2日間  8h  13：00～17：00 

受 講 料 ４０，７００円（税込）  

到達目標 

・交渉が今までよりも好きになる 

・顧客への簡単な提案が出来るようになる 

・自分一人で利害関係者との調整ができるようになる 

受講対象 

及び前提知識 

業務上交渉力・提案力を必要としている方、又は今後必要とされる方 

「IT技術者のためのコミュニケーション」を受講していることが望ましい 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

１．ネゴシエーションにおける３類型 

２．ネゴシエーションの基本 

３．交渉を問題解決に変えるには？ 

・ロールプレイ 

４．パイをふくらませる交渉とは？ 

・個人、グループワーク、発表、解説、ふり

かえり 

 

５．事例研究Ⅰ（演習） 

仕様変更、クレームの対処等ユーザ立場からの

ロールプレイ 

・個人ワーク・グループワーク・ロールプレイ

（３～４回繰り返し） 

・解説・振り返り・フィードバック 

６．事例研究Ⅱ（演習） 

仕様変更、クレームの対処等ベンダーの立場か

らのロールプレイ 

・個人ワーク・グループワーク・ロールプレイ

（３～４回繰り返し） 

・解説・振り返り・フィードバック 

７．総まとめ 

・自己成長のための指針 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱  田渕真理子 

演習あり 

備考・注意 
◎実習環境：オンラインホワイトボード「MIRO」、ご自身の PC に文章作成ソフト（例：

OfficeWord、メモ帳など）をご用意ください。 

  オンライン「ネゴシエーション」参加者の声 
 

● 実践的なロールプレイ演習が非常に良かったです 
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（３）リーダーシップ/ファシリテーション 

 

コース名 
IT技術者のためのリーȀーシップ 

= 部下育成、動機付け、方針提示について学ぶ = 
XS230 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。 

IT 技術者に必要不可欠な部下育成のスキル、会議運営のスキル、ビジョン・目標設定のスキルを理論と実践に

より身につけます。 

実際の事例を使った様々なロールプレイ、ディスカッション等により参加者の方々と交流でき、コンピテンシー

(高業績者の行動特性)を学びあうことができます。 

日  程 2025-10-06 (月) ～ 2025-10-08 (水) 3日間 12h 13:00～17:00 

受 講 料 ５５，０００円（税込） 

到達目標 

・リーダーシップとは何か、リーダーの振るまいが理解できる 

・部下、後輩育成が自分一人で実施できるようになる 

・自己の目指すべきリーダー像が文章で明確化される 

受講対象 

及び前提知識 

業務上リーダーシップを必要としている方、今後必要とされる方 

「IT技術者のためのコミュニケーション」を受講していることが望ましい 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 ３日目 

～コーチング編～ 

１．リーダーシップとは  

【講義】 

２．部下・後輩育成のための

コーチング 【講義】 

３ ．コーチングロールプレイ 

【講義・演習】  

〜ファシリテーション編～ 

2回目  

４．自己のリーダーシップ

スタイルを知る 【演習】 

５．ファシリテーションと

は   【講義・演習】 

６．リーダーシップとマネ

ジメントの違い 【講義】 

〜ビジョン策定編～ 

７．ビジョンの策定 

８．ビジョン策定演習  

・個別発表 

・受講者からのフィードバック 

・講師コメント 

９．総まとめ 

・自己成長のための指針「自己

の強みを生かしたリーダシッ

プのあり方」 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱  田渕真理子 

演習あり 

備考・注意 
◎実習環境：オンラインホワイトボード「MIRO」、ご自身の PC に文章作成ソフト（例：

OfficeWord、メモ帳など）をご用意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  オンライン「リーȀーシップ」参加者の声 
 

● 非常に質問をしやすい雰囲気だったと思います 

● とてもテンポが良かったです。内容も充実しており満足でした。 



62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース名 ファシリテーションを活用したȁーム・マネジメント PS041 

ファシリテーションとは、会議を効率的に進めるだけでなく、集団の潜在的な能力を引き出してより質の高い成

果を達成し続ける事のできるパワフルなツールです。リーダーだけでなく、組織で仕事をする人にとってなくては

ならないスキルの一つです。 

20年間に渡り、年間 300回を超える会議やワークショップのファシリテーションを実践してきた講師が、日々

の会議を効果的に進める手法だけでなく、チームやプロジェクト運営にファシリテーションを活用する秘訣をお

伝えします。 

日  程 2025-11-13 (木) ～ 2025-11-14 (金)  2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ５５，０００円（税込）  

到達目標 

・ファシリテーションを活用して「納得度が高く後戻りの少ない」意思決定を「短時間」で導

けるようになる 

・ファシリテーション技術を応用してチーム運営やプロジェクトの成功に貢献しプロジェク

ト成功率を今より高められるようになる 

受講対象 

及び前提知識 

組織のリーダーとして、チームやプロジェクトを運営する方 

チームでより多くの成果を生み出したい方 

ファシリテーションのスキルを学び、実践していきたい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

1日目 2日目 

１．会議の問題点と限界 

２．ファシリテートされたミーティングの体験と実践 

３．ファシリテーションの必要性と効果 

４．ファシリテーターに求められるスキルとマインド 

５．デザインすることの重要性 

６．チーム運営への活用 

 ～結果を出し続けるチームが行うミーティングとは 

７．プロジェクト運営への活用 

～成功率を上げるミーティングデザインと運営 

担当講師 ジーンズ北海道㈱ 高田 豊 

 演習あり 

備考・注意  

 「ファシリテーションを活用したȁーム・マネジメント」参加者の声 
 

● 演習が多くあり、退屈しなかった。 

業務に役立つ内容が多かったため実践していきたい。 
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（４）コーチング／チームビルディング/問題解決 

 

 

コース名 
コーȁング・フィードバックを活用した 

「自ら成長する」人材の育て方 
PS040 

【名選手、名監督にあらず】IT企業に働くリーダーやマネージャの悩みの多くは、技術力の強化ではなく「自身

のコミュニケーション能力の向上」にあると言われています。自身のコミュニケーションスタイルを振り返り、

ティーチング・コーチングの技術と活用方法を実践を通じて学びます。 

現場のリーダーの方だけでなく、人材育成を担当されている方へもお勧めします。人材育成に効果を挙げてい

る企業の取り組み事例などもご紹介いたします。 

日  程 2025-08-07 (木) ～ 2025-08-08 (金) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ５５，０００円（税込） 

到達目標 

・自身のリーダーシップスタイルを見直し部下とのコミュニケーションの質を高める 

・相手にとって最適なコミュニケーション手段を選択し、使い分ける事ができる 

・部下や後輩が自ら学び・成長する環境やきっかけを提供し、育成にかける時間を減らしつ

つ育成効果を最大化する 

受講対象 

及び前提知識 

組織のリーダーとして部下や後輩をマネジメント・育成する役割の方 

OJT担当者として新入社員等のトレーニングを担当される方 

人材育成担当者として組織内の人材育成方法を検討・運営されている方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

1日目 2日目 

１． 人材育成における悩みと課題 

２． 自身のコミュニケーションスタイル

の把握と対策検討 

３．知識の上手な伝え方のポイント 

４．ティーチング／コーチング／フィードバック 

 ・それぞれの特徴と使い方  

・効果的な使い分け方法 

５．チームの発展段階と効果的なマネジメント手法

（先進企業での取り組み事例紹介） 

担当講師 ジーンズ北海道㈱ 高田 豊 

演習あり 

備考・注意  

コース名 
ȁームビルディングとモȁベーションアップ 

= ５つ教えて、４つ褒め、一つ叱る = 
PS026 

業界をリードするチームは、単なる個々の力ではなく、協力と結集によって成り立っています。当研修プログラ

ムでは、ＩＴ業界におけるモチベーションの現状や、業界から離れる人々の避けられる原因に焦点を当て、チーム

ビルディングとモチベーション向上の重要性を探求します。 

各セッションでは、チーム成立の３要件、チームで働く意義、そして現実的な問題解決のための演習やゲームを

通じて、参加者の洞察力を高めます。モチベーション理論や褒める・叱るといった関連するスキルを磨き、双方向

のコミュニケーションを強化します。 

また、叱る方法やアンガーマネジメントの理解も重視し、効果的なフィードバックや調整手法の学びを提供しま

す。最後の総合演習では、チームの発展段階における各人の役割を観察し、受講者同士がフィードバックを行いま

す。そして、自己成長のための実践的な指針を示し、研修成果の共有を促進します。受講者が研修で得た知識とス

キルを現場に持ち帰り、それを積極的に活用するためのサポートも提供しています。 

このプログラムは、ＩＴ業界におけるチーム力強化とモチベーション向上のための包括的な研修であり、受講者

が個人レベルでの成長を実感できると同時に、組織全体の成果にも寄与できるものとなっています。 

日  程 2025-08-19 (火) ～ 2025-08-20 (水) 2日間 12h 9:30～16:30 

受 講 料 ５５，０００円（税込）  
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コース名 
信頼されるSEに求められる問題解決力向上 導入編 

＝ なぜなぜから始める問題解決 ＝ 
XS280 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。 昨年は3日間研修でしたが1日の「導入編」に改訂しました。 

某自動車メーカーで活用され、今や世界に広げられている問題解決のスキル、すなわち、問題発見、真因追求、

解決策立案の基本を学びます。筋道立てた説明により関係者に納得を与える思考について実践を通じて身につけ

ます。問題解決でも、“モノ”の問題と“人や組織”の問題では扱い方が違います。本研修ではIT現場に多い人や

組織の問題を主として扱います。 

ケースに示された問題についてグループワークにて考えることで他の受講者とも交流でき、楽しく学ぶことが

できます。尚、本研修は「導入編」として問題解決の体系の理解と「なぜなぜ分析」を主にした研修となります。 

日  程 2025-07-14 (月) 1日間 4h 13:00～17:00 

受 講 料 ２２，０００円（税込） 

到達目標 

・発生している問題を発見し、適切に認識することができる 

・なぜなぜ分析を行い、発生問題における真の原因を捉えることができる 

・真の原因を取り除くための効果的な対策を見つけ、関係者にその対策を提案できる 

 

到達目標 

・チームの混乱期を歓迎できる。  

・メンバーの褒め方を７つ以上使い分けられる。 

・モチベーション理論について基礎的な知識を身につけ他者に説明できる 

受講対象 

及び前提知識 
チーム運営能力を必要としている方、今後必要とされる方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

1日目 2日目 

チームビルディングとは 

チームのコミュニケーション 

モチベーション理論  

褒める 

叱る 

アンガーマネジメント 

総合演習 

受講者からのフィードバック、講師コメント 

◎総まとめ      

 ・自己成長のための指針 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ株式会社 田渕真理子 

 演習あり 

備考・注意  

 「チームビルディングとモチベーションアップ」参加者の声 
 

● 実習が多くチームビルディングに大いに役立つ内容が期待通りでした。 

● 今後リーダ的立場になる可能性が高い自分にとって、チームメンバーないしは 

後輩への接し方等を学べた良い研修となりました。 

● 座学だけじゃなくクイズやグループワークメインで楽しみながら受講できた。 
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受講対象 

及び前提知識 

システム開発やシステム運用等に携わる方 

特に前提条件はありませんが、実務経験１年以上あると望ましい。 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１．講座の狙い【講義】 

２．問題解決の基本 【講義】～問題とは？問題解決とは？～ 

３．問題解決の全体像【講義】～問題解決のステップとは？～ 

４．問題の明確化 講義】  ～問題をどのように捉えて明確にするのか？～ 

５．現状把握 【講義＋演習】～現状把握に役立つツール～ 個人→グループワーク 

６．目標設定 【講義】   ～目標設定に不可欠な要素とは？～ 

７．要因解析【講義＋演習】～なぜなぜ分析をどのように行うのか？～個人→グループワーク 

８．対策立案【講義】～選択すべき対策とは？～ 個人ワーク→グループワーク 

◎総まとめ  【講義】 Q&A、職場実践のためのアドバイス 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱  國分宏悦 

演習あり 

備考・注意 
◎実習環境：オンラインホワイトボード「MIRO」、ご自身の PC に文章作成ソフト（例：

OfficeWord、メモ帳など）をご用意ください。 

 

 

 

１０．メンタルヘルス 

コース名 
IT技術者のためのメンタルヘルス・マネジメント 

＝ 心を整える技術 ＝ 
XS270 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。これまでの3日間開催を2日間に短縮し、より受講しやすくなりました。 

パワハラやセクハラ等が問題となっている昨今です。そこで本研修では、心の管理法を習得する心理学から考え

られたメンタルヘルスマネジメント手法を提供します。心理学を基礎から学ぶことにより、個人の立場から具体的

な行動レベルの知識を習得することができます。 

また、管理監督者の立場からメンタルタフネスを指導する方法や実際に起こり得る具体的な職場での対処法を

学びます。 

日  程 2025-11-10 (月) ～ 2025-11-11 (火)  2日間 8h 13:00～17:00 

受 講 料 ４０，７００円（税込） 

到達目標 

・メンタルタフネスについて正しい理解をする 

・メンバーのメンタル面を指導できる 

・不調者に対して適切な対応ができる 

受講対象 

及び前提知識 
メンタルヘルス・マネジメントを身に付けたい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

メンタルヘルスとは 

心理学の基礎 

心理学の応用 

メンタルヘルスマネジメント 

自分を知ろう 

職場で起きやすいハラスメント対策 

職場でのコミュニケーション方法 

総合演習 

総まとめ 

「メンタルヘルスマネジメントのための指針」 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱  田渕真理子 

演習あり 

備考・注意 
◎実習環境：オンラインホワイトボード「MIRO」、ご自身の PC に文章作成ソフト（例：

OfficeWord、メモ帳など）をご用意ください。 
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コース名 
アンガーマネジメント×ハラスメント防止 

= 怒りをコントロールしてポジティブに活かし、健全な未来を築く = 
XS27１ 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。 

様々なハラスメント（パワハラやセクハラ等)が問題となっている昨今です。現在、各企業は様々なパワハラにお

ける内容を理解して対応できる体制を社内に整える義務があります。（大企業は2020年6月から中小は2022年4月

からの義務化）本研修では、ハラスメント防止するための対策を基礎知識を講義、演習により学びます。 

また、アンガーマネジメントを学ぶことで自身の怒りに関してのアンガーコントロール法を習得し、怒りにまかせ

て怒ることなく冷静に指導できる方法を学びます。まとめとして社内で実際に起こり得る具体的なハラスメントの

ケーススタディをロールプレイにより対処法を学びます。 

日  程 2025-09-08 (月) 1日間 4h 13:00～17:00 

受 講 料 ２２，０００円（税込） 

到達目標 

・怒りの感情について正しい理解をする 

・怒りの感情をコントロール方法を学ぶ 

・様々な分析により、自身の怒りを知って対

処法を学ぶ 

・ハラスメントについて正しい理解をする 

・ハラスメントについて相談を受けた際の対

応ができる 

受講対象 

及び前提知識 

ハラスメント防止について基礎知識を身に付けたい方 

特に前提条件はありませんが、実務経験１年以上あると望ましい。 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

◎研修の目的と目標【講義】 

１．怒りの感情のコントロール【講義】・【演習】 

２．怒りの感情をコントロールするテクニック３つ【講義】・【演習】 

３．ハラスメントとは・・・ ・ハラスメント対策の重要性 

４．職場で起きやすいハラスメント対策 【講義】 

５．ハラスメントとは？【講義】 

◎総まとめ【講義・演習】ハラスメント防止のための指針  

～研修成果お持ち帰りシートの記入と全員発表 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱  田渕真理子 

演習あり 

備考・注意 
◎実習環境：オンラインホワイトボード「MIRO」、ご自身の PC に文章作成ソフト（例：

OfficeWord、メモ帳など）をご用意ください。 

 

 

コース名 アンガーマネジメント×褒め方叱り方トレーニング 

= 怒りをコントロールし、信頼関係を築くコミュニケーション術 = 
XS27２ 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。 

現代の職場では、適切なコミュニケーションが組織の成功と健全な労働環境の維持に欠かせない要素となってい

ます。本研修では、参加者がアンガーマネジメントの基礎知識を習得し、怒りの感情を適切にコントロールする方

法を学ぶことに重点を置いています。また、部下や後輩を効果的に指導し、褒めることと叱ることのバランスをと

ったコミュニケーション技術を高めることを目指します。 

日  程 2025-12-15 (月) １日間 4h 13:00～17:00 

受 講 料 ２２，０００円（税込） 

到達目標 

・怒りの感情について正しい理解をする 

・怒りの感情をコントロール方法を学ぶ 

・様々な分析により、自身の怒りを知って対

処法を学ぶ 

・叱り方（注意・指導）を学ぶ 

受講対象 

及び前提知識 

アンガーマネジメントについて基礎知識を学びたい方 

特に前提条件はありませんが、実務経験１年以上あると望ましい。 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

◎研修の目的と目標【講義】 

１．怒りの感情のコントロール【講義・演習】 

２．怒りの感情をコントロールするテクニック3つ【講義・演習】 

３．部下、後輩への叱り方（注意・指導）を学ぶ【講義・演習】 
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４．叱ると褒めるでモチベーションアップ【講義・演習】 

５．総合演習【演習】職場でのケーススタディ 

◎受講者からのフィードバック・講師コメント 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱  田渕真理子 

演習あり 

備考・注意 
◎実習環境：オンラインホワイトボード「MIRO」、ご自身の PC に文章作成ソフト（例：

OfficeWord、メモ帳など）をご用意ください。 

 

 

１１．業務アプリケーション 

コース名  Python＆Excelで業務活用研修 

＝ Excel業務の自動化をじっくり楽しく学ぶ ＝ 
XS110 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。 

普段使い慣れた Excel での作業をもっと早く簡単にできたらと思いませんか？プログラミング言語 Python が使え

るようになれば、業務の自動化ができるようになります。 

プログラミング未経験者向けに、Python環境構築から、プログラミング作成方法まで丁寧にお教えします。 

サンプルプログラムの使用や、受講者同士のペアプログラミングにより不慣れな方でも安心して受講できます。 

2日間でPythonプログラミング技術を習得し、PythonとExcelを使って業務課題を解決ができるようになります。 

日  程 2025-12-08 (月)～2025-12-10(水)  3日間 12h  13：00-17：00 

受 講 料 ５５，０００円（税込） 

到達目標 

・Python環境構築方法やPythonでプログラムを作成する技術を身に付ける。 

・Excel と Python を使って、Excel 作業を効率化することで日常業務のストレスを軽減する

ことができる。 

受講対象 

及び前提知識 

・Excelをもっと活用したい方、Excelを使った業務改善を考えている方 

・プログラミング未経験者、Pythonでプログラミングをはじめようと考えている方 

・プログラミングの演習があるため、タイピングを苦にされない方 

キーボードのタイピングがスムーズに行えること 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 ３日目 

◎研修の目的と目標 

・プログラムとは？プログラ

ミングとは？ 

 

１．Pythonで仕事を自動化 

・Pythonと自動化について 

・Pythonインストール 

・プログラムを実行 

・日時計算プログラムの実行 

・ダブルクリックで手軽に

Pythonを実行 

Pythonの基本文法のご紹介 

復習演習 

２．Excel作業を自動化 

・Excel ライブラリのインス

トール 

・基本的なExcel操作 

・Excelシートに書き込む 

3つの方法 

・Excelシート自動生成の 

アイデア 

・Excel シートを連続で読み

込む 

・Excelシートのデータ抽出 

・Excel で複数ブックとシー

トを操作 

・Excelの書式や罫線を設定 

復習演習 

３．Excel の高度な作業の自

動化 

・Excelテンプレートを活用 

・複数ファイル処理 

・集計と連続出力 

・Excelシートを整形 

・ExcelとWordを連携 

・CSVとExcelの連携 

・Excelファイルを PDFで出

力しよう（Win編） 

 

復習演習 

その他機能のご紹介 

◎総まとめ 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱  田渕真理子 ＰＣ実習あり 

備考・注意 
実習環境：Excelがインストールされた、OS：Windowsのパソコンをご用意ください。 

研修内で使用する「Python」、「Visual Studio Code」は、研修時にインストールします。 
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コース名 業務で活かすアプリケーション！ExcelVBA編                  UD004 

VBAプログラミングの基本的な考え方、作り方を演習プログラムを通じて段階的に習得することができます。 

ソフトウェア工学の基本的な考え方や手法を、業務事例の演習を通じて学ぶことができます。 

日  程 2日間 12h 9:30～16:30 ※リクエストにより開催 

受 講 料 ４９，５００円（税込） 

到達目標 
・VBAの基礎を習得し、更に業務に活かすために必要なVBAプログラミングの知識や 

ポイントを習得することができる 

受講対象 

及び前提知識 

Excelを使い、作業の自動化や効率化など業務改善を実践したい方 

Excelの基本操作、データ操作ができ、Excel関数を使えている方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 
Excel VBAの基礎編 

・VBAとVBEについて 

・VBA文法の基礎 

・デバッグの仕方 

・関数とサブルーチンの利用 

Excel VBAの応用編 

・エラー処理 

・業務でのイベント処理の活用 

・業務でのフォームの活用 

担当講師 ITコーディネータ 笠原 俊哉 

ＰＣ実習あり 

備考・注意 

◎当コースを受講希望する方は、リクエストによる開催を承ります。 

開催希望の３ヶ月前までに、kensyu@deos.co.jp宛 以下の項目をお知らせ下さい。 

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数 

実習環境：Office 

 

コース名 業務で活かすアプリケーション！Excel&Access連携編            UD00５ 

Excel と Access をどのように連携して、業務に活かせばよいのか、VBA でより効果的なアプリケーションをど

のように作成すればよいのかを演習を通じて学ぶことができます。 

日  程 2日間 12h 9:30～16:30 ※リクエストにより開催 

受 講 料 ４９，５００円（税込） 

到達目標 
・業務でExcelとAccessの特徴を活かした、VBAアプリケーション作成のポイントを 

習得することができる 

受講対象 

及び前提知識 

ExcelとAccessを活用した業務で、VBAアプリケーションによる連携を学びたい方。 

業務でExcel、Accessを使用したことがあり、「ExcelVBA編」の受講者又は同程度の知識を

持っている方。 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

連携の基礎編 

・連携の基礎知識 

・データベースの基本 

・標準機能によるExcelとAccessの連携 

ExcelとAccessの連携 

・ADO及びSQLによる連携 

・専用フォームを使った連携 

・業務アプリケーションの作成 

担当講師 ITコーディネータ 笠原 俊哉 

ＰＣ実習あり 

備考・注意 

◎当コースを受講希望する方は、リクエストによる開催を承ります。 

開催希望の３ヶ月前までに、kensyu@deos.co.jp宛 以下の項目をお知らせ下さい。 

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数 

実習環境：Office 
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コース名 Accessによる業務DB作成基礎 UD011 

Accessの基本、ExcelとAccessの違い、業務で使用している帳票やフォーマットからどのようにデータベースを構

築するかという流れや考え方を業務事例や演習で学ぶことができます。 

日  程 2日間 12h 9:30～16:30 ※リクエストにより開催 

受 講 料 ４９，５００円（税込） 

到達目標 
・Accessを通じて、データベースの基礎を学び、業務での活用方法の知識やポイントを 

習得することができる 

受講対象 

及び前提知識 

Excelでのデータ処理が物足りない方 

初めてAccessでデータベースを作成する方 

データ活用をAccessで実践されたい方 

Excel操作と関数、データの並べ替え・フィルターを使ったことがある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 
Access基礎編 

・ExcelとAccessの違い、データベースとは 

・Accessの基本 

・テーブル設計と作成  ・クエリとは 

業務DB構築編 

・リレーションシップとは 

・レポート帳票の作成 

・操作画面作成 

担当講師 ITコーディネータ 笠原 俊哉 
ＰＣ実習あり 

備考・注意 

◎当コースを受講希望する方は、リクエストによる開催を承ります。 

開催希望の３ヶ月前までに、kensyu@deos.co.jp宛 以下の項目をお知らせ下さい。 

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数 

実習環境：Office 

 

 

コース名 Accessによる業務DB作成応用 UD012 

業務で使用しているAccessを、フォームとレポートを中心に、アプリケーションとして更に深化させるために必

要な活用方法を、基本的なポイントから演習を通じて学ぶことができます。 

日  程  2日間 12h 9:30～16:30 ※リクエストにより開催 

受 講 料 ４９，５００円（税込） 

到達目標 ・Accessマクロを中心として、AccessVBAの基礎も習得することができる 

受講対象 

及び前提知識 

Accessの基礎を理解し、ステップアップを目指している方  

Accessのマクロ、VBAの基本を理解されたい方 

「Accessでの業務DB作成基礎」受講者あるいは同程度レベルの方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

Accessアプリケーションの概要 

クエリの作成 

レポート＆フォームの基本 

レポート作成応用編 

・オリジナルレポートの作成 

フォーム作成応用編 

・オリジナルフォームの作成 

マクロ作成 

AccessVBAの基本 

・VBAによる機能実装 

担当講師 ITコーディネータ 笠原 俊哉 

ＰＣ実習あり 

備考・注意 

◎当コースを受講希望する方は、リクエストによる開催を承ります。 

開催希望の３ヶ月前までに、kensyu@deos.co.jp宛 以下の項目をお知らせ下さい。 

・連絡先（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号）、開催希望時期、受講者数 

実習環境：Office 
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１２．階層別／担当者別研修 

（１）管理職、管理職候補者 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース名 
新任管理職や管理職候補者のための 

「メンバーの意欲を上げるかかわり方・考え方と手法」 
PS022 

管理職を目指したい人が減っていると最近よく耳にします。「仕事量が増える」「自分の成果も、課の成果も両

方達成しなければならないので負担感がある・・・」「多様なメンバーを束ねるのが大変・・・」などが背景にあ

るようです。しかし、マネジメントの仕事は、お互いを認め、尊重し合うチームを形成し、意欲の高いメンバー

に囲まれ、皆で目標を達成したときは昂揚感につながり、自身のやりがいにつながる仕事であるのも事実だと思

います。このコースでは、マネジメントやリーダーシップの基本的な考え方と現場ですぐに実践できるスキルを

学びます。 

自薦でも上司推薦でもどちらでも OK です。役職者になったばかりの方、これからそのようなキャリアを期待

されている方など対象にしております。 

日  程 2025-7-17 (木) 1日間 7h 9：30～17:30 

受 講 料 ３８，５００円（税込）  

到達目標 

・成果につなげていくために、メンバーの意欲を高めていくことが大切であることの認識が深まる 

・メンバーの成長と組織の成果が実感できると、自身のやりがいになることの認識が深まる 

(マネジメントを通じて自己のやりがいを感じる） 

・メンバーとの効果的なコミュニケーションや意欲をあげるための基本的な考え方やスキルが身につく 

受講対象 

及び前提知識 

主任やチーフ：担当役割の責任が拡大した（拡大する予定）方、役職者への登用が決定している方 

（経営職の方が）役職者への登用を期待している方、転職して役職者に登用された方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

マネジメントの基本（2つの側面、4つの領域） 

※小講義＋自己チェック＋グループ共有 

メンバーの意欲を高めるはたらきかけ 

※小講義＋演習＋グループ共有 

チームの雰囲気向上のための働きかけ 

※小講義＋演習＋グループ共有 

マネジメントを通じて自己を成長させる 

※個人検討＋グループ共有 

担当講師 八木 良紀（株式会社ワークライフスポーツ） 
演習あり 

備考・注意  

 「メンバーの意欲を上げるかかわり方・考え方と手法」参加者の声 
 

● 分かりやすい研修内容と実際に対話などを行って自身に対する改善点を 

見直したり学ぶことができた。すぐに実践していきたいと感じた 

● マネジメントも行う上でまずメンバーとの関係性を良好にすることが 

必要であることが分かった。 

● 今の立場を改めて考えることもできたり、いろいろ学びの多いセミナーだった。 
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コース名 管理職が変われば組織が変わる 

＝ 成長を加速させるチームビルディング ＝ 
PS080 

今こそ、あなたのリーダーシップでチームを劇的に変革する時！実践的なスキルで、即効アクションに結びつく

マネジメント力を手に入れましょう。この 2日間で、リーダーとしての自信と具体的な実践力を手に入れて、新し

いステージへ飛び出しましょう！ 

この講座は、座学だけでは終わらない「実践型」研修です。すぐに使える具体的なテクニックとアクションプラン

を、グループワークとディスカッションで徹底的に磨きます！ 

現代の職場が抱える「部門間の連携」「メンバー間の信頼構築」「心理的安全性の確保」などの課題に真正面から

挑む、管理職・リーダー候補のための午後から2日間集中講座です。 

【理論だけでなく、実践を通してすぐに使えるスキルを身に付ける】ことが最大の特徴！ 

日  程 2025-09-16 (火)～ 2025-09-17(水) 2日間 8h 13:00～17:00 

受 講 料 ３３，０００円（税込）  

到達目標 

・信頼の構築：チーム内での信頼関係を強化し、部下が自発的に動く環境づくり  

・心理的安全性：安心して意見を出せる職場を実現するスキルを習得 

・効果的な1on1：部下の成長を促す対話のテクニックをマスター 

・実践アクションプラン：講座で得た知識をそのまま業務に活かすための具体的な行動計画

を策定 

受講対象 

及び前提知識 

管理職、管理職・リーダー候補の方、チームビルディングに興味がある方 

部下の自発性を引き出し、チーム全体のパフォーマンスを上げたい方 

効果的なコミュニケーションと1on1ミーティングの極意を学びたい方  

組織改革をリードし、次世代のリーダーとして成長したい方 

ビジネスチャット・PowerPointの操作が出来ること 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

チームビルディングと心理的安全性 

1. 導入と現状の把握 

マネジメントスタイルの自己評価シートを用

いて、振り返り 

チーム内の課題や悩みを共有するディスカッ

ション 

2. 心理的安全性向上のためのワークショッ

プ：【講義と演習】 

チームメンバーが安心して意見を出せる環境

づくりの手法を学ぶ。 

3. コミュニケーション力向上トレーニング 

部下が「聴いてもらえた」と感じられるアク

ティブリスニングの技術を習得。 

4. 振り返りと質疑応答、各人発表 

実践応用とアクションプラン作成 

1. 1on1ミーティングの目的と技術 

効果的な1on1ミーティングの進行方法と注

意点を学び、部下の成長を支援する。 

【実践演習】:部下の話を引き出す質問法と

リスニング練習 

2. チーム目標の明確化 

目的: チーム目標を明確にし、部下が主体的

に動ける基盤を作る。 

【講義と演習】各自が「自分の役割と貢献」

を明確化ペアでの意見交換と相互フィードバ

ックを通じて目標を具体化 

3. アクションプラン作成と発表 

目的: 学びを業務に活かすための具体的なア

クションプランを作成。 

各自が受講後の行動計画を作成し、目標達成

に向けた第一歩を明確化。グループ内での発

表と意見交換 

4. まとめと全体の振り返り 

担当講師 オルタナティブ 代表 谷藤亮子 

 演習あり 

備考・注意  
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コース名 
管理職、リーȀーのための 

メンǿルヘルス・マネジメント 
PS050 

様々な統計によると、IT企業におけるうつ病罹患率は２倍以上に上ると報告されています。このようなメンタ

ルヘルスの問題は、単なるコストだけでなく、生産性やコンプライアンスにも大きな脅威を与えています。社会

的損失額はなんと３兆円にも上ると言われており、この状況は組織の健全性と成長に直接影響を及ぼす可能性が

あります。 

この研修は、管理職やリーダーが直面するこれらの課題に焦点を当てています。心理学を基盤とし、実際のメ

ンタルヘルスマネジメント手法を学ぶことで、組織内で具体的なアクションを展開できるようサポートします。 

心理学の基本から学び、メンタルヘルスの管理やリーダーシップにおける具体的な知識を獲得します。また、

メンタルタフネスの育成方法、そして実際の職場で発生するであろうメンタルヘルスの問題に対処するための手

法などを習得します。これにより、組織内でのメンタルヘルスに関するリーダーシップを強化し、持続可能な健

全な職場環境を構築する手助けをします。 

日  程 2025-07-24 (木)  1日間 6h 9：30～16:30 

受 講 料 ２７，５００円（税込）  

到達目標 

・メンタルタフネスについて正しい理解をする 

・メンバーのメンタル面を指導できる 

・不調者に対して適切な対応ができる 

受講対象 

及び前提知識 

管理職、リーダー 

部下や後輩のメンタルケアに責任のある方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

メンタルヘルスとは 

心理学の基礎 

心理学の応用 

メンタルヘルスマネジメント 

自分を知ろう 

職場で起きやすいハラスメント対策 

職場でのコミュニケーション方法 

総合演習 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ(株) 田渕真理子 
演習あり 

備考・注意  

 「メンǿルヘルス・マネジメント」参加者の声 
 

● マインドフルネス等自身のケアのため実施してみたいと思いました。 
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コース名 
管理職、リーȀーのための 

アンガー・マネジメント 
PS051 

コロナ禍におけるストレスや多様性の考え方や価値観の違いなどから生じるイライラは、多くの人々に影響を与

えています。特に管理職の方々にとって、怒りやストレスを適切に扱うことは極めて重要です。このため、アンガ

ーマネジメントとは何か、そしてなぜそれがリーダーシップにおいて重要なのかを理解することが重要です。 

アンガーマネジメントは、1970 年代にアメリカで生まれた心理教育およびトレーニングの手法です。このプロ

グラムは、当初は犯罪者のための矯正プログラムとして開発されましたが、その後、時代の変遷とともにビジネス

やリーダーシップの領域にも応用されるようになりました。 

本研修の目的は、怒りを抑えつつも、怒るべき局面で怒りを上手に扱うためのスキルを身につけることです。ア

ンガーマネジメントは、怒りを完全に抑制することを目指すものではありません。むしろ、怒りを理解し、上手に

コントロールする方法を学ぶことで、ビジネス環境や人間関係を向上させる手段となります。 

この研修では、自己認識や診断を通じて、怒りの発生やその対処法について学びます。怒りが感情的な反応につ

ながるのを防ぎ、冷静な対応をとるための方法を探求します。叱り方や注意・指導の方法を学ぶことで、より建設

的なコミュニケーションを醸成し、チーム全体のパフォーマンスを向上させることが期待されます。 

また、リーダーシップにおいて怒りを理解し、コントロールするための手法を提供し、効果的なコミュニケーシ

ョンと人間関係構築に焦点を当てています。 

日  程 2025-07-25（金) 1日間 6h 9：30～16:30 

受 講 料 ２７，５００円（税込）  

到達目標 

・怒りの感情について正しい理解をする 

・怒りの感情をコントロール方法を学ぶ 

・様々な分析により、自身の怒りを知って対処法を学ぶ 

・円満な人間関係をつくるコミュニケーション方法を身につける 

・効果的な叱り方（注意・指導）を学ぶ 

受講対象 

及び前提知識 

管理職、リーダー 

アンガーマネジメントについて基礎知識を学びたい方、効率的な叱り方を身につけたい方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

・アンガーマネジメントとは 

・怒りの感情のコントロール 

・怒りの感情をコントロールするテクニ

ック３つ 

 （１）衝動のコントロール 

 （２）思考のコントロール 

 （３）行動のコントロール 

・自分を知ろう 

・円満なコミュニケーション方法（仕事編・プラ

イベート編） 

・叱り方（注意・指導）を学ぶ 

◎総まとめ 

アンガーマネジメントのための指針 

～研修成果お持ち帰りシートの記入と全員発表～ 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ(株) 田渕真理子 
演習あり 

備考・注意  

 「アンガー・マネジメント」参加者の声 
 

● 怒るということを多視的に見れたのが良かった。 

● 怒りに対しての対処法が知れてよかった。 
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コース名 管理職、リーȀーのためのコミュニケーション 
共感と多様性で未来を切り拓く！信頼と成果を引き出すリーȀーの対話術 

PS053 

リーダーや管理職が部下やチームとのコミュニケーションを強化するための実践型プログラムです。 

基礎的なコミュニケーション理論を学びつつ、心理的安全性やノンバイオレントコミュニケーション(共感的コ

ミュニケーション)などの応用理論を取り入れることで、現場で役立つスキルを体系的に習得できます。また、グ

ループワークやロールプレイを通じて、実際の職場環境を想定した課題解決やフィードバックスキルの実践を行い

ます。研修後には行動計画を作成し、具体的なアクションに繋げるための振り返りやフォローアップを実施。この

ことから、参加者が「学んだだけ」で終わることなく、職場での行動変容に直結する成果を得られる内容です。 

信頼関係の構築、部下育成、組織パフォーマンス向上の3つを目的としたこの研修は、リーダーや管理職のコミ

ュニケーションスキルを次のレベルへ引き上げます。 

日  程 2025-07-23 (水) 1日間 6h 9：30～16:30 

受 講 料 ２７，５００円（税込）  

到達目標 

・リーダーとしてのコミュニケーションスキルを高め、部下やチームとの信頼関係を構築する  

・職場の円滑なコミュニケーションを通じて、組織のパフォーマンスを向上させる  

・フィードバックや指示出しの効果を高めるための実践力を習得する 

受講対象 

及び前提知識 

管理職、リーダー 

リーダーシップやコミュニケーションが必要な中堅社員から管理職の方で部下育成に悩む方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

 

１．基本的なコミュニケーション理論 

コミュニケーションの基本要素 

・メラビアンの法則（言語・非言語の重要

性）  

・アクティブリスニング（傾聴）の重要性

とポイント  

・フィードバックの4つの原則（事実・タ

イミング・相手に配慮・具体性）  

 ２. コミュニケーションタイプの理解 

・戦国武将診断を用いて、自分と相手のス

タイルを理解する  

・ケーススタディ：部下や同僚のタイプを

分析 

 ３. 応用的なコミュニケーション理論 

  インクルーシブ・コミュニケーション 

  ・心理的安全性を高めるコミュニケーシ

ョンのコツ  

・部下に「質問する力」を活かすコミュニケ

ーション法 

  

４. 実践ワークショップ（グループワーク・

個人ワーク） 

   ①グループワーク「問題解決のためのチ

ームディスカッション」 

   架空の職場課題を設定し、参加者がリ

ーダー役・部下役に分かれてディスカッ

ション（他の参加者はオブザーバー） 

  ②個人ワーク「自分の強み・課題を振り

返る」 

   ・自分のコミュニケーションの強みと

課題を記載、具体的な行動計画を立てる 

 ５. 実践ワーク－ロールプレイ 

  テーマ例「部下からの不満や相談を受け

る、パフォーマンスが低下している部下に建

設的なフィードバックを行う、チーム全体の

モチベーションを高める場面を想定する」 

 リーダー役、部下役を演じ、グループで

振り返りとフィードバック  

 ◎総まとめ  

・全体の振り返りディスカッション、印象に

残った学び、明日から実践したいことを共

有 、受講者による研修内容の発表、「これか

らの目標」、「研修で得た気づき」を発表 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ(株) 田渕真理子 
演習あり 

備考・注意  
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（２）中堅社員、リーダー 

 

コース名 中堅社員のための「問題解決」  PS020 

中堅社員は、社内でより高い成果に向けた改善や問題解決が期待されています。しかし、「思いこみや偏った見方」

「論理性の不足」「その場しのぎ」など、中堅社員の問題解決力不足を指摘する声が多いのが実情です。 

この研修では、基本的な問題解決の考え方、解決のステップについて学習します。 

また、身近なケース演習を通じて実際に問題解決のステップを活用していただき、現場で活用していただくため

の橋渡しの場とします。個人検討だけではなく、グループ演習は「体験学習型」のスタイルで実施します。 

※ちょっとした異業種交流的な雰囲気の中で行われ、対面型研修ならではの知的交流の場になっています。 

日  程 2025-09-08 (月) ～ 2025-09-09 (火) 2日間 14h 9:30～17:30 

受 講 料 ７７，０００円（税込）  

到達目標 

問題解決についての基本的な考え方、解決のためのステップについて理解することができる。 

「経験」や「勘」に頼るのではなく、事実やデータを用いながらロジカルな思考をすることの

重要性に気づく。問題解決を行うことを通じて、組織の成果に貢献していくことの重要性に

気づく。 

受講対象 

及び前提知識 

中堅社員：入社５～７年目社員 主任やチーフ：担当役割の責任が拡大した（拡大する予

定）方、転職した先で初めてチームの成果責任を期待されるような役割を担当する方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

１日目 ２日目 

仕事を効果的に行う3つのスキル 

問題とは、問題と課題の違い、問題解決とは 

問題解決演習 

問題解決ケーススタディ 

現場への橋渡し 

・2日間の学びを現場にどう活用していくか 

コース名 
中堅社員のための 

「自分らしく働くための自己の棚卸し」 
PS021 

人材の流動化が加㏿しています。仕事を通じて成長したい、仕事を通じて達成感を味わいたい・・・。など働く

ことで自身の生活の質を高めていきたいと考えている人が増えて来ています。言われたことを粛々とこなす仕事ス

タイルから、自分なりの意味を実感できるような働き方について、組織側も個人側も変革が求められていると思い

ます。この研修では、あらためて自分自身の”働く意味”について自分自身との対話（文章化・言語化）、参加者

同士の対話を通じて考えていただこうと思っています。 モヤモヤしている人大歓迎です。ある程度実感がある人

も再認識の場としてご活用ください。 部下のイキイキを支援したいと考えている上司の方は、是非部下の方に受

講を勧めていただければと思います！ 

日  程 2025-07-18 (金) 1日間 7h 9:30～17:30 

受 講 料 ３８，５００円（税込）  

到達目標 

・自身の働く意味（内的キャリア）が整理され、今の仕事を通じてさらに成長していこうとい

う前向きな気持ちが醸成できる 

・企業人としてさらに成長していくための自分自身の啓発ポイント（スキル）が整理できる 

・現在の仕事を通じて、自身の啓発ポイント（スキル）を開発していくためのプランがデザイ

ンできる 

受講対象 

及び前提知識 

中堅社員 : 入社５～７年目社員、主任やチーフ ： 担当役割の責任が拡大した（拡大す

る予定）方、転職した先で初めてチームの成果責任を期待されるような役割を担当する方 

（今以上に）仕事を通じて生き生きと働きたい、成長したいと考えている中堅社員の方 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

効果的に仕事を遂行していく力（職種を超えて必要になる基礎力） 自己チェック 

自分を成長させた仕事や周囲とのかかわり（個人検討、グループ共有） 

私が取り組むべき事柄とそこから身につくスキル（個人検討、グループ共有） 

スキルを身につけたその先の未来を考える（大切している事、仕事を行う上で大切にしている事） 

担当講師 八木 良紀（株式会社ワークライフスポーツ） 
演習あり 
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（３）人事・総務担当者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース名 
面接官力向上研修 

= 売り手市場の中で選んでもらうために有効なコミュニケーションと心理

学に基づいた印象アップ術 = 

PS071 

新入社員の採用に苦慮している企業や人材不足に悩む企業の声から生まれたこの講座です。面接手法や効果、

受容する態度と話の広げ方、質問の掘り下げ方などを実習やケーススタディを通じて、実践的なスキルを身につ

けることができます。採用や自社または業界に少しネガティブになっている方はいませんか。「納得して入社し

てほしいけど、面接で厳しいことを言うとうちの会社じゃ来てくれない」という困り感はありませんか？ 

講師との研修内での会話を通じて、自社や担当者の魅力を再発見し、ネガティブな感情を持たずに自社 PR が

できる態度や心の状態を見つけることが期待できます。 

この講座を通じて、担当者自身のやりがいや成果、採用や人材への興味・探求心を高め、さらに楽しく採用活

動を行うことが期待できます。 

日  程 2025-07-07 (月)  1日間 4h 13：00～17：00 

受 講 料 １６,５００円（税込）  

到達目標 

・時代の変化に伴い、面接に関する必要な情報を効果的に掴む方法を学ぶ 

・良い面接がその後の業務にどのような効果をもたらすかを理解できる 

・面接時の受容的な態度と効果的なコミュニケーション方法をブラッシュアップする 

・相手に合わせた質問の掘り下げ方を学び、面接のハンドリングや管理を楽しむための知識を

取得できる 

受講対象 

及び前提知識 

・採用担当者、面接担当者、インターン受入担当 

・「うちの業種じゃ」、「大手と違うし」と採用に少し自信が持ちづらい方、 

・自社PRが弱いと感じている方 

・辞退されるというネックがある方 

・対話の効果や成績を求められている方 

例：営業、コンサルティング、管理者・トレーニング担当・社内研修・販売関連職の方等  々

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

・会話の中で相手に合わせ、自社PRを上手に織り交ぜ、期待感・充実感や納得感を得てもら

う方法、 

・対象者、ケース別＜ワーク＞ 

・求職者心理、求めるものの変化、経歴の違いや年代別の課題感の把握、心理的安全性や成長 

支援を感じさせる面接官とは、売り手市場での面接を通したマインドセットの必要性と方法 

・多様性理解ある面接の配慮・工夫 

障がいをお持ちの方、外国籍の方、両立等々、アンコンシャスバイアス防止 

担当講師 

上田菜香（保有資格：国家資格キャリアコンサルタント、産業カウンセラー、ライ

フコンサルタント、コーチ、産業加齢学アドバイザー、キャリア教育コーディネータ

ー、ポジティブ心理学プラクティショナー、子育て支援員等） 

演習あり 

備考・注意  
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コース名 
社員が力を発揮しやすい組織作り研修 

= 居場所があると感じられる働きやすい幸せな組織を作る方法・ 

考え方を学ぶ = 

PS072 

人的資本経営の観点から、変化の激しい時代、労働人口減少の中で、一人一人の価値を最大限に発揮させること

が急務です。そのためには、一人一人への理解を深めることが必須です。 

従業員相談カウンセラー歴の長い講師と共に、心理学や脳科学の知識を活用して、効果的な組織作りを学びま

す。これにより、課題の防止や解決の道筋が立てやすくなります。 

互いに悩まず、生き生きと働きやすい職場作りの方法を学びます。社内・人材の活性化はもちろん、心理的安全

性の向上にも繋がります。 

各世代の考え方に影響をもたらしている社会変化や背景を学び、組織内の課題の背景理解や根本要因を知る手掛

かりを掴みます。これにより、人材に関する様々な課題の軽減や予防が可能になります。 

近年の組織作りのトレンドを学びます。労働力減少によるリファラル採用や再雇用が増える中でも抑えておきた

い知識をご提供します。 

日  程 2025-08-04 (月)  1日間 4h 13:00～17:00 

受 講 料 １６,５００円（税込）  

到達目標 

・人間関係で様々な課題に直面した時に心理学と脳科学の活用が出来る 

・生き生きと働ける職場作りが出来る 

・社会変化と背景を理解し価値観ギャップ・世代間ギャップを理解したマネジメントが出来る 

・最近の組織づくりのトレンドを知ることが出来る 

受講対象 

及び前提知識 

・管理職、リーダー、リーダー候補、採用・面接担当者 

・人事・総務、経営企画、ダイバーシティ・組織活性化担当者 

・以下の課題や要望をお持ちの方 

世代間ギャップ、ダイバーシティ化促進、帰属意識強化、定着支援、離職防止 

組織のコミュニケーション活性化、ハラスメント防止のための正しい理解、心理的安全性 

職場環境改善、メンタルヘルス、時代の変化に伴うアップデート等  々

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

・ストレスマネジメントにより成長しあい支え合う職場作り 

ストレスやパニック状態の時、人の中で何が起きているかの知識と負荷軽減法 

レジリエンス力やストレスの正しい理解、モチベーションにするための上手なマネジメント 

・年代により異なるストレスや課題感の把握 

居場所づくりのヒント、ヒトの成長発達過程に着目し、成長過程で起こる心理的特徴や課題・

関わり方を学ぶ 

・学習性無力感とメンタルヘルス 

特に近年顕著な傾向と具体的防止ポイント 無気力や感情がわかない等職場や本人も判断に迷

うような状態に関する知識" 

・ダイバーシティ＆インクルージョン 

個人の特性への正しい理解の仕方とありがちミス 

担当講師 

上田菜香（保有資格：国家資格キャリアコンサルタント、産業カウ

ンセラー、ライフコンサルタント、コーチ、産業加齢学アドバイザ

ー、キャリア教育コーディネーター、ポジティブ心理学プラクティ

ショナー、子育て支援員等） 

演習あり 

備考・注意  
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コース名 
相手との理解を深める傾聴力研修 

= 個々の力を成果に反映させるために = 
PS073 

複雑かつ変化の激しい現代社会において、社内外の課題や要求は多様化しています。従来型のマネジメントや柔

軟性に欠ける関わり方では、ステークホルダとの軋轢や信頼関係の構築が難しくなることも少なくありません。 

一人一人の話にしっかりと耳を傾けられる心の状態を作れていますか？ 

社会変化に対応するために、個別化複雑化した課題や要求を理解する「傾聴力」を身に付けることはこれまでよ

りも更に重要です。 

学ぶことで仕事がしやすくなります。難しいテクニックはありません。ポイントを意識しながら実践していけば

上達できます。 

心理学的な裏付け（理論）や実践的なワークにより、これまで「対人関係」に苦手意識のあった方も理解がしやす

く、論理的に必要性や解決法が分かり、コミュニケーションに自信が持てるようになります。 

この研修では、心理学を活用し、管理職やリーダーが効果的な傾聴力を身につけるための方法を学びます。 

傾聴力を高めることで、組織全体のコミュニケーションが円滑になり、従業員のモチベーションやエンゲージメ

ントが向上します。 

日  程 2025-09-29 (月)  4h 13:00～17:00 

受 講 料 １６,５００円（税込）  

到達目標 

・従業員のモチベーションやエンゲージメントが向上できる 

・短時間で効果的なコミュニケーションの場を作れるようになり、会話や対人関係の場面が

円滑になる（自身も相手も安心できる、効果的なヒアリングや質問ができる） 

・従業員の悩みや課題を早期に発見し、適切に対処する能力を向上することができる 

受講対象 

及び前提知識 

・管理職、リーダー、リーダー候補 

・採用・面接担当者、営業職、人事・総務部、経営企画、ダイバーシティ・組織活性化 

・コミュニケーションに困り事や課題感をお持ちの方。打開・向上したい方 

・日常の接し方での見落としている点や再確認をお考えの方 

内  容 

 
※進捗状況により変更とな

る場合があります。 

・短時間で効果的な関係構築づくりのために必要なもの 

＜ワーク＞具体的なかかわり姿勢のポイント 

・コミュニケーション法の違いとその効果・影響 

＜ワーク＞承認の示し方、質問の工夫 

とるコミュニケーションの違いにより、得られる反応が異なってくることを頭に入れ、状況

や人が変わってもゴールに効果的に向かうことのできるコミュニケーションスキルの習得を

目指す 

・効果的な傾聴のために抑える心理学的知識 

人の欲求の成り立ち 

近年の人の傾向や社会背景による傾聴の重要性 

・引き出す、掘り下げる、広げる、深める、展開させるための傾聴のコツのまとめ（安心・

安全の場作りにはどんな工夫が必要か） 

担当講師 

上田菜香（保有資格：国家資格キャリアコンサルタント、産業カ

ウンセラー、ライフコンサルタント、コーチ、産業加齢学アドバ

イザー、キャリア教育コーディネーター、ポジティブ心理学プラ

クティショナー、子育て支援員等） 

 演習あり 

備考・注意  
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コース名 新入社員研修講師・インストラクǿー養成研修 
= 教える人に教え方を教える = 

XS261 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。 

新入社員研修の講師・インストラクターの仕事は、新入社員の成長を支援しながら、自身の経験・スキル・知識

を活かせるやりがいのある役割です。しかし、新入社員の理解度や研修後のパフォーマンス、フィードバックなど

で直接評価される責任の重い仕事でもあります。 

講師歴25年、研修会社経営18年目のベテラン講師が、これまでに培ったノウハウを惜しみなく提供します。 

この研修は、IT 企業で働く皆様が、効果的に新入社員を育成するための講師スキルを身につけることを目的とし

ています。人材育成のプロフェッショナルとして、新入社員のニーズに合わせた研修を企画・実施し、その効果を

正確に評価することが求められます。 

本研修では、実践的なワークショップや演習を通じて、これらのスキルを総合的に習得していただきます。 

自社の未来を担う新入社員の成長を促進し、周囲の協力を得ながら自信を持って研修を完遂できる講師・インス

トラクターを一緒に目指しましょう！ 

日  程 2026-02-06(金)、2026-02-13 (金)  2日間  8h 13：00～17:00 

受 講 料 ４０，７００円（税込）  

到達目標 

・周囲の協力を得て新入社員に必要な研修を企画できる 

・一人で新入社員研修の講師・インストラクターを務められる 

・研修の効果と新入社員の成長を評価できる 

受講対象 

及び前提知識 

新入社員研修の講師・インストラクターを担当する人事部社員 

経験浅いメンバーへの指導や支援をする先輩社員 

初めて新入社員研修の講師に任命された方 

研修の内製化を進める必要のある人事部社員 

新入社員に対してIT研修を提供するエンジニア 

内  容 

 
※進捗状況により変更と

なる場合があります。 

１日目 ２日目 

1．研修企画の基礎 

(1) 新入社員のニーズ分析と研修の目的設定 

(2)研修設計の基本フレームワーク 

(3)ADDIEモデル 

(4)演習: 新入社員研修企画書の作成 

2．効果的な講師スキル 

(1)視覚的で理解しやすい資料の作成 

(2)新入社員を引き込む話し方とジェスチャー 

(3)グループファシリテーションのスキル 

(4)演習: プレゼンテーションの模擬実施とフ

ィードバック 

※宿題：次週までに誰かに何かを教えてみる 

3．研修実施と評価 

(1)研修当日の流れとチェックリスト 

(2)トラブルシューティングのポイント 

(3)評価指標の設定（Kirkpatrickモデル等） 

(4)演習:アンケートの作成とフィードバック

の収集 

4．組織への研修の影響と持続的な改善 

(1)ビジネスへのインパクトの測定方法 

(2)長期的な効果の追跡と報告 

(3)研修結果を基にした改善プロセス 

(4)演習: 研修の改善提案の作成と発表 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱ 山崎有生 
演習あり 

備考・注意 
◎実習環境：オンラインホワイトボード「MIRO」使用します。ご自身のPCに文章作成ソフト（例：

OfficeWord、メモ帳など）をご用意ください。 
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（４）営業担当者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース名 
 IT技術者のための営業力強化 XS260 

「オンライン（Zoom）」開催研修です。 

「営業なければ経営なし」の言葉通り、IT がどれだけ進展しても人の営業行為が必要なことは論じるまでもあ

りません。しかし、一般にIT企業は営業人員が少なく、一人ひとりに高い生産性が求められています。 

また、派遣先顧客とともに仕事をしている技術者は営業以上に顧客のニーズや情報を掴んでいるので、 それを

営業に活かすことができればより売上拡大につながることでしょう。 

本研修では、営業マインドの醸成から、営業に必要なスキル・行動を身につけます。 

日  程 2025-08-06（水）～2025-08-08（金） 3日間 12h 13:00～17:00 

受 講 料 ５５，０００円（税込）  

到達目標 

・目標達成に向けた営業のマインドを身につける 

・営業の基本動作を身につける 

・ITエンジニア経験を営業に活かす道を参加者個々人が持ち帰る 

受講対象 

及び前提知識 

ITエンジニア経験があり、営業力が必要になった社員 

過去に営業経験がある方で、自身の営業スキルを再確認したい方 

内  容 

 

※進捗状況により変

更となる場合があり

ます。 

１日目 ２日目 ３日目 

ITエンジニアのための成功

営業のための基本 

あなたの強みを活用する技

術の専門知識と営業スキル

の融合 

営業の第一歩は顧客理解から 

響くプレゼンテーション 

営業マインドセット 

ケース演習 

まとめと今後のアクションプ

ラン 

担当講師 セイ・コンサルティング・グループ㈱ 山崎有生 

演習あり 

備考・注意 
◎実習環境：オンラインホワイトボード「MIRO」使用します。ご自身の PC に文章作成ソフト

（例：OfficeWord、メモ帳など）をご用意ください。 

 「IT技術者のための営業力強化」参加者の声 
 

● 自分のこれまでの業務・経験などが整理できてよかった。 

● 今まで漠然と行ってきた営業活動だったが、何が足りていなかったのか、 

何をすべきなのかを見つめなおす機会となりました。 

● 営業未経験でしたが、研修を通して新たな視点やほかの参加者との交流を通して

多くの刺激と学びを得ることができ、営業力向上への意欲もさらに高まった。 
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貴社のご要望に合わせた、今実施したい研修を提供します。 

オープン研修以外にもご要望に応じて内容・レベルなどご相談に応じます。 

「こんな研修を開催したいなあ・・・」と思ったらお気軽にご相談下さい。 

●個別企業研修のメリット 
 ご希望の日程で研修を開催できます。 
 ご要望にピッタリ合った内容レベルで研修を開催できます。 
 会場は条件が整っていれば、ご希望の場所で開催できます。 

●研修実施までの流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●開催条件 

参加人数５名以上で承ります。1社でなくても複数社の合同開催もお受けします。 
 

オープン研修のカリキュラムの中から、ご希望コースの開催リクエストを受け付けてお

ります。中止又は既に開催日を過ぎてしまったコースをもう一度企画します。 

例）ExcelVBA、Python、初級システム管理者研修など 

 

●リクエストの方法  

 ※開催希望時期の３ヶ月前までにメールでご連絡ください。 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件名：研修について 

Web サイトのお問い合わせフォーム ・会場、担当講師など開催に向けて検

討させていただき開催可否の回答を

致します。 

・その後、一般募集を開始し、開催日

の２週間前までに＜５名以上＞集ま

れば開催決定です。 

なお、カリキュラムに無いコースは

「オーダーメイド研修」となります。 

 

 

 

 

 

こんな研修を

開催したい 

なあ・・・ 

 

ご要望 

ヒアリング 

開催決定 

研修実施 

ｱﾝｹｰﾄ 

結果報告 

次回のご要
望お伺いｏｒ 
ご提案 

見積書 
企画書 

・日程 

・研修内容 

・会場 etc 

こんな研修がしたい 

オープン研修をリクエスト 

・連絡先 

（御社名、担当者名、メールアドレス、電話番号） 

・コース名 

・開催希望時期 

・受講者数 

 

●過去の開催例 

 
・新入社員研修 
 
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
 
・Python 入門 
 
・要件定義入門 
 
・情報セキュリティ 
 
・メンタルヘルス研修 

請求書 
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【助成内容】 詳細は各種リーフレットをご参照ください。 

 

 

2024年 10月最低賃金改定に伴い、2025年 4月以降「経費助成率」や「賃金助成額」改

定の動きがあります。サイトでご確認ください。 

人材育成に取り組む会社の事業主の方へ経費や賃金等一部を助成する、厚生労働省

「人材開発支援助成金」をご活用ください。 

御社の条件により、ご活用いただける「助成金コース」が異なりますので、事前に必ず

「雇用助成金さっぽろセンター」へお問い合わせください。 

2025年１月現在 

支給対象となる訓練 

（OFF-JT） 

経費助成 
賃金助成 

(１人 1時間当たり) 

中小企業 大企業 中小企業 大企業 

① 人材育成支援コース 

人材育成訓練※1 

正規雇用：45% 正規雇用： 30% 

760円 380円 非正規：60% 

正社員化：70% 

② 人への投資促進コース 

 高度デジタル人材訓練※2 
75% 60% 960円 480円 

③ 事業展開等リスキリング 

支援コース※3 
75% 60% 960円 480円 

※1 １０時間以上の OFF-JT（正規・非正規を問わない） 

※2  ITSS（IT スキル標準）レベル４または３となる訓練(高度情報通信技術資格の取得のための訓

練または第四次産業革命スキル習得講座)に活用できます。 

※3 事業展開は行わない場合でも、事業主において企業内のデジタル・デジタルトランスフォーメー

ション（DX）化やグリーン・カーボンニュートラル化を進める場合に、これに関連する業務に従事さ

せる上で必要となる専門的な知識及び技能の習得をさせるための訓練に活用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【助成金のお問い合わせ先】 

北海道労働局 雇用助成金さっぽろセンター 

電話番号：011-788-9070 



お申し込みについて                                            

◆お申し込み方法

◆お申し込みの変更及びキャンセルについて

◆受講料の消費税及びお支払い方法

◆お問い合わせ・お申し込み先

　　 ㈱北海道ソフトウェア技術開発機構　事業部

      㼀EL：（０１１）８１６－９７００

　　　E-Mail:  kensyu＠deos.co.jp    㼁㻾L: https://www.deos.co.jp

○受講料のお支払いは、講習会終了後、末締め翌月末支払期限で請求書をお送りしますので、
期日までに当社指定の口座へお振り込みください。なお、お振り込み手数料は、ご負担ください。

○当社Webサイト経由、又は所定申込用紙に必要事項をもれなくご記入の上、メール添付等で
　お申し込み下さい。電話での申込は、受付しておりません。
　お問い合わせ及びご予約は、メール、電話でも承ります。
　なお、申込締切日は、コース開始日の２週間前となっております。

○申込締切日以降でも、空席がある場合には、受講可能な場合もございますので、
　お電話またはメールにてお問い合せください。

○お申し込み後は、弊社より必ず「受付完了メール」をお送りします。２～３日経っても弊社から
メールが届かない場合は、申込書が到着していない場合がございますので、お手数でもご連絡
下さい。
　受講票兼開催案内は、開催１週間くらい前までに責任者宛にメールで送付します。

○申込締切の時点で、コース最低開催人員に満たない場合は、中止させていただく場合があり
ますので、ご了承下さい。

○受講者の変更、連絡先の変更など申込内容の変更はメール又はお電話でご連絡ください。

○キャンセルをされる場合には、コース開催日7日前１７：００までにメールまたはお電話でご連
絡ください。それ以降コース開催6日前より、受講料全額をご請求させていただきます。出来る限
り、代理の方のご出席をお願いいたします。

○コース開催日にご連絡なく講座を欠席された場合も、受講料全額を請求させていただきます。

○表示の金額はすべて消費税率10％を含めた金額です。

※ｅラーニング(㻿㻽㼀）のキャンセルポリシーは「53 ページ」をご覧ください。
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令和　　　年　　　　月　　　　日

（株）北海道ソフトウェア技術開発機構　事業部研修課　行

　e-mail:kensyu@deos.co.jp　

助成金利用（　有　　・　　無）

所 属 部 課 名

役 職 名

氏 名

電 話 番 号 （　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　

電 子 メ ー ル
※受講案内を直接受講者に送信ご希望の場合は、
受講者の欄にもメールアドレスを記載してください。

（フリガナ） 所属部課名/役職名

受講者名 電子メール※受講案内を直接受信希望

（　　　　　          　　　　　　　　　）

（　　　　　          　　　　　　　　　）

（　　　　　          　　　　　　　　　）

（　　　　　          　　　　　　　　　）

（　　　　　          　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　備　考　欄　　（連絡事項などございましたらご記入下さい。）

（　　　  　／　  　　　～  　　　　／  　　　　）

（　　　  　／　  　　　～  　　　　／  　　　　）

（　　　  　／　  　　　～  　　　　／  　　　　）

（　　　  　／　  　　　～  　　　　／  　　　　）

コースＮｏ.
（日　　程）

コース名

（　　　  　／　  　　　～  　　　　／  　　　　）

御
申
込
責
任
者

　■個人情報の取扱いについて
　個人情報は、当社の個人情報保護方針によって保護され、当社事業以外の目的で利用いたしません。当社が取得する個人情報の利用目的は次の通りです。
　①研修およびセミナーの申込受付及び運営を適切かつ円滑に行うため
　②受講票および受講案内発行、請求書発行等の研修業務に係る事務処理を適切かつ円滑に行うため
　③メーリングリストによる研修及びセミナー、各種サービスを案内するため
　④新商品・サービスの研究や開発を目的とする市場調査やデータ分析のため
　⑤お客さまからの問い合わせへの回答、資料発送のため

講 習 会 申 込 書

貴社名・団体名

貴社住所
（請求書送付先）

〒
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